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間章　情報整理に余念がない







「さてと、それじゃ一つ、情報を整理するとしようじゃないか」

　山となった書類束たばの奥から聞こえてくる声に対し、デイリー・デイズ新聞社の面子メンツが気を引き締しめた表情で頷うなずいた。

「では、事の始まりから説明しましょう。マルティージョ・ファミリーの若手幹かん部ぶであるフィーロ・プロシェンツォ。彼が数ヶ月前にＦＢＩとの司法取引を経てアルカトラズ刑けい務む所しよに一時的に潜せん入にゆうしていたのですが、その際にテロリストであるヒューイ・ラフォレットと接せつ触しよく。時を同じくしてヒューイは監かん獄ごくから姿すがたを消しました」

「その脱だつ獄ごくにフィーロが関わっていると？」

「いえ、恐らく脱だつ獄ごくは己おのれの組そ織しきの力を借りたものでしょう。ですが、そのヒューイがこのＮＹで何かを企たくらんでいるという情報がありました。彼はバルトロ・ルノラータの客きやく分ぶんとして彼らの所有する土地に匿かくまわれているようです」

「その結果、奴やつこさんの子飼いのテロリストどもがＮＹの周りに大集合。航こう空くう機きは飛ばすわ街をサーカス団みたいな連れん中ちゆうが彷徨うろつくわでてんやわんや、ってわけだねぇ」

　古ふる株かぶであるニコラスの報告に、チャイナ服を着た男──エレアンが合いの手を入れる。

　そんな二人の会話を受けて、書類の奥から姿すがたを見せぬ社長が声を響ひびかせた。

「ヒューイと捜そう査さ局、そしてマフィア達が三さん竦すくみで睨にらみ合ってるだけならまだ良かったんだけれどね。そこにヨーロッパの財ざい閥ばつ、ドルメンテル家まで関わってきた。これもまあ、完全に『特秘事じ項こう』絡がらみだね。紙面には載のせられない」

　ＤＤ新聞社において『特秘事じ項こう』というのは、世の中の常じよう識しきから外れた場所に位置する情報についての事を差す。他にも吸きゆう血けつ鬼きや妖よう精せいといった幻げん想そう小説のような類たぐいの領りよう域いきの話も含まれるのだが、このＮＹにおいて最も多く収しゆう集しゆうされるのは『不死の酒』、並びにそれを飲む事で『不死者』と呼ばれる存在になった者達についての情報である。

　それらに比べれば政治家や大物マフィア、あるいは大だい統とう領りようのスキャンダルですら『ただの情報』に過ぎないとＤＤ新聞社の上層部は判はん断だんしていた。

　彼らがこうして臨時の会議を行っているのも、まさにその特秘事じ項こうに関係している。

「しかし、その中心人物達が多く集まっているのが、現在行われている高層ビル『ラーズランス』での闇やみカジノパーティーとは。というか、不死者の割合、裏社会の人間が圧あつ倒とう的てきに多くないでしょうかね？　もっとも、実験に巻き込まれたネブラの社員数百人は除きますが」

　続く情報を口にしたのは、眼鏡めがねに瘦やせた頰ほおが特とく徴ちようのヘンリーだった。

「主な勢力は五つ。カモッラを自じ称しようするギャング、マルティージョ・ファミリーを中心とした街の不ふ良りよう少年やルッソ・ファミリーを含んだ『寄せ集め』。東部でも指折りのマフィア、ルノラータ・ファミリー。多数の殺し屋を雇やとい入れたガンドール・ファミリー。不死者であるヒューイ・ラフォレットが率いるテロリスト集団。そして、欧おう州しゆうから手を伸ばしてきた没ぼつ落らく気ぎ味みの大財ざい閥ばつ、ドルメンテル家。……他にも、捜そう査さ局やベリアム上じよう院いん議員、ネブラの社員などが裏で怪あやしげな動きをしているようですが」

　頭とう髪はつの一部が白髪しらがとなっている彼の言葉に、それまで黙だまって話を聞いていたレイチェルが、資料を手にして口を開く。

「それで？　この、ちょくちょく名前が出てくるネイダー・シャズクールって誰だれ？　どの組そ織しきにも絡からんでないみたいだけど……。これまでＮＹじゃ名前も聞いた事がない」

　すると、ヘンリーが眼鏡めがねをクイ、と持ち上げながら皮肉まじりの笑えみを浮かべた。

「おやおや、レイチェルさんも関わりがゼロというわけではないんですよ？　何しろ、あのフライング・プッシーフット号の関係者なんですから。……ですから、敢あえて四大勢力に紐ひも付けするならば、元ヒューイの一派という所でしょうか」

「……？　あの列車に、そんな名前の男が乗ってたなんて話は聞いてないけど？」

「ええ、乗ってはいませんでしたからね。彼は乗れなかったんですよ。黒服集団『幽霊レムレース』を裏切ろうとした上、それに失敗して殺されかけたわけですから。まあ、奇き跡せき的に生き残った彼の裏切りのおかげでレムレースの情報がだいぶ警察内部を跳び回っていましたよ」

「思い出した。そんな情報もあったね……。でも、なんでこの件に？　イブ・ジェノアードの代打ちでカジノパーティーに参加……？」

　眉を顰ひそめるレイチェルに、ヘンリーが小さく首を振る。

「さて、そこまでは解わかりませんが……ネイダー・シャズクール……調べて見た限りでは、まあ、取るに足らない男です。とてもじゃありませんが、フィーロやバルトロ、ヒューイと比べて明らかに貫かん目めが足りません。いや、今回の事件の中において彼だけが役者不足だと言ってもいい。おそらく、何かの間違いで紛まぎれこんだか、誰だれかの捨て駒ごまか、そんな所でしょう」

　最初から軽く見ていたわけではないが、何度調べても、その男からは特別な背後関係も見いだせなければ、不死者のような特異な力を持っている様よう子すは窺うかがえなかった。

　だが、そのまま流そうとしたヘンリーの言葉を、書類束たばの奥から響ひびく声が遮さえぎる。

「それはどうだろうね」

「社長？」

「ああ、別にその彼に特別なコネや背後関係が隠かくされているとか、そういう事を言いたいわけじゃあないよ。ただ、どんな人間であれ、軽視はしない方がいい」

　部下を戒いましめる為ための言葉だが、社長はどこか楽しげに声を響ひびかせ続けた。

「何がどうあれ、彼は今回の件に関わっているんだ。その事実は重いよ。事件の中心にいるヒューイ・ラフォレットから、たまたまカジノの行われるビルの前を歩いていただけの旅行者まで、総すべては情報という名の『価か値ち』に満ちている」

「それはそうですが……」

「どんな英えい雄ゆうだろうと、どんな悪あく党とうだろうと、何かをやらかす瞬しゆん間かんまでは『取るに足らない男』さ。事件に関わっている以上、我々情報を扱う者が放っておいて良い人間などはいないよ。例えば……１９３０年にＮＹにやってきた強ごう盗とうカップルが、特秘事じ項こうにあれほど食い込む事になると、事が起こる前に予想できた者が一人でもいるかい？」

　黙だまり込む室内の面々の様よう子すを確かく認にんしたあと、社長はジョークのように軽口を叩たたく。

「それこそ、未来予知ができる存在でもなければ解わからなかっただろうね。そんな１００％当たる予言者のような存在がこの街にいたら、それはそれで特秘事じ項こうものだよ」

　社長はそこまで語った後に一度言葉を止め、独ひとり言ごとのように言葉を付け加えた。




「……それにしても、『特秘事じ項こう』……不死の酒絡がらみの元げん凶きようである『悪あく魔ま』は、今どこで何をしているんだろうね？」













二十三章　悪魔は約束を忘れない







　その『儀ぎ式しき』は、とある洋上に浮かぶ船の上にて行われていた。

　タイタニックをはじめとするオリンピア級の船せん舶ぱくには遠く及ばぬものの、全長１００メートルを超える蒸じよう気き船せんは堂々たる存在感を周囲の波間に振りまいている。

　だが、その甲かん板ぱん上に現れた『それ』は、自らの乗る巨きよ大だいな蒸じよう気き船せんを遙はるかに超える不ぶ気き味みな存在感を放ちつつ、船に同乗する者達を威い圧あつしていた。




『なるほど……面白い』




『それ』は静かに声をあげるが、船の甲かん板ぱんにいる者達──１９００年代の人間とは思えぬ、古びたローブ等を身に纏まとった男女の集団は、その声の主を見つけだす事ができない。

　姿すがたすら現しておらず、ただ声だけで周囲の人間の心を恐きよう怖ふに震わせていた。

　人は解明された危険よりも、理り論ろん化、言げん語ご化できぬ『よくわからない何か』に対してより深い恐きよう怖ふを抱いだく者が多いという。

　甲かん板ぱん上のローブ姿すがたの者達は、実際にその声を耳にするまでは、相手をある程度は理解しているつもりだった。言げん語ご化できているつもりだった。あまつさえ、支配することすら可能だなどと考えていた。

　だが、頭の中に直接響ひびくかのような『それ』の声を聞いた瞬しゆん間かん、彼らは気付く。

　──来た、来てしまった。

　恐きよう怖ふ。

　──呼んだ、呼んでしまった。

　そして後こう悔かい。

　彼らは自らの愚おろかさを悔くやむ。

　金と与えられた知ち識しき、そして『不ふ老ろう不ふ死し』の存在に踊おどらされて、深い錬れん金きん術じゆつや宗しゆう教きよう学がくの知ち識しきすらないままに、とある存在を呼び出してしまった事を。

　他の宗しゆう教きようへの造ぞう詣けいも浅く、敬けい意いすら持たぬエセ新しん興こう宗しゆう教きよう家かの彼らは、自分達が呼び出したものが、如い何かに途と方ほうもない存在かを今さらながらに知ったのだ。

　──【悪あく魔ま】。

　自分達はただ、そのような既き知ちの単たん語ごに総すべてを押しつけ、理解していたつもりになっていただけに過ぎないのだと。

　そう理解した瞬しゆん間かん、そんな彼らを嘲あざ笑わらうかのように、『それ』は自らの存在名を口にした。

『どうした？　前に俺おれの事を呼んだ錬れん金きん術じゆつ師し達は俺おれの事を【悪あく魔ま】と呼んだが……お前達もどうせ、俺おれが悪あく魔まだと伝え聞いているのだろう？　面めん倒どうだ。俺おれの事は【悪あく魔ま】と呼べばいい』

　音おん源げんの解わからぬ不ぶ気き味みな声は、一方的に甲かん板ぱんのエセ宗しゆう教きよう家か達に語り続ける。

『この案を考えたのはメルヴィ・ドルメンテルか？　それともドルメンテル家の女め狐ぎつねあたりか……ロゼッタ……私と同じような【悪あく魔ま】がお前達に接せつ触しよくして入れ知ぢ恵えでもしたか？　いや、考えてみれば鼻を垂たらした子供でも思いつきそうな事ではあるな……まあいい』

　悪あく魔まと名乗ったその存在は、威い圧あつを交えた気だるげな声を甲かん板ぱんに響ひびかせた。

『さて、ここは……なるほど、インドの南か。よくもまあ、ＮＹからここまで遠い場所に呼び出してくれたものだ。それで？　お前達が望む知ち識しきはなんだ？』

　明確な問い掛けの形を持つ言葉に対し、ようやく声が出せるようになるまで心を落ち着かせたローブ姿すがたの男が、目に怯おびえの色を讃たたえながら問い掛ける。

「あ、あなたは、本当に……その、ドルメンテル家が言っていた全知全能の存在なのか？」

『全知全能である事は否定しよう。だが、ドルメンテル家の連れん中ちゆうが伝えたような存在である事は肯こう定ていしよう。ふむ、これで貴き様さまらの望む知ち識しき……俺おれに関する情報は伝わったな。では、さらばだ』

「なッ!?　ま、まってくれ！」

『冗じよう談だんだ。そんな古びた小こ咄ばなしのような真ま似ねはしない。実際にやった事もあるが、暫しばらく「揚あげ足あし取りの好きな大人おとなげない存在」だという風ふう評ひようが流れたからな。まあいい』

　声の質から【悪あく魔ま】が肩を竦すくめたような気がしたが、ローブの男達には相手の姿すがたが見えないので確かく認にんのしようがなかった。

「ど、どんな知ち識しきでも……与えてくれるのか？　ま、まずは姿すがたを見せてはくれないのか？」

『……お前達が、このタイミングで偶ぐう然ぜん俺おれを呼び出したわけではない事は既すでに把は握あくしている』

「？　タイミング……？　な、なんの事だ？」

『……ふむ、事情は聞かされていないようだな。ドルメンテル家の捨て駒ごまか。まあいい』

【悪あく魔ま】は淡たん々たんとした調子で話を変え、１７１１年と同じ洋上の船という舞ぶ台たいの中で、本来の自分の役割を演じ始める。

『それで？　お前達は私に何の知ち識しきを望む？　前に俺おれを呼び出した錬れん金きん術じゆつ師し達は、不ふ老ろう不ふ死しの知ち識しきを望んだ。その前の奴やつらもだ。他には宇う宙ちゆうの真しん理りや鉄から金への精せい製せい法、神が実存するか否いなかについての知ち識しきを望んだ連れん中ちゆうもいたな。予あらかじめ言っておくが、その知ち識しきをすぐに実じつ践せんできるかどうかは話が別だ。金への元素変へん換かんなど現代の技術力ではまず無む理りだろう』

「ま、待て、順を追って総すべて教えて貰もらうわけにはいかないのか？」

『強ごう欲よくだな。だが、キリがなくなるのでな。召しよう喚かんの契けい約やくによってお前達に教える知ち識しきは基本的に一つ、あるいはそれに付ふ随ずいするいくつかの副次的な知ち識しきといった所だ。不ふ老ろう不ふ死しというものを知りたいというのなら、そこに至る為ための特とく殊しゆな酒の製法などがそれにあたるな』

「……じっくりと話し合って決めたい。少し待っていてくれないか。与えられる知ち識しきが一つだけとは聞いていなかった」

『……』

　つい先せん刻こくまで【悪あく魔ま】の声を怖おそれていたローブ姿すがたの集団だったが、召しよう喚かんの儀ぎ式しきによって完全に相手を制せい御ぎよ下かにおいていると勘かん違ちがいしたのか、徐じよ々じよに冷静さを取り戻して打算と共に今後の事を相談し始めた。

　顔に欲望の色を貼はり付けていく者達を船の何ど処こかから窺うかがっていた【悪あく魔ま】は、やがて溜ため息いき交じりの声を船上に響ひびかせる。

『やれやれ……個人的な事情だが、俺おれは「次に呼び出された時は、顔を覚えられるように衝しよう撃げき的な方法で姿すがたを見せよう」と思っていたんだ。しかし、お前達には顔を覚えられたいとも思わんな。声だけで相手をしてやろう』

　そんな愚ぐ痴ちなど聞いていないかのように、ローブ姿すがたの者達は喧けん々けん諤がく々がくと議ぎ論ろんを進めていた。

　いや、正確に言うならば議ぎ論ろんと呼べるような物は何一つ進行しておらず、ただ自分達の欲望を求めて相手の言葉じりを否定し続けている。

【悪あく魔ま】はその間に、彼らの情報を世界の中から収集した。

　──なるほど。やはり生まれたての信しん仰こう宗しゆう教きようか。いや、宗しゆう教きようというのは他の宗しゆう教きよう家達たちに失しつ礼れいなレベルだな。秘ひ密みつ結社に憧あこがれた子供心を拗こじらせたまま、その想おもいを良い形で実行できる程に昇しよう華かする事ができぬまま成長した者達の末まつ路ろといった所か。

　──そんな連れん中ちゆうが曲がりなりにも纏まとまっていたのは、あの中央にいる髭ひげ面づらがそれなりに社会的地位のある奴やつだからというわけか。そこをドルメンテル家の連れん中ちゆうに利用されたわけだな。

　まるで彼らの過去を直接見て来たかのように、【悪あく魔ま】は多くの事を一いつ瞬しゆんで理解する。

　そして、この後に起こる事を予想した【悪あく魔ま】は、一つだけ魔ま術じゆつ同好会のような面々に対して付け加えた。

『一つ言っておこう。未来に何が起こるか。その知ち識しきは俺おれにはない。それ故ゆえに、これから起こる出来事の正確な情報を寄こせと言われてもそれだけは叶かなえられんぞ』

「あ、ああ。解わかっているとも。そんな事ができたら、それこそ神の御み業わざというものだ」

『……』




【悪あく魔ま】は沈ちん黙もくしながら、己おのれの過去を振り返る。

　自分が嘗かつて、密みつ閉ぺいされた瓶びんの中に【宇う宙ちゆうの分身】として生み出された時の事を。

　ロニーは元々、名も無いホムンクルスだった。

　人じん語ごを介かいし、人としての意い識しきを持つ生命でありながら、過去も未来も含めた宇う宙ちゆうの総すべてと同化している存在として生み出された彼は、密みつ閉ぺいされた空間から出られぬ代わりに、総すべての知ち識しきを持ち合わせていたのである。

　それこそ、ローブの男が言う『神の御み業わざ』──未来の知ち識しきすらその身に宿していた。

　更さらに言うならば、世界そのものを己おのれの手足、あるいは指先であるかのように細やかに操あやつる事もできる。やろうと思えば、人間が動きを止めるような感覚で世界の時間そのものを止めるに等しい所しよ業ぎようも可能だった。

　彼は自分を生み出した術じゆつ士しとの交流を経て、最終的に全知全能のホムンクルスは世界の中に人の形を持って顕けん現げんしたのである。

　未来の知ち識しきや脳のうの処しよ理り能力などを失う代わりに、彼は己おのれの本体でもある宇う宙ちゆうそのものの中にその身を投げ出したのだ。

　冶や金きん術じゆつ士しの死後にその名を受け継ぎ、彼は【悪あく魔ま】などと呼ばれる存在でありながら、人としての生活も過ごす二つの貌かおを手に入れ、現在に至る。

　──俺おれと同じように【宇う宙ちゆうの分身】として生み出された奴やつは他にも数人いたが……、逆に未来の知ち識しきを持つ代わりに世界への干かん渉しよう力を大幅に手放した個体ばかりだったな。

　人間の身体からだでは、世界の分け身として持つ総すべての知ち識しきや能力は抱かかえきれない。

　だからこそ様々な物を手放す必要があるのだが、この【悪あく魔ま】は未来の知ち識しきを捨て、他人や世界に強く干かん渉しようする力を残した。

　それ故ゆえに、【悪あく魔ま】と呼ばれるに相応ふさわしい所しよ業ぎようを為なす事ができたのだろう。

　──未来の知ち識しきを元に未来を変えれば、自動的にその変わった未来の情報が頭の中に生まれるのだから、便利といえば便利だろうが……。

　──『退たい屈くつ凌しのぎ』を目的として生まれた俺おれとしては、やはり未来の知ち識しきを手放して正解だったな。

　ロゼッタという名の女性型ホムンクルスの事などを思い出しつつ、術じゆつ士しの名を受け継いだ【悪あく魔ま】、ロニー・スキアートは考える。

　──……退たい屈くつ凌しのぎ、か。

　──ああ、マルティージョ・ファミリーは俺おれを退たい屈くつさせない。いい組そ織しきだ。

　──尊そん敬けいに値あたいする上じよう司し、忌き憚たんなく話せる同どう僚りよう達、そして育て甲が斐いのあるナイフの弟で子し。

　──いい環かん境きようだ。

　──いや……いいファミリーだ。

【悪あく魔ま】は暗くら闇やみの中でニヤリと笑うと、相変わらず欲望丸出しの言い合いを続けている面々に声をかけた。




『もう一つ、お前達に言っておく事がある』

「……？」

『俺おれは、単なる他人の願望を叶かなえる為ためのシステムではない。公平な神でもなければ偏かたより無き地じ獄ごくの判はん事じというわけでもない。人間でいう所の感情もあれば、理り想そうも夢も持ち合わせている。しかも、古代の冶や金きん術じゆつ士し達に植え付けられた、なんとも捻ひねくれた夢がな』

「そ、それがどうしたというのだ？」

　まさか『待ちきれなくなったので帰る』などと言い出すのではないか？

　そう考えたローブの集団は焦あせりを見せるが、【悪あく魔ま】は淡たん々たんとした調子で声を響ひびかせる。

『その術じゆつ士し達との約束でな。こうして誰だれかに喚よびだされたら、必ず望む知ち識しきを与えるという制約を己おのれに課しているが……。俺おれの夢や理り想そう……つまりは「充じゆう実じつした人生」を邪じや魔まされると不ふ機き嫌げんにはなる』

「？」

【悪あく魔ま】が『人生』とはどういう事だと思い眉まゆを顰ひそめるローブの集団の耳に、やはり淡たん々たんとした調子の声が響ひびき渡った。

『だから、俺おれは特にお前達の危き機きを無む償しようで助けたりはしない。お前達の中に面白そうな奴やつがいれば話は別だったが……まあいい』

「何を言って……」

　次の瞬しゆん間かん、爆ばく音おんと共に船が大きく揺れた。

「な、なんだ!?　何が起こった！」

　慌あわてふためく中心人物らしき男に、【悪あく魔ま】が答える。

『メルヴィ・ドルメンテルに嵌はめられたな。まあ、奴やつからすれば不ふ老ろう不ふ死しの知ち識しきが大おお勢ぜいに広まっては困るのだろうが。その為ためにわざわざここでしか呼び出せんと騙だまし、指定した時間に合わせて船を爆ばく破はする仕掛けを作るとは、ずいぶんと手の込んだ真ま似ねをする』

「メ、メルヴィ!?　あいつがどうしたというんだ！」

『つまり、お前達は俺おれから何の知ち識しきを得ようが、ここで船ごと沈しずめられる予定だったわけだ』

　あっさりと言い切る悪あく魔まの声に、ざわめき始めるローブの集団。

　真しん偽ぎを確かく認にんする間も無く次の爆ばく発はつ音が起こり、甲かん板ぱん上でパニックが起こりかけた。

　そんな彼らに対し、【悪あく魔ま】の声は紡つむぎだす。

　ある意味とても残ざん酷こくで、あるいはとても慈じ悲ひに満ちた言葉を。

『それで、この状じよう況きようから助かる為ための知ち識しきはいるか？』




『具体的には、「俺おれに陸地まで安全に運ばせるには、何を差し出せば良いか」という知ち識しきだ。不ふ老ろう不ふ死しの知ち識しきでも一応助かるだろうが、この辺りの海流を考えると永遠に溺おぼれ続ける事になるかもしれないな……まあいい』
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　数分後。

　自分を呼び出す為ための知ち識しきを脳のう内ないから消し去る事を条件に、船の乗組員達を全員陸地へと送り届けたロニーは、気付けば別の船の上に呼び出されていた。

『……やれやれ、今度は太たい平へい洋ようのど真ん中か……まあいい』

　愚ぐ痴ちを零こぼす声に、召しよう喚かん者である日本人の船乗り達が声をあげる。

「この声……もしかして本当に【尼あま彦びこ入にゆう道どう】様が来たのか!?」

「だ、だいぶ待ったが、もう現れないのかと……」

『……尼あま彦びこ入にゆう道どうと来たか』

「ち、違うのですか!?」

『いや、それで構わん。好きなように呼ぶといい。どうせここでの呼び名に意味などない』

　そう受け答えながら、恐らく何も知らないであろう日本人達の話を聞く事にする【尼あま彦びこ入にゆう道どう】こと【悪あく魔ま】ロニー・スキアートだったが──

　心しん中ちゆうでは、この先に同じ事が延々と、恐らく３日間近く続くだろうと推すい測そくしていた。

　日本人達に彼らの祖先が残したという埋まい蔵ぞう金きんの場所を教えつつ、ロニーは心しん中ちゆうで苦く笑しようする。

　──まったく、こんな形で俺おれを封じるとは。

　──やれやれ、どれだけの連れん中ちゆうに俺の喚び出しかたを教えたのやら。

　──御ご丁てい寧ねいに、俺おれが絶え間なく喚よび出されるよう、少しずつ召しよう喚かんが可能な日時をズラして伝えてあるな？

　──今後同じ事をやられたら、ファミリーの仕事に支し障しようがでる。

　既すでに『ラーズランス』での事件に関われぬ状態が続いており、エニスを単独で救うという行動をとる事もできずにいる。だが、こちらの『仕事』も決して外せぬ友との誓せい約やくだ。このケースの間に限りファミリーの仕事を一時的に離れるという事もマイザー達と織り込み済みであり、だからこそマルティージョ・ファミリーは、イザという時にロニーに頼る事なく動けるように組そ織しきの研けん鑽さんを続けている。

　だが、流石さすがに３日連続ともなるとロニーは考えざるを得ない。

　──願いを叶かなえる代だい償しようとして、今後は『呼び出し方』を忘れさせるか……。

　──ドルメンテルの人間にも、不用意に話を広め過ぎんように釘くぎを刺さすか。

　──あと数十年もすれば、悪あく魔ま召しよう喚かんの儀ぎ式しきなど信じる奴やつは極ごく少数となるだろうがな。

　──まあいい。




　そして、彼は願いを叶かなえ続ける。

　時には悪あく魔まとして。

　時には神の使いとして。

　時には人知の及ばぬ魑ち魅み魍もう魎りようとして。

　時には人の深層にある集合意い識しきの具ぐ現げん化かとして。




　人々は様々な欲望を口にし、途と方ほうも無いものを望み続ける。

　だが、ロニー自身の願いはただ一つだった。

　一いつ刻こくも早くこの『茶ちや番ばん』を終わらせて、マルティージョ・ファミリーの幹かん部ぶとして、マイザー・アヴァーロの友として、そしてフィーロ・プロシェンツォの師しとして全力を尽くす事。




　ただそれだけの、ささやかな願いだった。













二十四章　静かな朝など似合わない







　『影』。

　灰はい色いろの毛皮に包まれた巨きよ大だいな『影』が、夜のＮＹをひた走る。

　爆ばく発はつ音と共に自分の寝ね床どこが横転し、混乱するままに『影』は寝ね床どこを飛び出したのだ。

　時には川を泳ぎ、自分の知る誰だれかを探して無む軌き道どうに夜の闇やみを蠢うごめき続ける。

　時とき折おり周囲から悲鳴のようなものも聞こえたが、『影』は興きよう味みを示さなかった。

　その声が、自分の知る『小こ柄がらな者達』と全く違うものだったからだ。

　一ひと際きわ小こ柄がらで、こちらを『ちゃーりー』と呼び、毎日餌えさをくれる者。

　赤毛が特とく徴ちよう的な、こちらを『くっきー』と呼んで一いつ緒しよに歓かん声せいを浴びていた昔むかし馴な染じみ。

　そして、一ひと際きわ小こ柄がらな影をとりまいて『ぼっちゃん』『ぼっちゃん』と連呼していた黒い者達。

　彼らの姿すがたはどこにも無い。

　見知らぬ土地、見知らぬ風景。

　自分を取り囲む摩ま天てん楼ろうという異質な空間を怖おそれた『影』は、その巨きよ体たいを揺らしながら安あん寧ねいの地を探し求める。

　時とき折おり食しよく糧りようの匂においを嗅かぎつけるが、その傍そばにいた小こ柄がらな者達が悲鳴を上げて逃げ惑まどう。

　悲鳴は良くないものだとここ数年で学習した『影』は、仕方なくその場を立ち去り、悲鳴を避けながら街を移動し続ける。




　そして、夜が明けそうになった頃ころ──とある建物から、自分と同じような灰はい色いろの毛皮に身を包んだ『小こ柄がらな者』が、とある建物から出て行くのを見た。

　影はその灰はい色いろの姿すがたを追おうとしたが、彼の出て来た建物から好物である乾いた肉の匂においがしたので、一時的に足を止める。

　そして、『影』がゆっくりと匂においの方向に向かうと、入口の扉とびらが開け閉めされるのが見えた。




「ったく、ラッドの野や郎ろう、グラハムと一いつ緒しよに乱暴に開け閉めするもんだから、立て付けがずれちまったじゃねえか……。まあ、両開きだから、最悪片方だけ開け閉めすりゃいいか……」

　白い服を着た男の声。

　声の内容を『影』は理解していない。

　男も扉とびらを注ちゆう視ししており、『影』には気付いていないようだ。

　白い服の男が扉とびらを閉め、鍵かぎをかけようとした瞬しゆん間かん、ドスリ、と音がして、硝子ガラス越しに灰はい色いろの影が見える。

「あれ？　先生？　忘れ物ですか？」

　そう言いながらドアノブに手を掛けた男は、すぐに異常に気付く。

　灰はい色いろの影が、自分の知る『先生』と比べて異い様ように大きかったという事に。

「へ？」

　固まった瞬しゆん間かん、扉とびらは外から押し開かれ──




　巨きよ大だいな『影』を認にん識しきした瞬しゆん間かん、白服の男は悲鳴を上げる間も無く意い識しきを失う結果となった。
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　ラーズランスで行われるカジノパーティー。

　その２日目の朝は、ＮＹの奇き妙みような騒そう乱らんと共に始まった。

　つい先日謎なぞの航こう空くう機きの襲しゆう撃げきがあったばかりで浮き足立っている所に、今度は『謎なぞの怪かい物ぶつ』の目もく撃げき情報が相次いで寄せられたのである。

　カジノの会場に程近い一いつ画かくで夜中に交通事故があったらしいのだが、その直後辺りから、近辺で妙みような事が起こり始めた。

　曰いわく、朝起きて通りに出ると、妙みような獣けもの臭しゆうが立ちこめていた。

　曰いわく、泊とまる所がなく道みち端ばたで眠っていた男が、通りを疾しつ走そうする巨きよ大だいな影を見た。

　曰いわく、朝日に照らされるイースト川の中央辺りを泳ぐ、黒い塊かたまりがあった。

　曰いわく、河かわ岸ぎしに人間のものよりも遙はるかに大きな何かの足あし跡あとがつけられていた。

　曰いわく、夜の闇やみに響ひびく怪かい物ぶつの咆ほう吼こうを聞いた。




　様々な噂うわさが飛び交ったが、完全に朝日が昇のぼりきる前に続報も途と絶だえ、次し第だいに混乱も収しゆう束そくしていった。元々目もく撃げきした者が少なかった事や、不ふ況きようの厳きびしさによりそうした情報を楽しげに考こう察さつする暇ひまも無かったのである。

　あるいは、『もしも怪かい物ぶつなら、こんな世界滅め茶ちや苦く茶ちやにぶっ壊こわしてくれ』というまでに追い詰められていた者もいたかもしれないが、そうした者達もまた他人とその噂うわさ話ばなしを共有する時間的、経済的、そして精神的余よ裕ゆうを持ち合わせていなかった。




　そして、マンハッタンの街のとある場所。

　決して経済的に余よ裕ゆうはないが、心に余よ裕ゆうのある者達がいた。

「なあミリア。俺おれはちょっと凄すごい事を思いついたぞ？」

「わあ、アイザック、凄すごぉい！」

「そうか？　全部ミリアのお陰さ！」

「わあ、嬉うれしい！　アイザックありがとう！」

　会話が嚙かみ合っているように見えて話が進まないどころか始まってすらいない二人の男女。

　一見無む軌き道どうに街を歩いているように見えるそのカップル──アイザックとミリアは、現在二足の草鞋わらじを履はいている状態だった。

　彼らをよく見かける街の住人からは信じられないだろうが、フレッドという医者が経営する診しん療りよう所じよでの手伝いと、『ラーズランス』のカジノパーティーにおいてマルティージョ・ファミリーを手伝うという二足の草鞋わらじを。

　昼は表おもての仕事、夜は裏の仕事というなんとも奇き妙みような立場にいる二人だったが、ミリアはそんな状じよう況きようの複雑さを全く感じさせない無む邪じや気きな声を響ひびかせた。

「それでそれで？　アイザック、どんな凄すごい事を思いついたの？」

「ふっふっふ、聞いて驚くなよミリア。なんと、必ずギャンブルに勝てる方法、つまりは必勝法っていう奴やつを思いついたんだ！」

「凄すごい！」

　目を耀かがやかせるミリアに、アイザックは得意げに言葉を続ける。

「いいか……まずは俺おれが１ドル賭かけて負けたとするだろ？」

「必勝法なのに負けちゃうの？」

「……本当だ。必勝法なのに負けたぞミリア。これはどうなってるんだ？」

「ミステリーだね！　ホラーだね！　サスペンスだね！」

　ムムムと暫しばらく迷った後、アイザックはポンと大おお仰ぎように手を打った。

「そうか！　多分イカサマって奴やつだな！　恐らく相手は詐さ欺ぎ師しだ……」

「ひゃあ！　騙だまされちゃう！」

「大だい丈じよう夫ぶさミリア。俺おれの必勝法があれば詐さ欺ぎ師しにいくら騙だまし取られても金はわんさかだ！　エッフェル塔とうだって買い戻せるし金きん庫この中には保険金がいっぱいさ！」

「凄すごぉい！　ヴィクトール・ルースティヒだね！　テレーズ・ドリニャックだね！」

　エッフェル塔とうを騙だまし売った男や保険会社を立ち上げて壮そう大だいな詐さ欺ぎを行った女性といった詐さ欺ぎ師し達の名をあげるミリアに、アイザックは何な故ぜか照れながら必勝法についての語りを再開した。

「まあ、とにかくだ。１ドル無くしたら、次は２ドル。それも無くしたら、次は４ドル賭かけるんだ。それを１０回も続ければ、一回は勝てるだろ？　そして１００回繰り返したら賭かけ金きんはどうなる？」

「ええと……１、２、４、８、１６、３２、６４、１２８、２５６、５１２、１０２４、２０４８、４０９６……どうしようアイザック、今何回目だか解わからなくなっちゃったよ？」

「安心しろミリア！　俺おれもだ！　まあとにかく、いつかは勝てるんだ！　１０２４ドルで勝ったら、それまでなくした分と比べてどのぐらい儲もうかるか、数えるのが怖こわいぜ……！」

「わあい！　アイザック、お金持ちぃ！」

　根こん拠きよもなく喜ぶ二人。

　ところが、それに水を差す男が今日きようは二人の後ろに居た。




「それ、勝ったら２倍貰もらえるオッズだとしたら儲もうけはどこまでいっても１ドルだけだぞ」

「ええッ!?」

　アイザック達が振り返ると、そこには呆あきれた顔をしたフィーロ・プロシェンツォの姿すがたが。

　フィーロはアイザック達が謎なぞの暴ぼう漢かん達に襲おそわれたという噂うわさを聞きつけ、偶ぐう然ぜんを装よそおって彼らに合流し、何もないように行動を共にしていたのだ。

　このカップルだけではなく、エニスが攫さらわれて以い降こう、マルティージョ・ファミリーでは組そ織しきの関係者、特にフィーロの交友関係を中心として護ご衛えいが付けられている。

　特にアイザック達は一度襲おそわれている上に、二人の動きが全く読めない為ためにフィーロが直接護ご衛えいしているのだ。

　本来なら一いつ刻こくも早くエニスを探してかけずり回りたい身の上だったが、アイザック達も大切な友人である事には変わり無く、下へ手たにエニスを探す為ために動けばメルヴィ・ドルメンテルの思う壺つぼだと判はん断だんし、こうしてカジノパーティーまでの間は直接護ご衛えいを続けている。

「そもそも、十回目ぐらいにゃもう１０２４ドルだの４０９６ドルだの賭かけなきゃいけないってよ、そんな大たい金きん持ってるのか？」

　アイザックの言葉は完全に間違いというわけではない。マーチンゲール法と呼ばれる、賭かけごとが世に生まれたのと同じぐらいに既すでに発生していた『必勝法』の一つだ。

　しかしながら欠点も多く、倍額を賭かけていくのを続けた所で、勝っても儲もうけは最初に賭かけた少額分であること。オッズ変動がある賭かけ事ごとでは使えない事。財さい布ふの中身の限界まで続けて仮に負けた場合、それ以上賭かける事ができずにとんでもない大損になること。そもそもテーブルごとにベット額の上限が決められているカジノなどでは最初から使えない方法だ。

　おあつらえ向きの条件と無限に賭かけ続けられる資産があって初めて成り立つ必勝法な上、実み入いりが大きいわけでもない為ため、必勝法というよりは『金持ちが資産の少ない相手にプレッシャーをかける為ため』に倍々で賭かけ金きんを増やして行く心しん理り戦としてのケースの方が多いだろう。

　そして、アイザックとミリアに心しん理り戦など無む理りだというのはフィーロが良く解わかっていたので、情なさけ容よう赦しやなく彼らの会話を打ち切ろうとしたのだが──

「そこはほら、働いて稼かせげばなんとかなるさ！」

「働いて４０００ドルも用意できるなら、最初から地じ道みちに暮らした方がいいぞ？　そもそも、それで勝っても儲もうけは１ドルだぜ？」

「つまり、１０００回続ければ１０００ドルの大おお儲もうけってことだな！」

「１０００マイルの旅も１インチからだね！　ローマは一日にしてならずだね！」

　完全に前向きに語る二人を前に、呆あきれながら肩を竦すくめるフィーロ。

「そりゃ凄すごい。せいぜい立りつ派ぱなローマを作ってくれ」

　──まったく、俺おれのカジノの客がこんな大おお雑ざつ把ぱな性格の金持ちだらけなら楽なんだがな。

　フィーロは襲しゆう撃げきにあったばかりだというのにいつもと変わらぬアイザック達を微笑ほほえましく思いつつも、心しん中ちゆうでは周囲への警けい戒かいを続けている。

　一日目は、メルヴィ・ドルメンテルもルノラータ・ファミリーも特に過か剰じような接せつ触しよくはしてこなかった。

　大勝負は３日目だとメルヴィは告げてきたが、決して油ゆ断だんはできない。

　──あの男の言葉を、何一つ信用するな。

　──勝ったらエニスを解放するなどという言葉は、最も信用してはならない。

　フィーロは心しん中ちゆうに熱い炎ほのおを滾たぎらせながら、周囲に更さらなる警けい戒かいの目を向けた。




　しかしながら、それは憎にくしみの黒い炎ほのおではない。

　マルティージョ・ファミリーという燭しよく台だいに支えられ、煌こう々こうたる輝かがやきで自らの歩む道を照らし出していた。

　エニスを救い、幹かん部ぶとしてファミリーの盾たてとなり刃やいばとなる。

　遙はるか先がどうなっているのかはまだ解わからないが、まず最初に歩むべき道がハッキリしているからこそ、今のフィーロはアイザック達の会話にも普ふ段だん通りに応対する事ができた。

　その余よ裕ゆうが大勝負に対してどう動くかは、まだ誰だれにも解わからない。




　しかしながら、その冷静さが、この直後に運うん命めいを一つ変える結果となった。





⇔






フレッドの診しん療りよう所じよ




「じゃあ、俺おれは自分の仕事場に向か……」

　アイザック達を無ぶ事じに診しん療りよう所じよの前に送り届けた事で、フィーロはふと、違い和わ感かんを覚える。

「……なあ、アイザック」

「どうした？　フィーロ」

「どうしたの？」

　首を傾かしげるアイザック達は、診しん療りよう所じよの違い和わ感かんに全く気付いていないようだ。

　フィーロは勘かん違ちがいかと思いつつも、眉まゆを顰ひそめつつ問い掛ける。

「お前らの診しん療りよう所じよってよ。普ふ段だんは誰だれが鍵かぎを管理してるんだ？」

「先生の助手のフーさんだぜ？　フレッド先生は朝から色んな病院を診みて回ってるからな。来るのは10時を過ぎてからだから、その間は住み込みのフーさんが入院してる人達の世せ話わをしてるってわけさ。今は入院患かん者じやはいないけどな」

「健けん康こう第一だね！　煮しや沸ふつ消しよう毒どくだね！」

　この診しん療りよう所じよの主あるじであるフレッドは、外見こそ灰はい色いろづくめで怪あやしいものの、腕うで前まえは確かなようで、各病院からよく手しゆ術じゆつなどの支し援えんを求められているらしい。モルサ・マルティージョからもそう聞いた事があるので、フィーロも直接的な交流こそあまり多くはないものの、その医者の事は信しん頼らいしていた。

　だからこそ、診しん療りようの始まる10時までは別の病院を回る事が多いそうなのだが──

　診しん療りよう時間前である扉とびらが、僅わずかに開きっぱなしになっている事が妙みように気に掛かる。

「なあ、ドアが半分開いてるけどよ、換かん気きでもしてるのか？」

「あれ？　そういや珍めずらしいな。フーさん割と細かいこと気にするタイプだから、ドアを開けっ放しにしてたら怒られるのに」

「ああ、でも、喧けん嘩かがあってから、立て付けが悪くなったって言ってたよ？」

「……そうか」

　何か外に物を運ぶ作業をしていて、それで半分開けてあるだけなのかもしれない。

　しかし、やはり妙みような違い和わ感かんが喉のどの奥にこびりついている。

　仮に何かトラブルが起きているとしたら、メルヴィの手の者が再び襲しゆう撃げきにやってきて、アイザック達を待ち伏せでもしているのだろうか？

　──いや……。だとすれば、わざわざドアを開けっ放しにする意味がない。

　あるいは、単に救きゆう護ご施し設せつに送る配はい給きゆう品目当ての強ごう盗とうか何かだろうか？

　──違う。

　それも、フィーロの勘かんが否定する。

　否定したのは、鼻の奥を擽くすぐる一つの臭におい。

　獣けもの臭しゆう。

　ＮＹ市内の一部の警官が乗っている馬の横を通った時に感じる臭においだが、僅わずかに違う。

　どちらかというと、肉ばかり食べている犬の臭においに近いだろうか。

　フィーロはアイザック達の横を通り、自らが先に診しん療りよう所じよの門をくぐった。

「どうしたんだよ、フィーロ？」

「どこか悪いの？　先生はまだ来ないよ？」

「ああ、ちょっと心配性しようでな」

　心配したように尋たずねてくるアイザック達にそう返し、フィーロはそのまま歩ほを進め、ゆっくりと扉とびらの奥を覗のぞき込む。

　するとそこには、男が一人倒れている姿すがたが目に映った。

「……！」

　フィーロは警けい戒かいしながら中に踏み込むと、受付前に倒れていた男に駆かけ寄って脈みやくを取る。

　どうやら意い識しきを失っているだけのようで、呼吸も脈みやくも正常なようだ。

　安あん堵どの息を吐いた所で、アイザック達が中に入ってくる。

「ああッ？　フーさんが死んでる!?」

「大だい丈じよう夫ぶだ、息はある」

「なんだ良かった……寝てるのかな？」

「最近急がしかったから？」

「荷物運びが辛つらかったのかもなあ」

　気き絶ぜつではなく寝ているだけと判はん断だんしたのか、安あん堵どしつつも首を傾かしげるアイザックとミリア。

　そんな彼らにフィーロが尋たずねた。

「労働者の宿しゆく場ばへの支し援えんってのは、そんな激務なのか？」

「どうだろう。大変な仕事なのかな？　ミリアは大変か？」

「アイザックと一いつ緒しよなら楽しいから大変じゃないよ！」

「おう、俺おれもミリアと一いつ緒しよなら大変じゃないぜ！」

「わあ、アイザック、ありがとう！」

　子供のようにキャッキャとはしゃぐ二人を余よ所そに、とりあえずフーと呼ばれていたこの青年を起こそうかと考え、しゃがみ込むフィーロ。

　すると、そこでフィーロは気付いた。

　彼の頰ほおや襟えり元もとが濡ぬれている事に。

　そして、彼の服の上に、灰はい色いろと茶色の中間色といった感じの毛がいくつも鏤ちりばめられていたという事にも。




「それにしても、フーさんよっぽど疲れてたんだなあ。床の上で寝るなんて」

「眠り姫ひめだね！　３年ネタロウだね！」

　有名な童どう話わやヤグルマから聞いた民話の名を出すミリアだが、ふと、診しん療りよう所じよ内の隅すみに積み上げられている毛布の山に気が付いた。

「ねえねえアイザック。あの毛布、今日きよう運ぶ分かなあ？」

「え？　ああ、あんなにあるのか!?」

　アイザックが目を向けると、そこにはグシャグシャのまま積み上げられ、アイザック達の身長よりも巨きよ大だいとなった毛布の塊かたまりがある。

「まるで小さな山だな……そりゃこんなに用意してたんじゃ、フーさんも疲れるわけだぜ」

　そのまま毛布の山にもたれ掛かって、もふもふと感かん触しよくを楽しむアイザック。

「ああッ！　アイザック、楽しそう！　私もやるー！」

　そのままミリアも背中を預け、毛布の山でぽよぽよと背中をはねさせた。

　足踏みのように交互に身体からだを揺らすアイザックとミリアを見て、フィーロは溜ため息いきを吐つきながら二人に声をかける。

「おいおい、慈じ善ぜん事業に使う毛布で遊んでないで、この兄にいちゃんをベッドに運ぶのを手伝……」

　そこで、言葉が止まる。

　──なんか……。

　二人の動きに合わせ、毛布の山もリズミカルに揺れていた。

　言葉で言ってしまえば、不自然な事はないのだが──

　──なんか、揺れすぎじゃねえか？

　明らかに二人の動きへの反動を超えた大きさで、毛布の山がゆっくりと蠢うごめいている。

　同時に、毛布が次々と剝はがれ落おち、中から灰はい色いろと茶色の中間色といった巨きよ大だいな毛布がその姿すがたを覗のぞかせた。

　──いや……。

　──毛……布？

　胸むな騒さわぎを覚えたフィーロの疑念に応こたえるかのように、次の瞬しゆん間かん、毛布の山が一ひと際きわ大きく揺れ動き、アイザックとミリアを前方に弾はじき飛ばす。

「うおあぁ!?」

「ひゃあッ!?」

　勢いで床に転がったアイザック達は、何事かと毛布の方に目を向ける。

　するとそこには、毛の塊かたまりがあった。

　毛布と違うのは、その奥に大量の脂し肪ぼうと筋きん肉にくを内包していた事。

　そして、手足と顔を持ち合わせていたという事だろう。

　目を丸くするフィーロやアイザック達たちを見て、円つぶらな瞳ひとみを輝かがやかせた巨きよ大だいな『それ』は、勢い良く立ち上がり、軽く３メートル以上ある天てん井じように頭を擦こすらせながら一声鳴いた。

「グオァ？」

　体長３メートルを超える灰はい色いろ熊ぐまの小さな唸うなり声は、アイザックとミリア──

　そして、丁ちよう度ど目を醒さましたフーの絶ぜつ叫きようによってあっさりと搔かき消される結果となった。




　こうして、カジノパーティー２日目の朝は始まった。

　街のすべてを見み据すえるかのような存在感を放つ、メルヴィ・ドルメンテルやヒューイ・ラフォレット。

　彼らの想そう像ぞうすら軽く超える、無む邪じや気きな獣けものとカモッリスタの出会いを皮切りとして。





⇔






ラーズランス　最上階




　総合商業ビル、『ラーズランス』の上層部は、富ふ裕ゆう層そうに向けたホテルにもなっている。

　中でもちょっとしたパーティー会場ほどの広さがあるグランドスイートルームは、単に金があるというだけではなく、選ばれた者だけが泊とまれるシステムとなっていた。

　そんな部屋に最初に泊とまる事となった『選ばれた者』──まだ幼いと言っていい年とし頃ごろの少年、カルツェリオ・ルノラータは、不安に満ちた視線を窓の外に向けて呟つぶやく。

「チャーリー、大だい丈じよう夫ぶかな……お腹なか空すかせてないかなあ」

　すると、それに答える二つの声がカルツェリオの背後から響ひびく。

「御ご安心下さい、カルツェリオ坊ぼつちゃん。チャーリーは無ぶ事じですよ。ただ、知らない街なので驚いて迷まい子ごになっているだけです」

「そうそう、警察にも『穏おん便びんに』って伝えてあるから、怪け我がさせられる事はありませんよ」

「警察には、ですよね」

　カルツェリオ──通つう称しようカッツェは、見た目も無む邪じや気きさも普ふ通つうの子供並みではあるが、頭の回転の速さは同年代の子供達よりも高かった。

　そして、巨きよ大だいなグリズリーであるチャーリーを気軽に飼うという、頭のネジが外れた部分が僅わずかに見受けられる。

「もしも他のマフィアの人達と喧けん嘩かしたら、撃うたれたり斬きられたりするんじゃ……。もしかしたら、死んじゃうんじゃ……」

　そうなる前に、マフィアは更さらに甚じん大だいな被ひ害がいを受ける事になるだろう。カッツェの背後にいた双ふた子ごの護ご衛えい──ガブリエルとジュリアーノはそう考えたが、それは口に出さず、ただ、主人であるバルトロ・ルノラータの孫まごを安あん堵どさせる言葉を口にした。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私達も探しに行きますから。ねえ私」

「ああ、そうだな俺おれ。もしもチャーリーを傷つけようとする奴やつがいたら、俺おれ達たちが全力で止めてやるともさ」

　息の根を、とまでは口にしなかった。

　カッツェは無む邪じや気きでネジが外れてはいるが、決して残ざん虐ぎやくを好む性質ではない。

　あくまで『今の所は』であり、彼の天てん衣い無む縫ほうな性質はこの先の環かん境きよう次し第だいで如い何か様ようにも染まるだろうと双ふた子ごは認にん識しきしていた。

　だが、その色を染めるのが自分達であってはならない。

　そんな拘こだわりを持つ二人は必要以上にカルツェリオと会話する事はなく、淡たん々たんと自分達の仕事をするためにカッツェの部屋を後にした。

　廊ろう下かに並ぶ十数名の屈くつ強きような男達を見て、双ふた子ごも気を引き締しめ直す。

「来ると思いますか？　私」

　物々しい警備を見て、ガブリエルが横に立つ兄弟に問う。

「どうだろうな。来るとしたら誰だれだ？　俺おれ」

　カルツェリオは形だけはこのカジノパーティーの主しゆ賓ひんではあるが、直接的な権力を持っているわけではなかった。

　しかしながら、バルトロの実の孫まごであるという立場や、同世代の血けつ縁えん者しやが少ないという事。更さらには、ファミリー内の人間達に比ひ較かく的てき好かれているという些さ細さいな事こと柄がらまで含め、『人ひと質じち』としての価か値ちは十二分にあるだろう。

　だが、どの組そ織しきが狙ねらうかという可能性については、心当たりが多すぎて絞しぼりきれない状態だ。

　ライバルであるマフィア組そ織しきはもちろんの事、今回はマルティージョ・ファミリーという奇き妙みようなカモッラも関わってきている。ナポリにある本場のカモッラとの繫つながりは無いようだが、決して侮あなどれない組そ織しきだという話であり、もしも本当にただの弱小組そ織しきだとしても、当然ながら護ご衛えいに関わる人間で手を抜ぬくような者はいない。

　更さらに、代打ちとして雇やとっているメルヴィ・ドルメンテル。この男は名目上はヒューイ・ラフォレットの組そ織しきから送り込まれた『協力者』との事だが、そもそもルノラータ・ファミリーはヒューイと手を組んでいるものの、完全に背中を預ける程に信頼しているわけではなかった。

　更さらに言うならば、双ふた子ごをはじめとする勘かんの鋭い者達は、メルヴィという男がヒューイに対して強い忠ちゆう誠せいを誓ちかっているわけでもないと勘かんづいている。

　どちらかといえば、彼の家名であるドルメンテル家との繫つながりの方を重視すべきだろう。そうなれば、ルノラータと正式に協定を結んでいるわけではないドルメンテル家がカルツェリオを利用しようする可能性は充分にあった。

　周りを見れば敵だらけだ。

　だが、それを憂うれう暇ひまはない。

　本気で憂うれう理由もない。

　自分達はルノラータ・ファミリーだ。

　例え世界のすべてを敵に回しても、常に先に喉のど笛ぶえを嚙かみ破る側であれ。そして、自分こそが最初に敵の頸けい動どう脈みやくを断つ鋭き牙きばであれ。

　そんな狂きよう気きと仲間意い識しきに満ちた忠ちゆう犬けん達の集まり、それがルノラータ・ファミリーの護ご衛えい部ぶ隊たいである。

　ガブリエル＆ジュリアーノの双ふた子ごに限らず、所しよ属ぞくする者は皆同じ気き概がいに満ちていた。

　そして、そんな狂った忠ちゆう犬けん達を無む邪じや気きに従えるカルツェリオ・ルノラータ。

　彼の真の才さい気きが発はつ揮きされるのはまだまだ先の事だが──周りにいる者達は、少年の器うつわの成長に関わらず、その未み熟じゆくさを補う形で強固な要よう塞さいを造り上げていたのである。




　そして、ルノラータの強さを本当の意味で知る者達は、逆の事も理解している。

　彼らに挑いどむ者は、それを知った上で尚なおも眼前に立つイカれた猛も者さ達だと。

　喉のど笛ぶえを切り裂さかれた瞬しゆん間かんに、相手の頸けい椎ついをへし折らんと手ぐすねを引く強つわ者もの達なのだと。
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同日　朝　リトルイタリー




　ガンドール・ファミリーの拠きよ点てんであるジャズホール『coraggioso』。

　その地下の中に、ラッド・ルッソの声が響ひびき渡る。

「で？　夕べは退たい屈くつで仕方なかったんだけどよ。いつになったらドンパチが始まるんだ？」

　皮肉ではなく、純じゆん粋すいに揉もめ事ごとが起こらなかった事を残念がっている顔だった。

　一時的にガンドールの用よう心じん棒ぼうとして雇やとわれているラッドだが、彼は初日からトンプソン式機き関かん銃じゆうの弾だん丸がんが飛び交う所を想そう像ぞうしていた為ために、これといった事件が起こらなかった事が不満で仕方ないらしい。

　彼の性格を僅わずか数日で摑つかんだガンドール三兄弟の末まつ弟てい──ラック・ガンドールは、そんな客きやく分ぶんの男に対して淡たん々たんとした調子で答えた。

「まだどの組そ織しきも見み極きわめている最中なのでしょうね。誰だれが敵で、誰だれが味み方かたとなりうるか。そもそも、ルノラータが主しゆ催さいではありますが、それとは無む縁えんの組そ織しき同士の確かく執しつもありますからね」

「まあ、そりゃそうだわな。協定は結んでるんだろうが、仲良しこよしってわけじゃあねえだろうよ」

「しかし、迂う闊かつに揉もめ事ごとを起こして、トラブルの種たね……早い話がトラブルを起こしてでも欲しがる利り権けんがあるとルノラータのような巨きよ大だい組そ織しきに勘かんづかれる事は避けたい。そう考えたからこそ、彼らは初日は様よう子す見みに徹てつしたという感じでしょうか」

「敵か味み方かたか見分ける簡単な方法があるぜ？　とりあえずルノラータの関係者をぶん殴なぐって、庇かばってくれる奴やつが味み方かたで銃じゆうを向けてきた奴やつが敵だ」

　冗じよう談だんめいた口く調ちようで言うが、彼はその突とつ拍ぴよう子しもない事を『やれ』と言えば確実に、そして一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわずにやってのけるだろう。

　その癖くせ、周りが死し屍し累るい々るいとなる中で彼一人が笑って生き残りそうな雰ふん囲い気きすらあるのだが、どの道ラックにそれを命令するつもりはない。どちらかと言えば、絶対にやるなと命令しなければならない立場だ。

　もっとも、場合によってルノラータ・ファミリーに銃じゆう口こうを向ける覚かく悟ごはとうにできているのだが。

「今回、いくつかの組そ織しきが我々に同どう盟めいを持ちかけてきました。ルノラータへの牽けん制せいとして我々を捨て駒ごまにしようという連れん中ちゆうや、マルティージョを潰つぶしてその縄なわ張ばりをガンドールが仕切るべきだという甘かん言げんを流してくる連れん中ちゆうまで内容は様々でしたが」

「へー、それで、どこと組む事にしたの？　アミーゴ」

　ラッドと同じように『早く揉もめ事ごとが起こって欲しい』と考えている日に本ほん刀とう使いの用よう心じん棒ぼう──マリア・バルセリートは、ワクワクしながら問い掛けた。

　だが、ラックはそんな彼女に冷や水を浴びせるように、冷めた目をして首をふった。

「すべてお断りしましたよ。彼らと手を組む、あるいは手を借りるという事は、その結果摑つかむものがそのまま弱みになるという事ですからね。ビジネスとしてなら考えますが、このような不安定な勢力争いの場で受けるつもりありません」

「はッ。俺おれを雇やとった割に慎しん重ちようなこった」

　肩を竦すくめるラッドだが、ラックに対してはある程度の評ひよう価かしているらしく、特に反論する事もなく大人おとなしく引き下がる。

「だが、あのメルヴィって野や郎ろうも赤毛野や郎ろうも面つらぁ見せなかったな」

「パーティーの最中に見かけてもこちらから殴なぐり掛かるのは止やめて下さいよ？」

　こちらから、という部分をラックは敢あえて強調した。

　つまりは、向こうから手を出せば反はん撃げきは問題ないという事に他ならない。

「へッ……何をされても堪たえろとか言われなくて安心したぜ」

「そこまで慎しん重ちようになるなら、最初から貴方あなたがたは雇やといませんよ。そもそもルノラータとは過去に一度揉もめています。あのメルヴィという男の貫かん目めはどうあれ、組そ織しき内での立場がグスターヴォより上という事はないでしょうからね」

「ん？　グスターヴォ？」

　ラッドが眉まゆを顰ひそめるのを見て、ラックが補ほ足そくの言葉を付け足した。

「おっと、失しつ礼れいしました。グスターヴォというのは、以前うちと揉もめたルノラータの幹かん部ぶでしてね。今はまだ刑けい務む所しよの中の筈はずですが」

「グスターヴォ……。グスターヴォねえ」

　ラッドはどこかで聞いた覚えがある名だと暫しばし考えるが、結局思い出せなかったので『まあ、会ってたとしても大した奴やつじゃないだろう』と気にしない事にする。

　実際、グスターヴォはラッドが最初に入っていた刑けい務む所しよで牢ろう名な主ぬしを気取っており、最終的にラッドに『もののついで』とばかりに殴なぐり飛ばされたというだけの関係なので、忘れていても何も問題ない事だったのだが。

「まあ、そのグスだかグズだか言う奴やつはともかく、あんたらがルノラータにも喧けん嘩かを売れる奴やつらだって解わかった時点で嬉うれしいぜ」

　ニヤリと笑いながら、ラッドは自らの義ぎ手しゆを軽く擦さすった。

　──俺おれは絶対に死なない。

　よりにもよって自分の前でそう言い切った赤毛の怪かい物ぶつに対し、その義ぎ手しゆを叩たたき込む瞬しゆん間かんを想そう像ぞうしながら、彼はポーカーで大勝ちした瞬しゆん間かんを夢む想そうする若者のように希望に満ちた笑えみを浮かべ続ける。




　だが、そんな想おもいを掲かかげるのはラッドだけではなかった。

　マリアをはじめとするガンドールに雇やとわれた殺し屋達は、何かと赤毛の男──クレア・スタンフィールド、あるいはフェリックス・ウォーケンと名乗る殺し屋と因いん縁ねんがある者が多い。

『葡萄酒ヴイーノ』と呼ばれた伝でん説せつ的殺し屋の上に立つという歪ゆがんだ欲望を抱かかえたまま、彼らは自分の命すらチップとして鉄てつ火か場ばに立とうとしていた。

　それを理解しながら、当のクレアの幼おさな馴な染じみであり兄弟同然と考えているラックは想おもう。

　──クレアが彼らに負けるとは思えない。だが、絶対という言葉はありえない。

　──どれだけ分ぶの悪い賭かけだろうと、賭かけは賭かけだ。

　──ならば、この馬ば鹿かげた争いの胴どう元もとは誰だれだ？

　多人数での賭かけごとは、総じて胴どう元もとがいて成り立つ場合が多い。

　そして、胴どう元もとは確実に利り益えきを得る。

　利り益えきを得るからこそ胴どう元もとは胴どう元もとたり得る、

　無む償しようですべてを取り仕切る胴どう元もとの作る賭と場ばなどありえないし、あってはならない。利り益えきを受け取るからこそ、それが保ほ証しようとなり、賭かけに真の公平性が生まれるのだ。

　少なくともラックはそう考えていた。

　もっとも、肝かん心じんのクレアには、

　──「そうか？　中には完全に無む償しようで胴どう元もとやる奴やつもいると思うぞ？　例えば、他人の運うん命めいを天てん秤びんに掛ける事こそが自分の生まれて来た使し命めいだと思い込んでる奴やつとか、単に人が賭かけごとやってるのを間ま近ぢかで見るのが好きな奴やつとか。ああ、まあ精神的に満たされるってのも代だい償しようっていや代だい償しようだけどな」

　などと言われた事があるのだが。

　──人からハッキリ見える形の代だい償しようでなければ、結局場の信頼には値あたいしないと思うが……。

　──まあ、クレアの言う事も一理あるか。

　どの道、クレアと殺し屋達の命を賭かけた殺し合いギヤンブルも、最終的に得をする胴どう元もと的な存在が現れる可能性はある。

　その胴どう元もとの背中に回り込んで、玉ぎよく座ざを蹴け倒たおし奪うばい取るのが自分の仕事だ。




　ラックはそう考え、静かに呼吸を整える。

　静かな朝だ。

　少なくとも自分の周りでは目立ったトラブルは感じられない。

　しかし、ここまでお膳ぜん立だてが揃そろって何も起こっていないわけがないのだ。

　背後に立つ兄達にチラリと目を向け、ラックは気を引き締しめる。

　どのような事が起こっても、最後は兄弟の力で、ファミリーの力で切り抜けねばならない。

　だからこそ、自分達が思い至らぬ可能性すらも警けい戒かいし続ける必要がある。

　ラックはトラブルの塊かたまりのような殺し屋達を見渡しながら、彼らが巻き込まれるあらゆる揉もめ事ごとを想そう定ていし、それでも決して足りる事はないだろうと覚かく悟ごした。

　街の何ど処こかでは、自分の想そう像ぞうを絶する何かが起きているに違いないと。





⇔






　そして、実際に想そう定てい外がいの事じ態たいは起きていた。

　ラックと直接関わるわけではなく、幼おさな馴な染じみであるフィーロの元で。




「お、おい、何してんだ？　アイザック？　ミリア？」




　診しん療りよう所じよの中で起こった、通常はあるはずのない奇き妙みような出会い。

　突とつ然ぜん目の前に現れた灰はい色いろ熊ぐまに、流石さすがにフィーロも度ど肝ぎもを抜かれたが、怯おびえたり悲鳴を上げたりする事はしなかった。

　──まあ、最悪俺おれもアイザック達も不死者だから、熊くまに襲おそわれても死ぬ事はないが……。

　──この兄にいちゃんだけは、どこかに隠かくさないと……。

　倒たおれたフーを担かつぎ上げて逃げようとしているフィーロの前で、アイザックとミリアは両手を組んで床に寝そべっている。

　そんな二人を見て、熊くまは四し足そく歩行の体勢に戻って首を傾かしげ、鼻をスンスンと鳴らしている。

「何ってフィーロ、死んだふりだよ！　死んだふり！」

「ヤグルマさんが言ってたの。熊くまに遭あったら死んだふりをするか、逆に巣すの中に潜もぐるか、喉のどの奥に手を突っ込んで窒ちつ息そくさせろって！」

　死体のふりをしながら、大声でフィーロに説明するアイザックとミリア。




　熊くまに対して死んだふりをする。

　それは後に迷めい信しんだと言われるようになる対たい処しよ法だが、広まったのにはそれなりの理由がある。

　様々な国で熊くまに襲おそわれた際、助かった者達がたまたま寝ていた者や、一いつ切さい動いていなかった者だったケースが散見されたからだ。

　しかし、それは熊くまが既すでに最初の獲え物ものを仕し留とめていて興きよう味みが移らなかった事や、動かない事で既すでに獲え物ものを仕し留とめていた熊くまが『敵ではない』とたまたま判はん断だんして襲おそわなかったに過ぎず、実際に有用なのは下へ手たな刺し激げきをしないという点であり、結局最後は単なる運などとも言われている。




　そして、そんな事情すら知らないアイザック達は、熊くまに新たな刺し激げきを与え続けた。

「ええと、ミリア？　これ以上死んだふりってどうすればいいんだ？　どう動けば良い!?」

「死体なのに動くの？　それじゃまるで吸きゆう血けつ鬼きだよアイザック」

「それだ！　俺おれ達たちは吸きゆう血けつ鬼きだ！　動く死体になれば解わかりやすい！」

「ブラム・ストーカーだね！　シェリダン・レ・ファニュだね！」

　何な故ぜか吸きゆう血けつ鬼き小説を書いた作家達の名を上げながら、ミリアはゆらりと立ち上がり、毛布をマントのように羽は織おってゆっくりと相手の様よう子すを窺うかがった。

「で、でもアイザック、吸きゆう血けつ鬼きのふりってどうすればいいのかな？」

「とりあえず蝙蝠こうもりに変身するとか……血を吸うとか……」

　同じように毛布を羽は織おって立ち上がりつつ、おそるおそるその毛布を蝙蝠こうもりの羽のように上下に揺らすアイザック。

　それを見た熊くまは、動きを止めて様よう子すを探るように更に鼻を鳴らした。




「いいから、熊くまを刺し激げきするなお前ら！」

　フィーロは再度気き絶ぜつしたフーを隣となりの部屋に叩たたき込んで扉とびらを閉めると、そのままナイフを取り出して自分が囮おとりとなるべく大声をあげる。

「ほら！　こっちだ！　お前の餌えさはこっちにあるぞ熊くま！」

　──とはいえ、この後どうする？

　──外に出したんじゃ街が大おお騒さわぎだ。

　──かといって、こんなナイフで仕し留とめられるわけがねえし……。

　──アイザック達に警察を呼んで貰もらうしか……。

　──ああくそ、胃いの中で再生したら不死者ってどうなるんだ？

　とりあえず自分が熊くまの腹に収まる事を覚かく悟ごしつつ、更さらに大声を上げてこちらに気を引こうとしたのだが──

「あ……？」

　見ると、熊くまはアイザックとミリアの足をすくい上げ、そのまま自分の背中に放り投げた。

「うおッ!?」

「ひゃああッ!?」

　そのままポスリと背に乗せられたアイザックとミリアだが、バランスが取れずに床まで転がり落ちてしまう。

　灰はい色いろ熊ぐまは首を傾かしげた後、アイザック達に背を向け、身体からだの関かん節せつがゆるす限り身を低くした。

　まるで、背中に乗れと言っているかのように。




「こりゃ、どっかで飼われてた熊くまか……？」

　数分後。

　熊くまの背に乗ってキャッキャとはしゃぐアイザックとミリアを見て、フィーロは安あん堵どすると同時に大きな息を吐き出した。

　部屋の片かた隅すみでは配はい給きゆうに使う食材が毛布の横に置かれており、その中で干し肉などの箱が一部開けられ中が荒らされているようだった。

「どっかから逃げてきたのか……？　それで、大量にあった干し肉の匂においに釣つられてって事か」

　しかし、どこから逃げて来たのか全く見当がつかない。

　サーカスだろうか？

　そういえば、ラーズランスのビルの前の広場にそれらしきテントが設営されていた気がする。

「しかし、どうしたもんかな……警察か？　警察に電話するしかねえのか？」

　人食い熊ぐまではなく人に懐なついた熊くまというのは幸いだったが、それでも危険な存在である事には変わりがない。

「サーカスだとすれば……いや、あいつは今は駄だ目めだな」

　元サーカス団員の赤毛の男が思い浮かぶが、彼とは現在立場上敵同士だ。

　そもそも、サーカス団員だからといって猛もう獣じゆう使いではないのだ。呼んだところで何もできないかもしれない。

　フィーロが今後の動きについて悩なやんでいる一方、アイザックとミリアは無む邪じや気きな様よう子すで熊くまの背に跨またがってはしゃいでいる。

「凄すごいぞミリア！　俺おれ達たち今、熊くまを乗りこなしてるぜ！」

「やったあ！　アイザック、かっこいい！」

「聞いた事があるぜ……アシガラマウンテンって所じゃ、熊くまに乗れるかどうかで出しゆつ世せできるかどうか決まるらしい。偉えらくなったら殿との様さまだからスモーも取り放ほう題だい、熊くまで稽けい古こしてヨコヅナにもなれるって話だ！」

「現あら人ひと神がみだね！　サンダーボルトだね！」

　──またヤグルマさんか？

　二人の言っている内容は全く分からなかったが、ヨコヅナだのなんだのという単たん語ごが聞こえるので、フィーロの上じよう司しである東とう洋よう人のヤグルマがアイザック達に面白がって教えた知ち識しきだろうという事は理解できた。

　──アイザック達は絶対色々と勘かん違ちがいして覚えてると思うんだが……ヤグルマさん、それも含めて楽しんでるよな多分……。
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　意い外がいと子供じみた事がある老人の事を思い出しながら苦く笑しようするフィーロの視線の先で、アイザック達は尚なおも会話を続けている。

「ええと、なんか金きん太た郎ろうの歌があったよな。『ハイ＆ロー　ロー　ハイ　ロー　ロー』……だっけか」

「ハイロウギャンブルだね！」

「つまり、今日きよう俺おれ達たちはギャンブルに勝てるって事だな！」

「わあい！　熊くまさんのお陰だね！」

　先ほどまで悲鳴を上げていたのに、人懐なつっこいと解わかった瞬しゆん間かんにコロリと恐きよう怖ふ心を消し去るアイザックとミリア。

　──ありゃあ、あの二人の一種の才能だな……。

　──考えてみりゃ、カモッラの俺おれ達たちとも最初から馴な染じんでたしな……。

　気のせいか、キャッキャとはしゃぐアイザック達の声を聞いて、熊くまも何な故ぜか上じよう機き嫌げんなように感じられた。

　──とはいえ、色々とラッキーだったな。

　自分やアイザック達が不死者だからこそ落ち着いているだけで、熊くまが嬉うれしそうだろうがなんだろうが一般人が来たら大パニックであろうと考えつつ、フィーロは熊くまとの遭そう遇ぐうというアクシデントを運良く乗り越えられた事に感謝した。

　──ああ、東とう洋ようじゃ何て言うんだったかな。ヤグルマさんがよく言ってたな。

　少し考えた後に思い出し、苦く笑しようしながらその単たん語ごを口にした。




「とりあえず……ゲンカツギって奴やつにはなったのかもな」













二十五章　小悪党に用は無い







同日　午前　ミリオネア・ロウ




「なるほど、話は分かった。……出ていきな」

　テーブルに座るネイダー・シャズクールに浴びせられたのは、パメラと名乗った女からの情け容よう赦しやない一言だった。




「いやいや、お姉ねえさん？　ここはお姉ねえさんの家ってわけじゃないんだけどぉ？」

　横から口を挟んだのは、顔に線上の傷きず痕あとを残す子供──レイルだ。

　その背後では、ネイダーとパメラの様よう子すを窺うかがうように別の子供──チェスワフ・メイエルがが目を光らせている。

　彼らが今いるのは、ジャグジー達が根ね城じろとしているジェノアード家の別べつ荘そうだ。

　ジャグジーをはじめとする不ふ良りよう達はまだ寝ており、レイルは半分倉そう庫ことなっている地下室にチェスとネイダー、そしてパメラを連れ込んだのだ。




　事は昨日きのうの夜に遡さかのぼる。

　パメラがカジノパーティーで怪あやしげな動きをしていた事を察したネイダーが、彼女をなんとか味み方かたに引き込めないかと接せつ触しよくしたのだが、そこをリーザとシャーネに襲しゆう撃げきされた。

　間かん一いつ髪ぱつの所でレイルとチェスが助けに入り、そのまま二人を連れて逃とう亡ぼうしたのである。

　もっとも、その時に使った煙えん幕まく弾だんが原因で一つの交通事故が起こり、横転した車から一匹ぴきの巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐまが逃とう亡ぼうする事となるのだが、彼らは、まだ誰だれ一人としてその事実を知らなかった。




　チェスとレイルは適当に自分達の身元を誤ご魔ま化かしながら、とりあえずあの『無数の鳥＝リーザ』と対立している立場だとだけ二人に告げる。

　すると、それに安あん堵どしたのか、ネイダーと名乗った男は幾いく分ぶん落ち着いたようで、ぽつり、ぽつりと休きゆう憩けいを挟みながら己おのれの身の上を語り出した。

　もっとも、自分から話し出したというよりは、チェスやレイル、そして完全に巻き込まれた立場であるパメラが代わる代わる聞き出した形となるが。

　レイル達としては、彼がリーザとシャーネに狙ねらわれている理由が『かつてヒューイを裏切ったから』と解わかった時点ですべてが腑ふに落ち、それ以上興きよう味みは引かれなかったのだが──

　完全に通りすがりだった筈はずのパメラという女性は、どうやらレイル達以上にネイダーという男と因いん縁ねんがあったようだ。

　ネイダーが村を出てから現在に至るまで、パメラはそのすべての話を根気よく聞き続けた。

　そして、最後まで聞いた所で大きく呼吸を整え、最初の言葉を口にしたのである。

　つまりは、『出て行け』という非情な一ひと言ことを。

　パメラは沈ちん黙もくするネイダーを尻しり目めに、まずはレイルに向き直る。

「ああ、勘かん違ちがいさせたならゴメン。出て行けって言ったのは、この家からって意味じゃないよ。まあ、私も君達に出て行けって言われたら出て行くけど……。私がこのろくでなしに言ったのは、この街から出て行けって事」

　家を追い出すよりも厳きびしくなった言葉に、ネイダーは何も言い返せない。

　だが、別の言葉が口をついた。

「なあ……アンタ。パメラって言ったか？」

「ああ」

「ソーニャと、知り合いなんだよな」

「……ああ」

　ソーニャ。

　ネイダーの幼おさな馴な染じみであり、銃じゆうを信しん仰こうするという奇き妙みような家に育った少女。

　パメラがソーニャの知人である事は理解していたが、その詳しよう細さいについては、ただ共に行動していると聞いているだけだった。

　──『あんたが話したら、私も自分の事を話す』。

　そう言われてネイダーは先に自分の情報を話した為ため、まだパメラとソーニャの関係については詳しよう細さいを聞くことができていない。

「まあ……知り合いだから、会わせたくないんだよな、俺おれとソーニャを」

「……そうだね」

「俺おれが、最低のクズだからか？」

「最低のクズとまでは言わないさ。話を聞いた限りじゃ、その状態からは這はい上がったみたいだからね、ま……せいぜい小こ悪あく党とうって所かな」

　ネイダーは、自分の半生を己おのれの口から語ると同時に、どうしようもない自己嫌けん悪おに陥おちいってしまっていた。

　これまでも何度も自分がクズだと認にん識しきはしていたが、改めて半生を語る事で、本当に自分のしてきた行動がろくでもないという事を思い知らされたのである。

「……反論しないのかい？」

「まあ、な。ソーニャの友達だってんなら、俺おれみたいな小こ悪あく党とうにゃ会わせたくないだろうよ。それは理解できる」

「あんたがどんだけ小こ悪あく党とうだろうと、私は何も言わない。私だってカジノ荒らしからケチな強ごう盗とうになった小こ悪あく党とうだし、ソーニャにもいい影えい響きようを与えたとは言わない。寧むしろ、アンタに殴なぐられても文もん句くは言えない立場さ」

　自じ虐ぎやく的な笑えみを一いつ瞬しゆん浮かべた後、パメラは真しん剣けんな顔でテーブルの向かいに座るネイダーと向き合った。

「だけど、もしアンタが今も……これからも小こ悪あく党とうのままだって言うなら、悪いけど……ソーニャの前には顔を出さないで欲しいの。他の誰だれかなら構わない。だけど、ネイダー・シャズクール……アンタだけは、小こ悪あく党とうのまま彼女と会わないで欲しい」

「……」

「あの子は、信じてるのよ。自分がどんな状じよう況きようになっても、ヒーローになったアンタが助けに来てくれるって。いつか英えい雄ゆうになったアンタが、目の前に帰ってきてくれるって。……一つ聞きたいけど、それはソーニャの勝かつ手てな期待の押しつけ？　それとも……」

　パメラの問いに対し、ネイダーは首を振る。

「いや、勝かつ手てな期待なんかじゃねえ……。確かに俺おれは……あいつに、ソーニャに言ったんだ」

　ネイダーは自分の情なさけなさに涙を流しそうになりながら言葉を紡つむいだ。

　あるいは、ヒューイの部ぶ下かだった頃ころの自分ならば、思い出す事すら無かったであろう約束を。

「俺おれが、ヒーローになってやるって……」





──俺おれ、おっきくなったらヒーローになるんだ！






「歴史の英えい雄ゆうみたいになる……」





──ワイアット・アープや、ジェシー・ジェームズみたいにさ！






「強くなるって……」





──見てろよ、すっげえ強くなってやるからな！






「それで、ソーニャの事を……護まもってやるって……」





──そしたらよ……お前の事も、護まもってやってもいいぜ？






　今となって、忘れていた筈はずの記き憶おくがハッキリと思い出せる。

　まだ幼さの残る少年だった頃ころの約束。

　少年だった自分よりもさらに年下の少女に対し、ネイダーは確かにそんな約束をした。

　隣りん人じんの少女がそんな自分に向けたのは、憧あこがれの目。

　それまで周りの世界にあまり興きよう味みを示していなかった少女が、欠片かけらも疑わない声で、無む邪じや気きな笑えみを浮かべて答えた。




　──『やくそくだよ、ネイダー！』




　そう言った瞬しゆん間かんのソーニャの顔が、ハッキリと思い出せる。

　声もリアルに耳元で聞こえて来るかのようだ。

「ああ……約束……したんだ。俺おれは、ソーニャと」

　ネイダーは言葉を途と切ぎれさせながら拳こぶしを握りしめる。

　彼の悔くやしげな顔を見て、パメラはそれ以上ネイダーを蔑さげすむ事はしなかった。

　ただ、それでもソーニャの為ためを思い、敢あえて厳きびしい言葉を投げかける。

「ソーニャは……優やさしいから、小こ悪あく党とうのままのアンタ……いや、貴方あなたでもきっと許すと思う。いや、それでも愚ぐ直ちよくに、あんたがこれから英えい雄ゆうになるって信じ続けると思う。あんたは、それに応こたえられる？」

「……」

　パメラの言葉には、自然と力が籠こもり始めていた。

　今までソーニャの言葉を聞く度たびに『ネイダーという奴やつが本当に現れたら言ってやろう』と思っていた言葉が、心の中にずっと溜ため込んでいた言葉が、次から次へと溢あふれ出す。

「あの子は、ずっと貴方あなたの名前を呼んでた。マフィアに追いかけられた時も、警察に囲まれた時も、車が事故に遭あって横転した時も、『ネイダーが助けてくれるから大だい丈じよう夫ぶだよ』って、あの子はなんの疑いもなくずっと貴方あなたを信じてた。いつもいつも貴方あなたは結局助けに来なかったけど、それでもあの子は信じ続けてるの、想そう像ぞうできる？　マフィアの銃じゆう弾だんが頰ほおのすぐ横を通り過ぎた後でもよ？」

「……」

「貴方あなたは応こたえられる？　あの子の純じゆん粋すいな想おもいに、いえ、あの子の願いに、あの子の信しん仰こうに応こたえる事はできる？　あの子を上うわ辺べだけじゃない、本当の意味で幸せにできるの？」

「俺おれは……」

　できる、と断言したかった。

　しかし、それが無む理りだという事は、誰だれよりもネイダー自身が理解している。

「……そんな事を言われたら、多分甘えちまうな。明日あしたから英えい雄ゆうになる。あさってから英えい雄ゆうになる。来週には、来年には……そう思いながら、多分……ソーニャを裏切り続ける。ああ、ああ、そうだよ！　畜ちく生しよう！　俺はそういう奴だ！」

「……だったら、やっぱり貴方あなたをソーニャには会わせられない。まだ、貴方あなたがどこかでヒーローをやってるっていう希望を持たせておいてあげたい。噓うそはつきたくないけど、今の貴方あなたが会うのは、お互いの為ためにならないと思う」

「そうだな……まったくもって同感だ。正直、どんな顔をして会ったらいいのかも解わからない」

　悲しげな目をしてテーブルの上に拳こぶしを置いた後、ネイダーはその拳こぶしを見つめたままパメラに対して問い掛けた。

「聞かせてくれ。ソーニャは……あいつは、元気なのか？」

「……元気だよ。それは保ほ証しようする」

「あいつも、もう二は十た歳ち近いだろ？　背も高くなってんだろうな」

「背は、そんなにね……。全体的に子供っぽいよ。15って言っても通るんじゃないかってぐらい。まあ、あんまり動き回る子じゃないからね」

　初めて会った時、実じつ年ねん齢れいよりも３～４歳さい若いと勘かん違ちがいした事を思い出し、パメラは、目の前にいるネイダーとソーニャでは幼おさな馴な染じみというより兄妹きようだいに見えるだろうという印象を抱いだく。

「そうか……まあ、昔からガキっぽかったからな。だが、俺おれなんかよりよっぽどしっかりしてそうなアンタがいるなら安心か」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みな笑いを浮かべるネイダーを見て、パメラはいたたまれない気持ちになる。

「よしなよ。私だって、ソーニャには迷めい惑わくを掛けてきた……っていうか、あの子には助けられてばかりなんだから」

「？」

「私は元々、相あい方かたと一いつ緒しよにケチな盗人ぬすつとやカジノ荒らしをやってたんだけどさ。警察やマフィアに追われた時に、ソーニャがライフルで追っ払ってくれたの。さっきも言ったでしょう？　私も所しよ詮せんは貴方あなたと同じ小こ悪あく党とうだって」

「ソーニャが？　ライフルで？」

　眉まゆを顰ひそめるネイダーだが、心当たりがないわけではなかった。

　畑を挟んで遠く離れた隣りん人じんの家から、毎夜響ひびいてくるくぐもった破は裂れつ音。

　森の中から響ひびく、狩しゆ猟りよう銃じゆうとは違う銃じゆう声せい。

　その後、森から両親と共に帰ってくる幼おさな馴な染じみの少女。

　違い和わ感かんは、確かに感じていた。

　ネイダーの父親も『なるべく隣りん人じん一家とは関わるな』と言っていたが、その本当の意味を自分はまだ理解していない。

　ソーニャが今の自分を知らないように、自分もまた、過去のソーニャを知っているわけではないのだ。

　それを強く感じたネイダーは、改めてパメラに目を向ける。

「なあ、ソーニャは、今……大だい丈じよう夫ぶなのか？　まさかアンタ、まだ盗人ぬすつととか続けてるわけじゃないよな？」

「……もう足は半分洗ってるよ。ただ、物ぶつ騒そうな事には巻き込まれそうだけどね。そっちは私達が何とかする」

「だが……」

「身み勝がつ手てな話だけど、そこは信じて欲しい。……私にとっても、ソーニャは大だい事じな友達なの」




　パメラの言葉に噓うそはなかった。

　ベリアム上じよう院いん議員の屋や敷しきの掃そう除じ婦ふとして働いているパメラ達だが、ベリアムが求めているのはソーニャの狙そ撃げきの腕であり、スパイクという指し導どう者しやの下で『銃じゆうそのもの』と言える特性を持った少女は、明日あしたの『カジノパーティー』の最終日に何かを撃うたされようとしている。

　それが何かなのは、まだ確定していない。

　恐らくは、ベリアムは今日きよう明あ日す中にマフィア達たちの誰だれが邪じや魔まであるかを見み極きわめるつもりなのだろう。

　しかし、ソーニャに人を殺させたくはない。

　強ごう盗とう行脚あんぎやに巻き込んでおいて非常に身み勝がつ手てな話だとは自分でも理解しているが、そこはパメラなりの譲ゆずりがたい一線だ。

　いざとなれば、ソーニャを連れて逃げる。

　その軍ぐん資し金きんを貯ためる目的もあり、パメラは初日のカジノパーティーで特技を用いてチップを稼かせいだのだ。

　──でも、この男にも見破られるようじゃ、私も腕は落ちたね。

「……完全に足を洗うとしたら、最後の仕事はその揉もめ事ごとの種たねから金かね目めの物を持ってトンズラする事だよ。そのお金は、逃げる為だけに使いきっちゃうだろうけどね」

「その揉もめ事ごとってのは、あのカジノパーティーが絡からんでるんだな？」

「……」

　ネイダーは小こ悪あく党とうだがバカではない。

　それはパメラも彼の半生を聞いて理解していた。

　妙みように勘かんぐられて中ちゆう途と半はん端ぱに干かん渉しようされるよりは、こちらの裏事情もある程度話しておくべきだろうか？

　迷うパメラに、その顔色を窺うかがうネイダー。

　暫しばしの沈ちん黙もくが二人の間に流れたが、それの空気を変えたのは、他ひ人と事ごととして話を聞いていたレイルだった。




「でもさぁ。自分を小こ悪あく党とうだのクズだの蔑さげすんでるけど。お兄にいさん、あの『幽霊レムレース』を裏切ったのは大したもんだと思うよぉ？」

「え？」

「ヒューイの懐ふところ刀がたなのグースに、狂きよう信しん者シャーネ。凄すご腕うで狙そ撃げき手しゆのスパイク。ヒューイの部ぶ下かのまともな状態の人間の中じゃ、トップクラスの精せい鋭えいが仕切ってた面子メンツだよ。まあ、色々と焦きな臭くさい所はあったらしいけどねぇ。裏切りが成功してたら、それこそ英えい雄ゆうだったかもよぉ？」

　クスクスと嗤わらいながら話すレイルだが、それに反応したのはネイダーではなく、完全に虚きよを突かれる形となったパメラの方だった。




「……狙そ撃げき手しゆの……スパイク？」




「？　知ってるのぉ？　パメラお姉ねえちゃん」

「なんで……。そういえば、ネイダーがさっき話してた裏切りの話……列車の乗客を人ひと質じちに取る計画に合わせてどうこう言ってたけど……正確にはいつ頃ごろの事か覚えてる？」

「あぁ……？　そりゃ、俺おれが死にかけた日だからな。１９３１年の年末だよ。……おい、それより、アンタ……スパイクの野や郎ろうを知ってるのか？」

「……ッ！」

　パメラの中で、急速にピースが嵌はまっていく。

　１９３１年の年末、線路沿いに倒れていたスパイクの大怪け我が。

『レムレース』と呼ばれるテロリストの壊かい滅めつ。

　そして、今のレイルの話に出た『凄すご腕うで狙そ撃げき手しゆのスパイク』。

　何な故ぜレイルのような子供がテロリストの人員構こう成せいを知っているのかは解わからないが、ネイダーの反応から見て間違いはないだろう。

　──私達が助けたスパイクは、列車を襲おそったテロリスト？

　──それが、どうして今はベリアム上じよう院いん議員の所に？

　ピースが嵌はまると同時に、新たな疑問が湧わき上がる。

　しかし、その答えを推すい測そくするよりも先に、ネイダーが椅い子すから立ち上がり、切せつ羽ぱ詰つまった視線をパメラに向けた。

「おい、スパイクを知ってるのか!?　ソーニャがライフルをどうこう言ってたが、もしかして……ソーニャの近くにあいつがいるのか!?」

「……」

　沈ちん黙もくは、肯こう定ていとしてネイダーに受け取られる。

「くそッ！　黒服は纏まとめて死んだとか聞いてたのに、シャーネやアパムだけじゃねえ、あの野や郎ろうも生き残ってたのか！」

「仲は良くなかったみたいだね……」

「当たり前だ！　裏切った俺おれが言うのもなんだが、あいつこそ金次し第だいでいくらでも信念を転がす奴やつだ！　一番調子良く俺おれの裏切りに協力してやがったのに……裏じゃ俺おれとグースを天てん秤びんにかけてやがった……！」

　当時の事を思い出したのか、ネイダーの瞳ひとみに一いつ瞬しゆん怒りの色が灯ともるが、それが急速に不安の色へと塗り替えられた。

「なあ、ソーニャの奴やつ、もしかしてスパイクの奴やつに弱みでも握られてんのか!?　脅おどされてるのか？　あいつは今、誰だれの下で働いてる？　まだ『幽霊レムレース』のままなのか!?」

　その問い掛けに対して、パメラは迂う闊かつに動どう揺ようした己おのれを恨うらみつつ、ネイダーに事情を隠かくし通す事を諦あきらめる。

　だが、それでも話すのにはそれなりの覚かく悟ごが必要だった。

　それが、ネイダーにとって絶望を与える事になると知っていたからだ。

　パメラは確かに悪あく党とうだったが、ソーニャの幼おさな馴な染じみである男を、所しよ詮せん他人だと迷わず絶望させる程に外げ道どうではなかったのである。

「……スパイクは、ソーニャに危き害がいは加えてない。寧むしろ友好的だよ。ソーニャの狙そ撃げきの師し匠しようだからね」

「おい……ちょっと待て、狙そ撃げきって……」

「ソーニャはまだ誰だれも撃うってない。でも、それも明日あしたまで。私達の雇やとい主ぬしが、明日あしたのカジノパーティー周りの状じよう況きよう次し第だいで、ソーニャに何か……もしかしたら人を撃うたせる事になるかもしれないって話よ」

「雇やとい主ぬしってのは誰だれだ!?　ヒューイ・ラフォレットか!?　それともルノラータ・ファミリーか？　それよりずっと小さな組そ織しきなら、俺おれにもなんとかできるかもしれねえ！　確実じゃねえが、ツテがあるんだ！」

　ラッドの事を思い出し、パメラに『雇やとい主ぬし』について問い掛けるネイダーだが、返ってきた答えは、それこそ彼の想そう像ぞうの埒らち外がいにあるものだった。

「上じよう院いん議員」

「へ？」

「マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議員。知ってるでしょ？」

「そ、そりゃもちろん……」

　元々ネイダーも『幽霊レムレース』の一員である。

　彼が裏切ろうとしていなければ、そのまま黒服のテロリストの一員として列車を襲しゆう撃げきし、政治家の家族を人ひと質じちに取る予定だった。

　その政治家こそが、マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議員に他ならない。

「待てよ……確かに警察に俺おれが連れん中ちゆうを売った時も、その名前はちょくちょく出て来てたが……いや、おかしいだろ。スパイクはその議員の家族を人ひと質じちに取る側で……あぁ？」

「金次し第だいで転ぶ奴やつなんでしょう？　スパイクは」

「……ッ！」

　衝しよう撃げきを受け、困こん惑わくするネイダーだが──そんな彼に対し、パメラの口から、ストレートな現状が突きつけられた。




「つまり、下へ手たをしたら貴方あなたはテロリストやマフィアだけじゃない。このアメリカ合がつ衆しゆう国こくの中ちゆう枢すうにいる人間を……あるいは、国そのものを敵に回す事になる」




　敵は国家。

　ヒューイの部ぶ下かであるテロリストだった頃ころの自分に戻ったような錯さつ覚かくに囚とらわれたが、彼はすぐに気が付いた。

　寧むしろ、ヒューイの部ぶ下かであった頃ころの方が遙はるかに希望のある状じよう況きようだったという事に。

　今、彼に武ぶ装そう勢力という意味合いでの味み方かたは皆かい無むであり──

　もしも事を構えるならば、実質一人でアメリカという国を敵に回すハメになるのだから。





⇔






同時じ刻こく　ベリアム邸てい




「パメラ、帰ってこなかったねー」

　銃じゆうの手入れをしながら窓を見上げるソーニャに、横で部屋の掃そう除じをしていたラナが肩を竦すくめながら告げる。

「まったく、朝帰りなんていい御ご身み分ぶんよね！　どこの酒場で飲んだくれてるのかしら！」

　呆あきれたように言うラナだったが、眼鏡めがねの奥に光る眼めには、どこか不安の色も浮かんでいた。

　何しろ、彼女はラーズランスの賭と場ばにイカサマをやりに言ったのだ。彼女の腕は信用しているが、万が一バレたならば最悪イースト川に沈しずめられかねない。

　その不安を察したのだろう。

　ソーニャは銃じゆうの手入れを続けながら、無む邪じや気きな笑顔を浮かべて言った。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、ラナ。パメラはきっと元気だよ」

「……なにが？」

「きっと、ネイダーが助けてくれるから」

「はあ……またネイダー？　通りすがりのパメラまで助けてくれるなんて、どれだけ都つ合ごうのいいヒーローなのよ。世界中の人を助けるんじゃ、苦労しっぱなしね」

　そろそろ、ソーニャには『ネイダー離れ』をさせねばなるまい。

　ラナは思し考こう停止しているとしか思えないソーニャの言葉を聞いてそんな事を考え始めたのだが、次に紡つむがれた言葉を聞いて、その思し考こうが一度白紙に戻された。

「だから、私も頑がん張ばる」

「え？」

「ネイダーがヒーローになったら、きっと色々大変だと思う。ネイダーは優しいから、きっと色々な人を助けようとするからお休みが無くなっちゃうよ」

　天てん真しん爛らん漫まんといった言葉が似に合あう笑えみを浮かべたまま、ソーニャはライフルを完かん璧ぺきに整備し終え、その血ち生なま臭ぐさい武ぶ器きを手にしながら半分独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「だから、私が手伝うんだよ？　いっぱいいっぱい手伝うの！」

　最後に一ひと言こと、どこか郷きよう愁しゆうを交えた感情を込めた言葉を付け加えながら。




「そしたら……ネイダーに褒ほめて貰もらえるといいな」





⇔






同時じ刻こく　ミリオネア・ロウ




「……なんだか、ややこしい事になってるみたいだねえ、お姉ねえちゃん達」

　完全に沈ちん黙もくしてしまったパメラとネイダーを見て、それまで見ケンに徹てつしていたチェスワフ・メイエルが声をかけた。

「それで？　これからどうするの？」

　表おもて向むきは無む邪じや気きな子供を装よそおいながら、チェスワフは二人の出方を探る事にする。

　心の中では、２００年以上生きる不死者としての思し考こうを巡らせながら。

　──それにしても、おかしな事になってきたな。

　──まさかここに来て、また『フライング・プあのッシーフット号列車』が関わってくるとは。

　──ベリアム上じよう院いん議員は、そのソーニャという子に誰だれを撃うたせるつもりなんだ？

　──どうしよう。マイザーとフィーロにはこの情報は流すべきかな……。

　──いや、エニスを助ける事に直接繫つながるとは限らないし、混乱させるだけになるかも……。

　──もう少し様よう子すを見るか……。

　そんな打算を裏に秘めたまま、チェスは二人の出方を見る事にした。

「……ああ、そういや、聞きたい事があるんだが……ここって何だ？　誰だれの家だ？　俺おれの気のせいじゃなきゃ、金持ち通りミリオネア・ロウのど真ん中にある気がするんだが……」

「ジェノアードさんっていうお金持ちの別べつ荘そうだよ。まあ、ちょっと色々あってこのレイル君が居候いそうろうしてるみたいだけど」

「居候いそうろうってそんな。まあ、間違ってないからいいか」

　肩を竦すくめるレイルの前で、ネイダーは眉まゆを露ろ骨こつに顰ひそめる。

「……ジェノアード？　ジェノアードって……イブ・ジェノアードか？」

「ああ、そういえば、ジェノアードさんの代打ちとして参加したって言ってたね。これも不ふ思し議ぎな偶ぐう然ぜんだけど……とりあえず、そのイブさんって人に連れん絡らくとらなくていいの？」

「……そうだな。だが、ジェノアードさんの別べつ荘そうって事は、俺おれもここにいて大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　取りあえずリーザとシャーネから隠かくれる拠きよ点てんが欲しいと考えたのだろう。周囲を見ながら尋たずねるネイダーに、チェスは残念そうに首を振った。

「言っておくけど、ここ、シャーネお姉ねえちゃんもたまに来るからね？」

「なッ……!?」

「シャーネお姉ねえちゃんと、ここで寝ね泊とまりしてる不ふ良りようの人達は友達らしいよ？」

　──だから、僕も本当はここに長居したくないんだけどね……。

　チェスの脳のう裏りに、赤毛の男の顔が思い浮かぶ。

　──……うう、早く『蜂の巣アルヴエアーレ』に帰ろう。

　フィーロには『レイルに誘われたので、今日きようはジャグジー達の所で寝る』と伝えてある。

　大人数で固まっていればより安全だと判はん断だんしたのか、フィーロは二つ返事で了りよう承しようした。

　もっとも、この家にもマルティージョ・ファミリーの監かん視しはついていたようで、抜け出す時とネイダー達を連れ込む時に色々と苦労したのだが。

　そして、当のネイダーはシャーネの名を聞くと明らかに動どう揺ようし、目を泳がせながら周囲の面子メンツに問い掛けた。

「そ、そうか……。じゃあ、俺おれはなんとか宿しゆく場ばに戻る事にする。リーザに見つからないように、変へん装そうしとかないとな……」

「ちょっとやそっとの変へん装そうだと、リーザは簡単に見破るから気をつけた方がいいよぉ？」

　レイルの言葉にビクリと震えつつも、ネイダーは懐ふところから付け髭ひげや眼鏡めがね、含み綿などを出してどう変へん装そうするかを悩なやみ始める。




　すると、そこでドアをノックする音がした。

「ひッ!?」

　思わず声を上げたネイダーだが、続いてドアから響ひびいた声が男のものだと気付き、心の底から安あん堵どする。

「ちーっす。どうすか？　ネイダーさんもパメラさんも起きてます？」

「あ、シャフトさん。入って大だい丈じよう夫ぶだよ？」

　チェスが名を呼ぶと、扉とびらが開かれてネイダーも見知った男が顔を出した。

　彼の名はシャフトであり、ラッドの弟分であるグラハム・スペクターの仲間らしい。更さらに言うならば夕べ、煙えん幕まくの中で自分とパメラを逃がすのを手伝った男でもある。

「なんだ、アンタか……」

　話によると、屋や敷しきに戻る際に監かん視ししていたチェスの身内の気を引いてもらい、そのまま彼は自宅へと直帰していたとの事だ。

「ああ、ネイダーさん。お元気そうで何よりです」

「あ、ああ。精神的にはあまり元気じゃないけどな」

「そりゃいけない。心が弱いと夜まで身が持ちませんよ？」

「？」

　奇き妙みような事を言い出すシャフトにネイダーは首を傾かしげたのだが、彼の言葉の意味はその直後に理解する事となる。

「……グラハムさんとラッドさんが呼んでます。ええと、その……御ご愁しゆう傷しよう様って事で」

「な、なんで……」

「さあ？　あの二人の考えてる事は解わかりませんからねえ。ああ、でもただ一つ言える事がありますよ？」

　気の毒どくそうな表情でネイダーを見つめつつ、シャフトは最後に安心材料だとばかりに言葉を紡つむぎ出した。

「ほら、あの二人と一いつ緒しよに居れば……シャーネもリーザも、とりあえず勝かつ手てに撃げき退たいして貰もらえるとは思いますよ？」

　力強く頷うなずいた後、シャフトは目を逸そらしながら、一つだけ余よ計けいな言葉を付け加える。




「その分、別の揉もめ事ごとに巻き込まれて死ぬ可能性は増えると思いますけどね……」





⇔






同時じ刻こく　ＮＹ某ぼう所しよ　フレッドの診しん療りよう所じよ




「いやいやいや、お前……これ、マジかお前」

　頰ほおを引きつらせながら言う眼鏡めがねの男に、フィーロは肩を竦すくめながら言葉を紡つむぐ。

「どうした？　小こ悪あく党とうじみた顔がますます小物っぽくなってるぜ？　ビビってるのか？」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　お前、これ……馬ば鹿か野や郎ろう！　俺おれにどうしろってんだ！」

　怒ど声せいを浴びせる眼鏡めがねの男──ヴィクター・タルボットの眼前には、診しん療りよう所じよの受付の隅すみでスヤスヤと寝息を立てる、毛布を何枚も被かぶった巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐまの姿すがたがあった。

　横ではアイザックとミリアが熊くまに寄りかかって同じように寝息を立てており、少し離はなれた所では診しん療りよう所じよの主あるじであるフレッドと、真っ青な顔をしたフーが佇たたずんで様よう子すを見守っている。

「やれやれ……動物は衛えい生せい上困るのだが……。後で毛などを掃そう除じしなければな」

「い、いや、そんな事を言ってる場合じゃないですよ先生！　大だい丈じよう夫ぶなんですか!?」

「下へ手たに騒さわぎたてない方がいい。なに、安心したまえ。この熊くまが本気で我々を殺す気になれば、爪つめの一いち撃げきで首が吹き飛ぶ事だろう。痛みを感じる間も無く死ねる可能性の方が高い」

「何も安心できる要素がないじゃないですか……！」

　フレッドには入口に『一時休きゆう診しん』の札ふだを出して貰もらい、現在中にいるのはフィーロと数名の捜そう査さ局職員。そして病院のスタッフである院長とフー、アイザックとミリアだけだった。

　周辺住民に熊くまの事が知られればパニックになるという事で、現在は周りに勘かんづかれないようにヴィクターの部ぶ下か達が適当な理由をつけて人ひと払ばらいをしている。

「急に俺おれの部ぶ署しよの電話に連れん絡らくしてきたと思ったら、このバカでかい灰はい色いろ熊ぐまの飼い主を探せたぁどういう了りよう見けんだ!?　フィーロ・プロシェンツォ！」

「しょうがねえだろ。俺おれの知り合いでなんとかできそうなのなんて、お前らしかいないんだからよ。ああ、人間に懐なついてるみたいだから射しや殺さつだの毒どく殺さつだのしたら後で飼い主から恨うらまれると思うぜ？」

「厄やつ介かいな情報をありがとよ！　ははーん、さては俺おれ達たちを余よ計けいな仕事で搔かき回して、その間にルノラータ・ファミリーに爆ばく弾だんでも抱かかえて突っ込むつもりだな？」

「怖こわい事言うなよ」

　小さな溜ため息いきを吐ついた後、フィーロは淡たん々たんと答えた。

「それは最後の手段だ」

「……」

　本気でやりかねない上に、不死者ならば何度でも繰り返し行う事ができる戦法だ。

　以前実際に自じ爆ばくに近い攻こう撃げきを受けた事があるヴィクターは、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でフィーロを睨にらみ付ける。

「それで？　俺おれを呼んだのは、アルカトラズに突っ込んだ復ふく讐しゆうのつもりか？」

「いいや、半分はただの嫌いやがらせだ」

「手前てめえ……。……もう半分はなんだ？」

「エドワードは、大だい丈じよう夫ぶそうか？」

　フィーロの口から紡つむがれたのは、彼と昔から折り合いの悪かった警官の名だ。

　晴れて捜そう査さ局の一員になったらしいが、フィーロと関わりがあったというだけの理由で、メルヴィ・ドルメンテルに襲しゆう撃げきされたらしい。

「誰だれのせいで怪け我がしたか解わかってんのか？」

「怪け我がって呼べる段階で済んだんだな。そいつは不幸中の幸いだ」

「……ふん。心配するフリして点数でも稼かせぐ気か？」

「心配さ。あんたが不正した時に逮たい捕ほするのはエドワードしかいないと思ってるからな」

　適当に言葉を返した後、フィーロは目を細めて問い掛ける。

「今のは呼んだ理由の四分の一だ。最後の一欠片かけらは簡単な質問さ。……ドルメンテル家ってのは、あんたの知り合いか？」

「マイザーから聞いたか？　……まあ、古い知り合いだ。生きてる奴やつはもういねえだろうよ」

　ドルメンテルの名を聞き、ヴィクターは過去を懐なつかしむように空を仰あおいだ。

　そして、何かに気付いてフィーロを強く睨にらみ付ける。

「ていうか、待て待て。マイザーに聞くもへったくれもねえ。手前てめえの中にはセラードの糞くそ爺じじいの記き憶おくがあんだろうがよ。その記き憶おくを引き出すのが一番早いんじゃねえか？」

「俺おれが知りたいのは、今のドルメンテル家だ。ここ数年のな」

「捜そう査さ局を小こ間ま使づかいにする気か？」

「馴なれ合うつもりはない。俺おれは……あくまで『不死者』としてのあんたに聞いてるつもりだ」

　フィーロの言葉に、ヴィクターは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をした後、顔から表情を消して言葉を紡つむぐ。

「奴やつらは零落おちぶれてた筈はずだった。だが、海洋貿ぼう易えきで得た資産を分散させて、相当な資産を世界各地に隠かくし持ってたらしい。税ぜい金きん逃のがれというには、１００年も２００年もかけた壮そう大だいなスパンの計画だったようだがな」

「ああ、セラードとの間にもでかい金の流れがいくつかあったみたいだ。……ホムンクルスを生み出す為ための希き少しような素材を買い付けていたらしい」

「……」

　フィーロの表情は変わらない。

　だが、ヴィクターは彼が『ホムンクルス』と言った瞬しゆん間かん、目の奥に感情の波が揺らめくのを見み逃のがさなかった。

　そして、追い打ちを掛けるように恩おんを売る。

「エニスの居場所、特定はできていないが、推すい測そくはできるぞ」

「……海の上、か？」

「なッ……」

　こちらから言う筈はずだった答えを先にフィーロに言われ、思わず口をあけるヴィクター。

「俺おれ達たちだってバカじゃない。それなりの情報は仕入れるし、推すい測そくもする。確定だとしたら、まだＤＤ新聞社も摑つかんでない特ダネだとは思うけどな」

「本当に、いけ好かないガキだぜ手前てめえはよ」

　──それで？　どうやって助けるつもりだ？

　そう尋たずねようとしたヴィクターだが、二つの理由で口を噤つぐんだ。

　一つは、まともな答えは返ってこないだろうという予感から。

　もう一つは、彼の部ぶ下かが背後から話しかけてきたからだ。

「あー……副ふく室長、ちょっと宜よろしいですか？」

「どうした？」

　のんびりとした口く調ちようで喋しやべる部下、ビル・サリバンの方を向くと、彼は『困った事になった』という顔で頰ほおを搔かいている。

「この熊くま、見覚えがありますよ？」

「何だと？」

　ヴィクターの部ぶ下かであるビル・サリバンの言葉に、フィーロも思わず顔を向けた。




「えー……。こいつはですね……バルトロ・ルノラータの屋や敷しきで飼われてる灰はい色いろ熊ぐまですよ？　正確には、バルトロの孫まごであるカルツェリオ・ルノラータが管理しているそうですが」




　そして、再び運うん命めいは転がり始める。

　不死者や裏組そ織しきの意い志しなど完全に無視した、生物と生物の出会いを皮切りとして。













二十六章　大人しくしているわけがない







ルノラータの別べつ荘そう




　ＮＹ近きん郊こうにあるルノラータの別べつ荘そう。

　その邸てい内ないに顔を出したメルヴィに、元メインディーラーのカルロッタが声をかけた。

「あなた、今夜のパーティーには顔を出すんでしょうね？　昨日きのうは適当なディーラー達に任せて自分はどこかに行っていたみたいだけど」

「ええ、昨日きのうはどうせ様よう子す見みの回ですからね。あまり私の手の内を見せたくなかったもので」

「……それは、誰だれにかしら？」

「貴女あなたも含ふくめて、総すべての人にですよ。Ｍｒ．バルトロのご命令とあらば話は別ですが」

　適当な事を言って煙けむに巻こうとしているメルヴィに、カルロッタは冷めた目を向ける。

「あなたの本当の目的は知らないし興きよう味みはないけれど、ルノラータを利用するつもりならこちらにも見返りを差し出して欲しい所ね。まあ、強制する権けん利りはないから、ただのお願いだけど」

「安心して下さい、今夜は私も顔を出しますよ。明日あしたの下準備もしなければなりませんし……組そ織しきの利り益えきはきっちりと出すつもりですよ」

「……そう」

　カルロッタは目を細めて、メルヴィ・ドルメンテルを数秒見み据すえ、大きく息を吐き出しながら口を開いた。

「Ｍｒ．バルトロは、カジノでの利り益えきを求めて貴方あなたを抜ばつ擢てきしたとは思えないから、カジノの利り益えきについては特に期待はしていないわ」

「おや、自分なら私より利り益えきを出せるとでも？」

「ええ、それは断言できるわね」

「……負け惜しみにしか聞こえませんよ、カルロッタさん」

　苦く笑しようするメルヴィに、カルロッタは表情を消して口を開く。

「もう一度だけ、同じ忠ちゆう告こくをしておくわ」

「……」

「貴方あなた自身の欲を持ちなさい。無欲な裁さい定てい者は、ディーラーにもマフィアにも向かないわ」




　それだけを言って去って行った元筆ひつ頭とうディーラーを見送った後、メルヴィは鼻を鳴らして嘲ちよう笑しようの言葉を漏もらす。

「何が欲だ。馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　──まあ……俺おれが裁さい定てい者にもマフィアにも向かないのは確かだがな。

　──俺おれに向いているものは、セラード・クェーツという高みだ。

　──ああ、そういう意味では、確かに俺おれにも欲はある。




　──俺おれの前に立ち塞ふさがる連れん中ちゆうに……フィーロ・プロシェンツォに絶望を味わわせる事だ。

　そう思いながら、メルヴィは自分の中に暗く澱よどむ憎にくしみを再確かく認にんする。

　この憎にくしみこそが自分の望みだと己おのれに言い聞かせるように。





⇔






　メルヴィ・ドルメンテルの手の者によって拉ら致ちされ、監かん禁きん状態となっているエニスは、自分の状じよう況きようをできるだけ正確に思い起こす事にした。

　ＮＹの倉そう庫こから目め隠かくしをされて移送されてきたが、自分の状じよう況きようはある程度は理解している。

　ホテルの客室のようにも思える部屋だが、時とき折おり感じる緩ゆるやかな揺れからして、ここは恐らく洋上、中型船の上といった所だろう。

　一方的な雑ざつ談だんの中で、メルヴィはカジノパーティーですべて終わらせると言っていた。あのホムンクルスの男がフィーロと決けつ着ちやくをつけるのだとすれば、その時はこの周辺にいる事はないだろう。

　下へ手たに逃げれば一いつ緒しよに攫さらってきた人間が死ぬ、と脅おどしをかけていたが、その言葉は本当だろうか？　本当だとすれば、逃げた情報がすぐに伝わる陸地に自分の身を置いた方が得なのではないだろうか？

　疑念は浮かぶものの、確かく証しようが持てない以上は迂う闊かつに動くわけにもいかない。




　だが、とエニスは考える。

　このまま、ここで燻くすぶっていて良いのだろうか？

　ただ、囚とらわれの人形という立ち位置で良いのだろうか？

　フィーロに、チェスに、そしてマルティージョの人達に迷めい惑わくをかけ続けて良いのだろうか？

　セラードの部ぶ下かだった時代のエニスならば、このような事は考えすらしなかっただろう。自分が役立たずだっただけだ。セラードに捨てられるだけの話だと。

　しかし、今は違う。

　フィーロ・プロシェンツォという人間は、反社会的組そ織しきに所しよ属ぞくしているというのに──とても、優しいのだ。

　エニスはその優しさが自分だけに特に強く向けられている事などには気付いていない。ただ、フィーロが行き場のなかった自分に居場所を与えてくれたという事実は心に強く刻まれており、彼女自身の支えとなっている。

　何な故ぜフィーロが優しいのかというのならば、彼が強いからに他ならない。

　フィーロだけではない。マルティージョの面々も、アイザックやミリア達も、自分のような存在を受け入れてくれた。

　許容とは、即すなわち強さに他ならない。

　エニスにとっての明確な指し標ひようの一つでもあった。

　相手に屈くつして受け入れるのではなく、こちらの我わが儘ままを通しながら尚なおも相手を引き込む度ど量りよう。

　その強さを、エニスの周りにいる人々は確かに持ち合わせている。

　彼らの強さが、自分のふがいなさのせいで損なわれる事などあってはならない。

　笑顔を曇らせる事などあってはならない。

　だからこそ、エニスは決けつ意いした。

　やれる事はすべてやるという、至し極ごく単たん純じゆんな事を。

　その為ためならば、これまで忌き避ひしてきた『知ち識しき』を総動員するという事も。

　セラード・クェーツから与えられた、他者の命と引き替えに集積された数々の知ち識しきを。





⇔






ＮＹ某ぼう所しよ　ルノラータの別べつ荘そう




　ルノラータ・ファミリーの別べつ荘そうでは、現在脱だつ獄ごく中のヒューイ・ラフォレットが客きやく分ぶんとして扱われて過ごしていた。

　とはいえ、表おもて向むきはヒューイの脱だつ獄ごくは隠かくされている為ため、ヴィクター達も大おお手でを振って乗り込む理由がなく、国家機き関かんからの干かん渉しようは遠巻きな屋や敷しきの監かん視しに留とどまっているのだが。




　そんな彼が過ごしている客室の中で、ヒューイの配下で技術開発を担当している『リズム』のリーダー、サロメ・カーペンターが熱い語りを続けていた。

「そう！　知ち識しきというものは確かに重要です。しかし、私はヒューイ師しをはじめ、不死者達の持つ知ち識しきを完全に頼りにする事には反対ですな」

「その心は？」

　穏おだやかな表情で尋たずねるヒューイに、サロメは顔を紅こう潮ちようさせながら言葉を紡つむぐ。

「知ち識しきとは、確かに進歩には必要なものです。しかし、古い知ち識しきになればなるほど、間ま違ちがいも多く、あるいは正しかったとしても効こう率りつが悪い手法である事も増えるのです。時に新しい発見を邪じや魔まする足あし枷かせとすらなる場合がありますからな」

「理り論ろんよりも実験を好む貴方あなたらしい物言いですね」

「何をおっしゃいますか。究極の実験優先派はヒューイ師し、貴方あなたでしょう？　だからこそ私は、貴方あなたの今回の計画の結末が気になるのですよ！　その為ためとあらば、我々『リズム』が開発した愛いとしい愛いとしい子供達……『妖怪ラルウア』の面々も惜しみなく使い潰つぶしましょう！」

「実験体を自分の所有物扱いしていると、そのうち裏切られますよ」

　クスクスと嗤わらいながら、ヒューイはテーブルの上に置かれていた紅こう茶ちやに口を付ける。

「ハハハ、この世の全てを実験対たい象しようとして見ている貴方あなたにそう仰おつしやられるとは……」

「私の場合は、順番が逆ですけどね」

「？」

「……私はかつて、目に映る世界と、自分自身の拙つたない理り想そうに裏切られた。だからこそ、私は自分自身の人生を壮そう大だいな実験の道具としているのでしょうね。今、この目に映るすべてのものを巻き添えにして」

　どこか遠くを見て語るヒューイは微び笑しようを浮かべたままだが、その裏にどのような感情があるのかはサロメにも理解できなかった。

　だが、これ以上は恐らく踏み込みすぎると判はん断だんしたサロメは、別の話題を切り出してヒューイの『過去』から話を逸そらす。

「そういえば……昨日きのう、あのフィーロ・プロシェンツォとお会いになられていたようですが、一体彼となんの話を？」

「世せ間けん話ばなしですよ。アルカトラズでの思い出話も含めて、ですけどね」

「貴方あなたの目を抉えぐった男と聞いていますが、よく穏おん便びんに済みましたな」

「ええ、私は特に恨うらんでませんから」

　すると、ヒューイの言葉にサロメが小さく息を吐いた。

「リーザ御お嬢じよう様さまがですよ。怒り狂って現場に鳥の群れを引き入れかねない」

「それなら、安心していいですよ。リーザも怒っていませんから」

「なんと？」

「どうも、リーザにも初はつ恋こいの時期が来たようです。姉のシャーネと比べると随ずい分ぶんと早いですが、やはり大おお勢ぜいの年上の女性と意い識しきを融ゆう合ごうさせた結果と見るべきか……あるいは……」

　ブツブツと独ひとり言ごとに移行するヒューイの横で、サロメは驚きよう愕がくに目を見開く。

「いや……ちょっと待って下さい!?　リーザ御お嬢じよう様さまが、恋!?　しかもフィーロ・プロシェンツォにですか!?」

「はは、サロメさん。そんな大声を出して、誰だれかに聞かれたらそれこそリーザが怒りますよ？」

「あ、いや、失しつ礼れいしました。しかし……あの貴方あなたへの承しよう認にん欲求以外何も持ち合わせていないと思っていたリーザ御お嬢じよう様さまが……。シャーネ御お嬢じよう様さまに想おもい人ができたという話を聞いた時も驚きましたが、あれは相手の男を実際に見て不ふ思し議ぎと納なつ得とくはしたものです」

　そんな雑ざつ談だんをしていると、部屋の扉とびらがノックされた。

　すると、そこから現れたのは噂うわさにあがったばかりの男──現在は代々続く『便利屋』フェリックスの名を受け継いでいる殺し屋、クレア・スタンフィールドの姿が。

「どうも、お早う御ご座ざいますお義と父うさん」

「はは……まだ父親呼ばわりは気が早いのでは？　明日あしたの夜は本格的にメルヴィも動くでしょうから、護ご衛えいの方、しっかりお願いしますよ？」

「ええ、それはもちろん。今はまだアイツが来てないんで、ちょっと外に出てきていいですか？」

「どちらかに用事でも？」

　ボディーガードとして雇やとわれているにしては自由過ぎる発言をするクレアだが、ヒューイは特に咎とがめるでもなく、純じゆん粋すいな興きよう味みとして行き先を尋たずねた。

「ええ、なんか熊くまのクッキー……チャッキーが逃げちゃったっていうんで、少し探しに」

　赤毛の強者つわものの言葉に、ヒューイではなくサロメが反応する。

「ほほう……それはあの巨きよ大だい熊ぐまの事かね？」

「ん？　ああ、でも４メートルまでいかないから巨きよ大だいって言えるかな」

　４メートルを超える熊くまなど現代の地球の公式記録では観かん測そくされていないのだが、クレアの中では体長３メートル強のクッキー以外の灰はい色いろ熊ぐまを殆ほとんど知らないので、クッキーという最大級の個体が平へい均きんだと勘かん違ちがいしていた。

　そんな勘かん違ちがいを正す事も無く、サロメがヒューイに向き直る。

「ヒューイ師しよ。私もその熊くま狩がりに参加しましょう」

「狩かりじゃないぞ、救助だ」

「おっと、これは失しつ礼れいした」

　訂てい正せいするクレアに軽く謝しや罪ざいした後、サロメはヒューイに改めて問い掛けた。




「宜よろしいでしょうか？　ルノラータに恩おんも売れますし……少々試したい事もありまして」





⇔






30分後　ＮＹ某ぼう所しよ　大通り




「よう、聞いたぜネイダー。お前も昨日きのう、ラーズランスにいたそうじゃねえか」

「ああ……ちょっとした金持ちの代打ちでな」

　リトルイタリーに程ほど近ちかい大通り。

　シャフトに連れられていくとそこには彼の所有する車が停とめられており、周りにはラッドとグラハムをはじめ、彼らの舎しや弟ていと思おぼしきチンピラ達が数人立っていた。

　親しげに声をかけてきたラッドに、ネイダーは愛あい想そ笑いを浮かべながら言葉を返す。

　しかし、まだ幼おさな馴な染じみのソーニャの事についての衝しよう撃げきや不安が頭から離れないようで、愛あい想そ笑いにも力があまり感じられなかった。

「随ずい分ぶんと元気ねえなあ。大負けでもしたか？」

「昨日きのうは様よう子す見みだよ。勝つも負けるもねえさ」

「はっ。慎しん重ちようなこった。俺おれ達たちは基本的にビルの周りうろついて警けい備び員の真ま似ね事ごとしてただけだからよ。カジノルームにゃ殆ほとんど顔出してねえんだ。お目当ての連れん中ちゆうも見かけやしねえし、まったく退たい屈くつなもんだったぜ」

　肩かたを竦すくめるラッドの声を聞き、いつの間にかシャフトの車の屋や根ねに座っていたグラハムが口を開く。

「ラッドの兄あに貴き……悲しい……悲しい話をしよう」

「おう、どうしたグラハム坊ぼうや」

「人生は堅けん実じつたるべしと誰だれかが言う。だが、実際はどれだけ努力しても報むくわれる倍ばい率りつは低い。倍ばい率りつがあるならギャンブルだ。ノー！　堅けん実じつなギャンブルとは一体なんだ!?　チップはいつもバラバラだし、オッズも目に見えちゃこない。だが、東とう洋ようじゃわらしべ一つをチップにして豪ごう邸ていと嫁よめを手に入れた凄すご腕うでギャンブラーもいるという！」

　唐とう突とつに始まるグラハムのいつもの長なが口こう上じよう。

　それに馴なれていないネイダーは困った顔をするが、シャフトが平静な顔で言った。

「あ、聞き流して大だい丈じよう夫ぶです」

　そんなやり取りが耳に入っているのかいないのか、グラハムは車の屋や根ねの上をゴロゴロと転がりながら言葉を続ける。

「何が堅けん実じつだ！　そもそもアメリカは開かい拓たくの国だ！　フロンティアスピリッツはどうした！　……と言ったら、それは余よ所そから来た連れん中ちゆうの発はつ想そうだと怒られ、そしたら横にいた別の人がそれは違うと反論して民みん族ぞくだ植しよく民みん地ちだと難しい話になってきたから俺おれはそこで考えるのを止めたわけだが、これは俺おれが一人議ぎ論ろんに入れず損をした形になるわけで悲しい」

　落ち込むところまで落ち込んだのか、ぐったりとしながら車の屋や根ねに寝そべるグラハム。だが、消え入るような声が止まる事はなかった。

「もうダメだ……この世はきっと壮そう大だいなギャンブルで、胴どう元もとの地球が人類から搾さく取しゆしてるんだ。この世は闇やみだ、そう、この世の半分は夜だから闇やみだ！　いずれ人類が森を開かい拓たくし地面を採さい掘くつし空を支配したとしても、それは一時的な勝ち分で、いつか大負けをして人類は地球に搾さく取しゆされるに違いない……。もしや俺おれは、その搾さく取しゆされた人類第一号なんじゃないか？」

「安心しろ。そういう時は胴どう元もとをぶん殴なぐって負けたもんを取り戻せばいい」

「なんと!?　ラッドの兄あに貴き、それはつまり地球を殴なぐるという事か!?」

「簡単だろ？　地面は動かないからな。砂場に山でも作りゃ馬乗りで殴なぐり放ほう題だいだ」

　無む茶ちや苦く茶ちやな事を言って落ち込むグラハムに、更さらに無む茶ちや苦く茶ちやな事を言い出すラッド。

　ネイダーは自分は何に付き合わされているのかと思いつつシャフトに目を向けるが、彼の答えは変わらず、表情を消したまま『聞き流して大だい丈じよう夫ぶです』と言うだけだった。

「くっ……流石さすがはラッドの兄あに貴きだ……。人生は波は瀾らん万ばん丈じよう、所しよ詮せんこの世は運任せのギャンブルと言うが、運に頼らず堅けん実じつに殴なぐる方法を考え続ける兄あに貴きに教えられた！　ああ、そうだ！　人生は楽しい！　それは一歩一歩明日あしたの夢へと堅けん実じつに足を進めているからだ！　これは革かく命めいだぞシャフト！　地球にも勝てるなら、ルノラータ・ファミリーなんざ楽勝だ！　そうだろう！」

「当たり前のこと言うな。そんなのグラハム坊ぼうや以外全員知ってるぜ？」

「そうだったのか！　俺おれは世界に置いて行かれていた……人生がギャンブルだとするならば俺おれはまだ賭かけのテーブルにすら着いていなかったというわけだ。つまり今までの負けはすべてノーカウント！　俺おれはまだ勝ってもいないが負けてもいない！　眼前にはまっさらな大だい地ちが広がっているんだ！　これが……これがフロンティアスピリッツという奴やつか！」

「おう、堅けん実じつに開かい拓たくしてけよー。グッチャグチャになあ！」

　テンションの上がりきった大声を通りに響ひびかせるグラハムを余よ所そに、ラッドはそれを軽く受け流す。車の後部座席にいるルーアという女性は薄く微笑ほほえんでいるだけで、こちらも何を考えているのか解わからない。

　とにもかくにもこれでは自分も一いつ緒しよに悪目立ちするだけだと思ったネイダーは、周囲に怪あやしい鳥や女性の姿すがたがないか警けい戒かいしつつ、ラッドに向かって問い掛けた。

「それで……俺おれに用っていうのは？」

「おう、お前、その代打ちとやらで今日きようもカジノに行くんだろ？　だったらよ、ちょいと頼みがあるんだ」

「頼み？」

「なに、こないだやったのと同じ事だ」

　ラッドはそう言うと、黒い鞄かばんをネイダーに手渡した。

「？」

　手を通して伝わってくる、ずっしりとした鞄かばんの重み。

　ネイダーは嫌いやな予感がして、そっと鞄かばんを開け、隙すき間まから中を覗のぞき見た。

　すると──そこには大量の紙し幣へいが入っており、嫌いやな予感が確信へと変わってネイダーの背骨を凍こおり付かせる。

「軍ぐん資し金きんだ。勝っても負けても構わねえ。それ使って、ルノラータ・ファミリーの卓たくで派は手でに暴れてきてくれや」

「いや、暴れろって……物理的にって意味じゃないよな？」

「当たり前だろ。物理的に俺おれが暴れる為ためにやるんだからよ」

「わけが解わからん」

　頰ほおを引きつらせるネイダーに、ラッドは楽しげに目を輝かがやかせて語り続けた。

「簡単なこった。とにかく金かね遣づかいが派は手でな奴やつって印いん象しようづけといて、ルノラータの奴やつらの注ちゆう目もくを浴びてくれって話だ。大勝ちする凄すご腕うでギャンブラーでも、一日で信じられねえ額を擦するバカでも、どっちでもいい」

「それで……あんたになんの得があるんだ？」

「ああ、あんたが代打ちしてる金持ちにも迷めい惑わくを掛けるつもりはねえんだ。ただ、目立って来てなんか色々と聞かれたら、必ず話の中に与よ太た話ばなしを一個付け加えて欲しいだけだ」




「……『フライング・プッシーフット号で、お宝を手に入れた』ってな」




「……はい？」

　一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になった後、

　──おい待て、なんでそこでその列車の名前が出てくる？

　──俺おれ、こいつにそこまで話したっけか？

　──それとも、なんか色々知ってるっぽいシャフトって奴やつが教えたのか？

　──お宝ってなんだ？　俺おれは列車に乗りこめてすらいないんだぞ？

「フライング・プッシーフットだ。船じゃねえぞ？　大陸横おう断だん鉄道を走る列車の名前だ。覚えられなきゃメモしとけ？」

「あ、ああ」

　──なんだ、俺おれが関係者だって知った上でじゃなかったのか。

　──そういやラッドにはプラチド・ルッソに追われてる事は言ったが、詳しい事までは言ってなかったような言ったような……。ああくそ、ここ数日ややこしい事が起こりすぎて、誰だれにどこまで俺おれの情報言っちまったのかも曖あい昧まいになってやがる。

　一つだけ確かな事は、先せん刻こく、ソーニャの幼おさな馴な染じみだというパメラという女にはすべてを洗いざらい話したという事だ。横にいたチェスやレイルと名乗った子供達も聞いているだろうが、そもそもあの子供達がどこに繫つながっているかをネイダーは把は握あくしていない。

　明日あしたまでには自分の噂うわさがＮＹ中に広がっている可能性すらあるのだが、既すでにヒルトンやシャーネにロックオンされている時点で、これ以上噂うわさが広まろうが広まるまいがさして状じよう況きように変わりはない。

　──ていうか、やっぱり今一つ良く解わからねえんだよな……。あの鳥の群れがヒルトンだかリーザだか……本名はどっちでもいいが、あの女の一部ってのが……。

　──いや、まあ、今までも全部違ちがう面つらや歳としの女が俺おれを見つけてた事を考えると、今いま更さら鳥もそうだって言われても納なつ得とくするしかねえか……。

　街の中で車が行き交う姿すがたを見て、やっと自分が夢ではなく現実の中にいると感じたのか、チェスやレイルから聞かされた話が如い何かにとんでもない事であるかという実感が湧わいてくる。

　それに比べれば、ラッドやグラハムはただ危険であるというだけで余よ程ほど現実的だろうとネイダーは考えたが、彼らの身しん体たい能力を思い出し、それ以上深くは考えない事にした。

「……それで？」

「その噂うわさが耳に届きゃ、お前さんは誰だれかに目を付けられるだろうよ。終わった後に尾び行こうされるか、下へ手たすら因いん縁ねんをつけられるかもしれねえ」

「駄だ目めじゃねえか！　何もいいことねえだろ！」

「いや？　そこで俺おれが、その因いん縁ねんつけてきた奴やつをぶっ殺すかぶっ飛ばすかぶちのめすかすれば、俺おれは気分がスッキリして得だろ？　ついでに情報が得られりゃ、俺おれの今の雇やとい主ぬしのガンドールも得して、マフィア絡がらみの悪あく党とうが何人か消えてＮＹも得する。おお、みんなハッピーじゃねえか。やったな、オイ！」

　バンバンと肩を叩たたきながら言うラッドに、ネイダーはおそるおそる尋たずねる。

「……俺おれの得は？」

「その金をやる。負けても他人の金だし、勝ったら大おお儲もうけだ。雇やとい主ぬしから預かった金に手をつけなきゃ、最低でも勝ち負けゼロって報告できるだろ？　やったな、オイ！」

　更さらに強く背を叩たたいてくるラッドに、ネイダーはなんと言って断ろうかと考えたのだが──

　ふと、そこで思し考こうの方向性を転てん換かんさせた。

　──これは、どうなんだ？

　──監かん視ししてるんだよな。色んな組そ織しきが。

　──捜そう査さ局だってそうだ。

　──仮に、本当にでかい揉もめごとが起これば……。

　──マンフレッド・ベリアムの目にも……つくのか？

　それは、薄はく氷ひようの上を歩くような望み。

　パメラの話では、ベリアム上じよう院いん議員はカジノパーティーを注ちゆう視ししているらしい。

　自分のようなチンピラがベリアム上じよう院いん議員の興きよう味みを引く可能性があるとすれば──それは、何か想そう定てい外の出来事が起こり、自分がその中心にいた場合だけだろう。




「いや……待て待て待て……」

「ん？　どうした？」

　思わず口から思し考こうが漏もれたネイダーにラッドが問い掛けるが、ネイダーはハっとして目を泳がせた後、取り繕つくろう言葉を吐き出した。

「あ、いや……独ひとり言ごとだ。すまねえ、ちょっと考えさせてくれ」

「あんまり待たせるなよ？　これからフーの野や郎ろうをからかいがてら、医者の旦だん那なに改めて挨あい拶さつでもしとこうと思っててな。そもそもあの灰はい色いろ尽ずくめの医者の旦だん那なと会ったのも例のフライング・プッシーフットでよ……」

　自分だけではなく、グラハムやシャフトに対しても語り続けるラッドを確かく認にんしたネイダーは、仕事を受けるかどうかを考えるフリをして、その更さらに『先』に思し考こうを巡めぐらせる。

　──いやいや、おかしいだろ。

　──なんで俺おれ、こんなこと考えてんだ？

　──上じよう院いん議員に注ちゆう目もくされてどうしようってんだ？　交こう渉しようのカードなんざ持ってねえんだぞ？

　──第一、昨日きのうまで、逃げる事しか考えて無かったじゃねえか。

　強い困こん惑わくに襲おそわれるが、思し考こうの方向性が元に戻らない。

　ネイダー・シャズクール。

　小こ悪あく党とうである彼は、どれだけ自分に言い聞かせようと、『一歩目』を踏み出せずにいた。

　九死に一生を得て、善意ある者達に命を救われ、かろうじて悪事に染まりきる事だけは回かい避ひできたという自覚はあった。しかし、その先に進む事ができない。

　悪に染まりきれないのならば何になれるのか？　それを何度も考え続けたが、このＮＹで事件の渦うずに巻き込まれ、シャーネに殺されかけてもなお足りないとばかりに理由を求め続けたのだが、結局逃げる事しか考えられなかった。

　その自覚はある。

　あるにも関わらず、何な故ぜ、自分は今、余よ計けいな事を考えているのだ？

　己おのれの心が解わからぬまま、ネイダーは頭を回転させ続ける。

　──俺おれは、確かにレムレースの連れん中ちゆうを売ってる。

　──それが家族を助ける要因の一つになったのかどうかは解わからねえ。

　──だが、捜そう査さ局を通じて俺おれの事を調べてくれれば、辿たどり着つくんじゃねえか？

　──俺おれが、レムレースの裏切り者だって事に。

　ベリアムの手の者がこちらに接せつ触しよくして来た場合、何を語ればいい？

　どうすれば、ベリアムの組そ織しきの内部に食い込める？

　どうすれば、そいつらにとって有用な情報を手に入れる事ができる？

　どうすれば、このイカれたカジノパーティーの絡から繰くりを見み渡わたせる？

　どうすれば、どうすれば、どうすれば。

　同じ単たん語ごが何度も何度もネイダーの脳のう内ないに去来する。

　だが、結局はそれらもすべて過程に過ぎない。

　彼自身も気付いていた。結局は、その『どうすれば』という問い掛けの果てに、自分の欲望がどこに辿たどり着くのかという事を。

　パメラと出会い、その存在が同じ街にいると知らされた瞬しゆん間かんから──彼は、既すでに自分の過ちに囚とらわれていたのだろう。

　──どうすれば、ソーニャとの約束を守れる？




　──どうすれば……俺おれは、堂々とソーニャに会える？




　それを自覚するのと同時に、彼は思い至る。

　何な故ぜ、恋こい人びとというわけでもない、ただの幼おさな馴な染じみに会いたいのかという理由を。

　──ああ、そうか。


──俺おれ、多分、死ぬもんな。　　　　　　　　　　　　　




──うん……殺されるよな。普ふ通つうに考えて。



　ズシリ、と、背骨が重くなったかのような錯さつ覚かくを感じたが、その重みは、寧むしろ彼の浮ついていた両足を地面へと押しつけた。

　これまで否定してきた、永遠に逃のがれたがった運うん命めいを、自分はここ半日ほどで、知らぬ間に受け入れていたらしい。

　シャーネに狙ねらわれ、鳥の群れと化したヒルトン姉妹しまいに狙ねらわれ、カジノでは目をつけられ、ラッドやグラハムといった粗そ暴ぼうな男達に絡まれ、近きん隣りんのマフィア組そ織しきが集結しているカジノパーティーに参加する事となった。

　しかも、過去の約束を思い出した矢先に、肝かん心じんの幼おさな馴な染じみは何やら焦きな臭くさい事をしている政治家の下で人を撃うたされようとしているというおまけ付きだ。

　だが、最後に降って湧わいたその『おまけ』こそが、ネイダーという男にとっては最も重要な事だったのだが。

　自分の周りからは、どう足あ搔がいても色濃い死の霧きりが晴れないようだ。

　ＮＹから逃げ出せば生き延びる事はできるかもしれない。

　自分一人で、唯ゆい一いつ自分を自分たらしめる『約束』も捨て去って逃げ出せば、あるいは寿じゆ命みようは少しだけ延びるのだろう。

　──それは何日だ？　３日か？　５日か？

　──あのヒルトンやシャーネから……。

　──ヒューイ・ラフォレットって化ばけ物ものから、本当に俺おれは逃げ延びる事ができるのか？




「なあ」

　気付けば、ネイダーはラッドに向かって口を開いていた。

「どうした？　金を受け取る気になったか？」

「いや……参考までに聞きたいんだが……。あんた……最初に俺おれを見て言ったよな。俺おれが、死ぬ事にビクビク怯おびえてる憶おく病びよう者ものだって」

「おお。今もそうだぜ？」

「……どうすれば、死ぬ事を忘れられると思う？　死ぬのが怖こわくなくなる？」

　目の前の男は、ネイダーが今まで見て来た中でも指折りの強者つわものである。

　それこそ、一対一ならばシャーネが相手でもなんとかしてしまうかもしれない。

　組そ織しきの乗り換えを繰り返してきたネイダーにとって、強者つわものを感じ取るセンサーはこれまでの人生で手にしてきた数少ない特性であり、様々な意味において強者つわものを見み極きわめる自信はあった。

　そんな男のようになるにはどうすればいいのか？　ネイダーは初めてそれを尋たずねる事にしたのだが──遠回しに尋たずねすぎたせいで、身も蓋ふたもない答えが返ってくる事となる。

「簡単さ。死んじまえばいい」

「……」

「俺おれはなあ、自分が死なねえと思ってるような危き機き感のねえ連れん中ちゆうに、『手前てめえらは、次の瞬しゆん間かんに不幸な事故で死ぬかもしれねえ。俺おれと会った事がその不幸な事故って奴やつだ』って言って殴なぐり殺すのが好きなんだよ。自分はいつだって簡単に死ぬって事を忘れたら、俺おれがぶち殺して思い出させてやるから安心しろ」

　本格的に尋たずねる相手を間違えたと思いつつも、ネイダーは敢えてその先に踏み込んだ。

「死を怖おそれない英えい雄ゆうが嫌きらいってわけか」

　すると、ラッドはハア、と大きな溜ため息いきをついて首を振る。

「全然ちげえよ。いいか？　そもそも死ぬのを怖こわがらねえのと、自分が死ぬと思ってないってのは全然別物なんだよ！　自分が死ぬ筈はずがねえって思う野や郎ろうは、大たい抵てい逃げてるだけだ。目を逸そらしてるだけだ。死を怖おそれないってのは、死ぬのを受け入れて、それでも足あ搔がく奴やつの事だ。そんな奴やつは殺してもつまらねえ。それ以前に意味がねえ」

　いつの間にか論点が『自分が殺して楽しいかつまらないか』というものに変わっているが、ラッドはそのまま語り続けた。

「結局最後まで生き残る野や郎ろうってのは、憶おく病びような奴やつだ。俺おれを見かけたら、一いち目もく散さんに逃げるような奴やつだ、そもそも俺おれのいる所に来ねえような野や郎ろうさ」

「……その憶おく病びような奴やつが、何かを変えたいと思ったらどうすればいい？　憶おく病びようなまま誰だれかを救いたい。英えい雄ゆうになりたいって言ったら、あんたはどんな助言をする？」

「面白ぇこと聞くな。お前やフーみたいな奴やつが英えい雄ゆうに？　そいつぁ無む理りだ……って言い切っちまうのは楽だが、ちと俺おれも興きよう味みあるな。グラハム坊ぼうやはどう思うよ？」

　ネイダーが止める間も無く、ラッドは更さらに相談相手には向かない人物に話を振る。

「悲しい……悲しい話をしよう。憶おく病びよう者ものが英えい雄ゆうになる……？　そんな事があっていいのか？　例えば火星人が地球に攻めてきた時、勇気を持って戦いを挑いどんだ者達が殺されていく中、ヒイイ怖こわい死にたくないお助け神様ヘルプミー……と叫んでいる奴やつが英えい雄ゆうと呼ばれる可能性などあるのだろうか!?　いや、無い！　そして人類では火星人には勝てない……。故ゆえに憶おく病びよう者ものは苦しむ時間が長引くだけだ！　悲しい……！　なんと悲しい話だ！　地球はもうお終しまいだあ！」

　──向く向かない以前の問題だ。

　ネイダーがこれまで出会ってきた中で、頭のネジが飛んでいたのはシャーネやラッドだったが、言葉のネジが飛んでいるのはダントツでこのグラハムという男だ。

　巨きよ大だいなレンチを振り回している時点で頭のネジも飛んではいるのだろうが、捲まくし立てる言葉の内容からは頭が良いのか悪いのかすら解わからない。

　どうやってこの男のマシンガントークから会話の流れを戻そうかと悩んでいた所で、シャフトの車の後部座席の窓が開いた。

　そして、そこから顔を出したラッドの恋こい人びと──ルーア・クラインが、絶ぜつ妙みようなタイミングでグラハムの長台詞ぜりふの合間に自分の言葉を滑らせた。

「いいえ、地球はまだ終わらないわ、グラハム君」

「ルーアの姐あねさん!?」

　グラハムにとって、ルーアは兄あに貴き分であるラッドの婚こん約やく者であり、人間としても『なんと落ち着きのある女性だ』と尊そん敬けいしている。

　ルーアがグラハムの会話に加わる事はあまりないのだが、たまに口を開くと鋭い事を言って流れを変えてくるので、そうした意味でもグラハムはルーアに頭が上がらないようだった。

「地球にまだチャンスが……!?」

「恐きよう怖ふと苦しみに耐えながら、最後まで生き残ったとしたら……その憶おく病びよう者ものは、人類最後の一人よ？　最さい期ごの瞬しゆん間かんまで人間であり、生きる事で火星人に抗あらがい続けた凄すごい人じゃない？」

「なんと!?」

　驚きよう愕がくするグラハムに、ルーアは穏おだやかな笑えみを浮かべながら持じ論ろんを展開していく。

「ただ一人、孤こ独どくの中で、死ぬまで『人はまだ滅ほろびていない』と証しよう明めいし続ける。記録に残す人もいない。誰だれも賞しよう賛さんする人もいないけれど、私は……その人は英えい雄ゆうだと思うわ」

「ったく、本当にルーアは後ろ向きのまま前に進む奴やつだ。そこがイカスだろ？　なあ？」

　惚のろ気けらしき言葉を言うラッドに問われ、ネイダーはとりあえず「お、え……はい」と返す事しかできなかった。

　一方で、グラハムはテンション高く叫び声を上げ始める。

「おぉ……おぉぉぉお！　楽しい！　楽しい話をしよう！　こうして地球は救われた！　すべてのものは表ひよう裏り一いつ体たい、千せん変ぺん万ばん化かの十じゆう人にん十と色いろ！　憶おく病びよう者ものだった筈はずの男が、火星人からひたすら逃げ続けただけの男が、視点を変えただけで英えい雄ゆうに様変わりだ！　英えい雄ゆう万ばん歳ざい！　これで地球は俺おれ達たちのものだ！　まさに英えい雄ゆう！　皆を救ってハッピーエンドだ！　人類万ばん歳ざい！」

「……人類最後の男なのに、誰だれを救うんですか？」

　反射的に口から出たシャフトの言葉に、グラハムはレンチをビシリと突きつけながら自信満々に答えた。

「もちろん、人類最後の女だ！　火星人を助けてやったっていい！　昨日きのうの敵は今日きようの友よ！」

　シャフトは何か言い返そうとしたが、横で沈ちん黙もくしているネイダーに気付き、慌あわててフォローの言葉を入れる。

「……」

「あ、聞き流して大だい丈じよう夫ぶですから」

　だが、ネイダーはそのシャフトの言葉とは逆に、ルーアとグラハムの言葉を聞いてから深く考え込むように沈ちん黙もくしていた。




　──視点を……変えるか。

　──逆に言えば……周りの連れん中ちゆうに……視点を変えさせればいいのか？

　自分にそれができるのか？

　その疑念は頭に浮かぶが、できるかできないかを計算に入れられるような状じよう況きようではない事も理解している。




　──俺おれは、詐さ欺ぎ師しだ。

　──その過去は塗り替えられない。

　──なら、それを利用するしか……ねえだろう。

　──生き残る為ためじゃない。

　──ただ、アイツを助けられればそれでいい。

　──ヒーローはいるって、最後にアイツを騙だませればそれでいい。




　そしてネイダーは、羽う化かの時を迎える。

　──ああ、そうだ。それでいい。

　──全員騙だましてやろうじゃないか。俺おれがとんでもない奴やつだと信じ込ませてやる。

　蝶ちようではなく、僅わずかな希望に吸い寄せられる蛾がへと。

　闇やみ夜よの蛾がは、己おのれの姿すがたを蝶ちようと錯さつ覚かくさせられるのか。

　その答えを探す前に、ネイダーは静かに決けつ意いする。

　ソーニャの名前を聞いてぐらついていた自分の背を最後に押したのが、レンチを持った男の狂ったような口こう上じようというのは如何いかがなものかと思ったが、ネイダーは、ある意味この狂った状じよう況きように足を踏み込んだ自分にはお似に合あいだろうと苦く笑しようした。




　──まずは、自分を騙だますか。




　小こ悪あく党とうは呼吸を整える。

　そして、ヒーローとは縁えん遠どおい、過去の自分を思い出す。

　ヒューイという存在に己おのれを狂わされる前の、成功の階段を上っていた頃ころの己おのれの姿すがたを。

　息を吐ききった時、そこに小こ悪あく党とうはもうおらず、詐さ欺ぎ師しの目をした男が立っていた。




「ん……？」

　ラッドの表情が、一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどいの色に染まる。

　怯おびえているのはそのままだが、ネイダーという男が、一いつ瞬しゆんだけ別人のように感じられたのだ。

「お前……ネイダーだよな？」

「……ああ」

　だが、ラッドの疑念は、次にネイダーが放った言葉を聞いて、歓かん喜きの色に塗り潰つぶされる事となる。

「解わかったよ……。この金は受け取った」




「次にアンタに会うのは、今夜のパーティーの後だ」













二十七章　邪魔が入らぬわけがない







「おいおい、困った事になったぞ、俺おれ」

「厄やつ介かいな事になりましたね、私」

　熊くまを探す双ふた子ごの護ご衛えいが辿たどり着いたのは、ＮＹの片かた隅すみにある診しん療りよう所じよだった。

『病院に熊くまが出たらしい』という噂うわさを聞いて行くと、周囲には野や次じ馬うまが集まっており、病院の門の前にはスーツ姿すがたの男達が数名立っている。

「物もの腰ごしからして、警察関係者か？」

「ええ、それも、かなりの凄すご腕うで……。捜そう査さ局の関係者かもしれませんね」

　野や次じ馬うまに混ざって内部の様よう子すを窺うかがっていると、そこに新たな動きがあった。

　傍そばの路ろ肩かたに一台の車が止まり、その中から数名の男女が現れる。

「……おい、俺おれ。あいつら……何かヤバイ空気を感じるぞ？」

「同感です、私。レンチの男は、確かＮＹの要注意人物として写真を見せられた筈はずですよ」







「おいおい、なんだ？　フーの仕事場、えらい騒さわぎじゃねえか。人ひと死じにでも出たか？」

　ラッド・ルッソは、昨日きのうまで閑かん散さんとしていた診しん療りよう所じよの前に人が集まっている事を疑問に思いつつ、ズカズカと野や次じ馬うまをかき分けて進んでいく。

「悲しい……悲しい話をしよう。謎なぞの人混みが俺おれ達たちの前に立ち塞ふさがる……。昨日きのうまでと違う日常を前に俺おれの心は！　果て無き困こん惑わくに満たされている！　どうすればいい？　どうすれば俺おれはいつもの日常を取り戻せる!?　誰だれが俺おれの日常を奪うばった!?　火星人か？　金星人か？　それとも同じ地球人同士で愚おろかな争いを繰り返そうというのか!?」

「あの、グラハムさん？　グラハムさん？」

『カジノパーティーの準備を始める』と言ったネイダーと別れた為ため、ラッドとグラハム、ルーアとシャフトの四人は知人の働く病院へとやってきた。

　衆しゆう目もくを気にしないラッドについていく形でグラハムがレンチを振り回している為ため、野や次じ馬うま達は『何か危ないものが来た』と即そく座ざに理解し、病院の前から散り散りに逃げていく。

　だが、診しん療りよう所じよの入口にいる見張りらしき男達が逃げる事はなく、寧むしろ警けい戒かいの視線をラッドとグラハムに向けていた。

「あれ、多分警察関係者ですよ」

　シャフトがそんな事を口にするが、ラッドは全く気にせぬまま歩ほを進め、入口にいた男達を無視して病院の内部に入り込もうとした。

「止まれ、今日きようは臨時の休きゆう診しん日びだ」

「おいおい、俺おれやこいつらが病気に見えるか？」

　自身とグラハムはある意味行動が病的であり、ルーアは万年顔色が悪い状態なのだが、ラッドは欠片かけらも気にせず堂々と言い放つ。

「ま、俺おれ達たちは関係者だ。通らせて貰もらうぜ」

「お、おい！」

　見張りの男達が慌あわてて止めようとした時、診しん療りよう所じよの中から声が響ひびいてきた。

「おー！　ラッドか!?　ちょっと来てみろよ！　凄すごいぞー！」

　それに続いて「おい、勝かつ手てに部外者を……ん？　ラッド？」という声も聞こえてきたが、ラッドは首を傾かしげつつも見張りに対してにやりと笑う。

「お呼ばれしたんじゃ、しょうがねえなあ」

　止めようとする見張りをふりほどいて診しん療りよう所じよの中に入ると、ラッドの目に、想そう定てい外がいのものが飛び込んできた。

　体長３メートルは超すであろう巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐまと──その横で何やら興こう奮ふんしている、アイザックとミリアの姿すがたである。

「……ＧＲＲＲＲ……」

　熊くまは喉のどを鳴らしているが、敵意自体はないようで、横で背中をさすっているアイザック達を振り払おうともしていない事から、だいぶ人に馴なれている個体だという事は理解できた。

「なんだこりゃ？　いつからここは動物病院になった？」

「ふむ……診みれない事はないが、本来は専門外だよ」

　その声に振り返ると、そこにはフーの雇やとい主ぬしである医者の姿すがたがあった。

「よう、灰はい色いろ魔ま術じゆつ師しの旦だん那な。今日きようは改めてアンタにルーアやフーが列車で世せ話わになった時の礼れいを言いに来たんだが、こりゃ一体どういうこった？」

「迷い熊ぐまらしいね。どこぞのマフィアが飼育していたものが逃げ出したらしいが、炊たき出しに使う干し肉の匂においに誘さそわれてうちに来たようだ」

「そいつぁ物ぶつ騒そうな世の中だな。フーはどうした？　もしかして喰われちまったか？」

　ラッドが軽い調子で言うと、扉とびらが開いて奥から当の本人が現れる。

「喰われてたら、仇かたきの一つでも討うってくれたか？」

「どうかな。流石さすがに俺おれも熊くまの死生観までは解わからねえしな」

「結局そこが基き準じゆんなのかよ」

　呆あきれたように言うフーにジト目で見られるが、ラッドは涼しげにその視線を受け流しつつ、自分は初めて眼めにする巨きよ大だいな熊くまを見つめていた。

　すると、自分を院内に呼び込んだアイザックが熊くまの背をモフモフとさすりながら口を開く。

「タイミングが悪かったなあ。さっきまでフィーロも居たんだけどさ、丁ちよう度どラッドと入れ違いで仕事に行っちまったよ」

「ビジネスライクだね！　タイムイズマネーだね！　黄おう金ごん狂きよう時代だね！」

　はしゃぐ二人の言葉を聞いて、ラッドはフィーロにメルヴィの事を聞きそびれたなと肩を竦すくめつつ、意い識しきを別の人間に滑らせる。

　自分の事を先せん刻こくから鋭く睨にらみ付けている、眼鏡めがねをかけた神しん経けい質しつそうな男だ。

「で？　あの仕事の愚ぐ痴ちを亀かめに聞いて貰もらうのが趣しゆ味み、って感じの面つらしてる奴やつは誰だれだ？」

「ああ、ええと……ヴィクターさんって言って、俺おれをアルカトラズに連れてった人さ！」

「余よ計けいな事は言うな。っていうか、亀かめがどうたらを何普ふ通つうに受け入れてんだ！」

　アイザックの言葉をピシャリと遮さえぎり、ヴィクターと呼ばれた男がラッドに歩み寄ってくる。

「……ラッド・ルッソだな？　ルッソ・ファミリーの殺し屋が昼間から堂々とお天道てんと様さまの下を歩いてるたあな。自分の仕事に意味があるのか解わからなくなってきて嫌いやになるぜ」

「なるほど。手前てめえ、捜そう査さ局の人間か？　ああ、勘かん違ちがいしないように言っておくが、俺おれは今はフリーランスだ。俺おれが何しようが、ルッソ・ファミリーには関係ないぜ？」

「フン……リカルド・ルッソか……。まあ、奴やつらはどのみち大した事はできねえだろうよ。それよりも、お前がこのＮＹで何をやらかすかの方が重要だ」

「嬉うれしいねえ。あんた、俺おれのファンか？　だが、困った事になったぜ？　アンタからは、俺おれが嫌きらいなタイプの人間と同じ臭においがプンプンしやがる」

　ラッドは目を細めると、義ぎ手しゆを右手で擦さすりながら口こう角かくを上げる。

「あんた、こんな状じよう況きようでも余よ裕ゆうだな。目の前にはどでかい熊くまが居て、俺おれみたいな出しゆつ所しよしたての殺し屋が目の前にいるってのによ。……まさか手前てめえ、自分が死なないとか思ってないか？」

　その言葉に、ヴィクターは一いつ瞬しゆん眉まゆを顰ひそめたが、すぐに顔に余よ裕ゆうの色を浮かべ直し、冗じよう談だんめいた口く調ちようで言った。

「だとしたらどうする？」

「そうだな。灰はい色いろの魔ま術じゆつ師し……ここの医者先生にゃ恩おんが有るからよ、ここで死体を増やすってわけにはいかねえ」

「賢けん明めいな判はん断だんだな。ビビッたとも受けとれるがね」

　露ろ骨こつに相手を挑ちよう発はつするヴィクター。

　ラッドもそれを理解しているのか、笑いながらヴィクターの肩に手を置き、朗ほがらかな笑顔と共に口を開いた。

「そこでだ、医者先生に恩おんを返そうと思う」

「あん？」

「怪け我が人にんが増えりゃ、病院は儲もうかるよな……？　全治30年って感じの傷がベストだと思うんだが、どうだ？」

「何が『どうだ』だ！　思し想そうも矜きよう恃じもねえ、ビジネスですらねえ快楽殺さつ人じん鬼きの殺し屋が俺おれを脅おどしてるつもりか？　舐なめるなよこの若わか造ぞう。ただの暴ぼう力りよくで俺おれ達たち国家権けん力りよくをどうにかできると思うな？　手前てめえが人殺ししてる間にも、国は何千万って命を預かってんだ。お前が支配できる命なんざ、所しよ詮せんは手前てめえの目と銃じゆう弾だんが届く範囲でしかないって事を理解するんだなこの低てい脳のう野や郎ろう」

　青あお筋すじを立てながら捲まくし立てるヴィクターに、傍そばに居た捜そう査さ員が声を掛ける。

「あー……ヴィクター副ふく室長。国家権けん力りよくを笠かさに着てる汚お職しよく警官みたいですよ？」

「うるせえ！　いいからとっととこいつをつまみ出せ！」

　ヴィクターが目を部ぶ下かの方に向けた瞬しゆん間かん、ラッドは右手を大きく振りかぶった。

　同時に、アイザックが仲ちゆう裁さいの声を掛けようと口を開く。

「おいおい、喧けん嘩かはやめ……」

　しかし、その言葉を最後まで言う事はできなかった。

　それまで大人おとなしく蹲うずくまっていた灰はい色いろ熊ぐまが、突とつ然ぜん身を起こして立ち上がったからだ。




「……っ！　くそ！」

　それは、ヴィクターにとって想そう定てい外がいのタイミングだった。

　フィーロから『熊くまを預かってくれ』と言われた時は何事かと思い、実際にその大きさを確かく認にんして戦せん慄りつしたが、その熊くまがルノラータの所有物と知った瞬しゆん間かん、ヴィクターはそのペットを取引の道具として使おうと決けつ断だんしたのだが──

　まずは捜そう査さ局の施し設せつまで移送しようと準備していた時に、要注意人物であるラッド・ルッソが現れた。

　だが、流石さすがに熊くまに殴なぐり掛かる程の愚おろか者ものではなかったかと安あん堵どしつつ、こちらに手を上げさせて逮たい捕ほするかという安易な考えで挑ちよう発はつしていたら、何な故ぜかラッドよりも先に熊くまが動きを見せたのである。

　──おいおい、なんだ？　どうして突とつ然ぜん立ち上がった？

　これまで完全に大人おとなしくしていたというのに、何か周囲の状じよう況きように変化があったのだろうか？

　ヴィクターは五感を研とぎ澄すまし、周囲の変化を探ろうとしたのだが──

　研とぎ澄すますまでもなく、すぐに『それ』に気付く事ができた。

「……？」

　ラッドやアイザック達も『それ』に気付いたようで、不ふ思し議ぎそうな顔で周囲をキョロキョロと見渡している。




「……なんだ？　この『音』……。どこから響ひびいてる？」




　それは──何かのうめき声にも似た、人工的に作られたと思おぼしき不ぶ気き味みな音だった。
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同時じ刻こく　マルティージョの地下カジノ




「……なるほどな」

　客を入れていない状態の閑かん散さんとした違法カジノ内。

　ラッドが破は壊かいした設備の傷きず跡あとも生々しい状態の施し設せつ内で、フィーロは数台のスロットマシンを解体していた。

　更さらには、まだ設営準備中だった、完全に新品状態の同型スロットも共に解体して部品をすべて床の上に広げている。

　そして、すべての部品一つ一つを精せい査さするという気が遠くなる作業を経て、フィーロは一つの確信を得る事ができた。

　すべてのスロットマシーンを、任意のタイミングで同時にスリーセブンを揃そろえるという不ふ可か思し議ぎな現げん象しよう。あれをもし通常営業時に他の客に見られていたら、店の作さく為いを疑われ二度と客は寄りつかなくなるだろう。

　逆に言うと、カジノパーティーの最中にそれをやられたら、ルノラータ以外の周囲の組そ織しきの反感も買う事となる。フィーロもマルティージョ・ファミリーの面子メンツも、独立した組そ織しきとして縄なわ張ばりを持っている以上、どこの組そ織しきからも敵対される事は覚かく悟ごしていた。だが、メルヴィ・ドルメンテルの手の内で敵対させられるのは不本意極きわまりない事だ。

　それ故ゆえに、なるべく早く打開策を見つける可能性があったのだが──

「どうしたのフィーロ？　何が『なるほど』なんだい？　ギアだのネジだのっていう人工物極きわまりない存在に塗まみれて、ようやく大自然のありがたみに気付いたのかな？」

　護ご衛えいと称してカジノにやってきたクリストファー・シャルドレードが、赤い眼めを輝かせながらこちらを覗のぞき込んでくる。彼の主あるじであるリカルドも来ているが、彼女──フィーロはまだ『彼』だと思っているが──もフィーロのしている事に興きよう味みはあるようで、クリストファーの横からこちらの作業に視線を向けている。

「あいつは魔ま法ほう使つかいなんかじゃない。ただの手て品じな師し……いや、そりゃ手て品じな師しに失しつ礼れいだな……」

　フィーロは肩を竦めると、苦く笑しようしながら自分の出した結論を口にした。

「メルヴィ・ドルメンテルは単なるイカサマ師しだって事さ」

「ああ、明日あした、君がケリをつける相手だよね？　僕が最初にここに来た時に、あの赤毛と一いつ緒しよにいた……」

「まあな」

「それでそれで？　一体そのメルメル君はどんなトリックを使ってたんだい？」

　興きよう味み津しん々しんといった表情で尋たずねるクリストファーに、フィーロが答えようとした。

「ああ、トリックなんて上等なもんでもない力技さ。奴やつは……ん？」

　しかし、その答えは途と中ちゆうで寸断される。

「なんか……音してないか？」

「……してるね？　多分外だよ」

　うめき声とベルを合わせたような独特な音が、カジノの地下にまで響ひびいて来ている。

　恐らく外では相当な音量となっているだろう。

　何かのサイレンだろうかと首を傾かしげるフィーロを余よ所そに、クリストファーがキョトンとした顔で口を開いた。

「あれ？　でもこれ……聞き覚えあるなあ」

　そして、記き憶おくを辿たどったクリストファーは、すぐに求める答えに辿たどり着く。

「ああ！　これ、サロメの音だ！」

「サロメ？」

「ヒューイ・ラフォレットの部ぶ下かの一人だよ」




「僕やアデルみたいな、ホムンクルス崩くずれを生み出した変人さ」
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　セントラルパーク。

　この時代で、既すでに１２０年以上の歴史を誇るマンハッタン最大の憩いこいの場。

　３平方キロメートルを軽く超える敷しき地ち面積の中に、様々な植物が生命を営み、摩ま天てん楼ろうの合間に緑のオアシスを作り上げている公園である。

　不ふ況きようが始まってからは仕事や家を失った者達が多く寝ね泊とまりし、政府が本格的に対たい処しよするまで一時的に治安が落ち込む事となるのだが、この時代はその治ち安あんの崩ほう壊かいと回復を辿たどるまでの緩ゆるやかな過程の入口、という頃ころ合あいだった。

　ところが現在、その一いつ画かくからホームレスは疎おろか、一般の来訪者の姿すがたも消えている。

　何な故ぜなら現在、その区く画かくには妙みような集団が集まっており、彼らを中心として奇き妙みようなうめき声のような轟ごう音おんが響ひびき渡っているからだ。

　そして、そんな奇き妙みような音の中で、更さらに奇き妙みような言葉の羅ら列れつを叫び唱うたう男が一人。




「おお……耳じ朶だに触れるこの揺らめきは、神々の憤ふん怒ぬか、はたまた人類の慢まん心しんか……。

　何なに故ゆえに文明の営みは大たい気きを形無き臓ぞう腑ふへと改め、己おのれの存在を鼓こ舞ぶするというのか。

　まだ足りぬ、足りぬと脳のう髄ずいを揺さぶるこの胎たい動どうは、我が魂たましいをも取り込み産うぶ声ごえを求めん……。

　欺ぎ瞞まんなる綻ほころびを縫ぬい合わせ、胎たい盤ばんと化したこの身は新たなる欲望を育はぐくまんとす！

　願望という名の赤あか子ごは、今こそ我が口より生まれ出でたり！

　産うぶ声ごえはただ叫ぶのです！

　草そう昧まいたる世よ、来たれ！

　静せい寂じやくよ、沈ちん黙もくと共に蠢うごめき踊おどるがいい！

　世界の鼓こ動どうを打ち消し、森しん羅ら万ばん象しようの時を止めて見せよ！　と……。ぐぼぁば」




　奇き妙みような悲鳴で締しめくくられた言葉を放ったのは、頰ほおに厚く髭ひげを蓄たくわえ帽ぼう子しを深く被かぶる男。

　仲間に『詩人』とだけ呼ばれている彼に悲鳴を上げさせたのは、長い金きん髪ぱつが特とく徴ちよう的な、凛りんとした眼まな差ざしを持つ美女──シックルの回し蹴げりだった。

「……『五う月る蠅さい』と一ひと言ことで済む話を、何な故ぜそこまで五う月る蠅さくがなり立てられるのだ貴き様さまは」

　男おとこ勝まさりの口く調ちようで言うシックルに、ゆらりと立ち上がりながら『詩人』は尚なおも回りくどい言葉を紡つむぎ続ける。

「勝者とは常に時代の改かい竄ざん者たるべきであり、敗者とは常に歴史の記録者たるべきである。

　私の肉体は祝福によって快復し、恩おん讐しゆうによって不ふ可か視しの傷きず痕あとを私の歴史に刻きざみ込むのです。

　破は壊かいは更さらなる破は壊かいを呼び込み、やがて天を覆おおうであろう。

　心撃うち砕くだかれた敗者の傷きず痕あとによって、歴史は天に刻まれるのです。

　其そはやがて慟どう哭こく渦うず巻まく濁だく流りゆうとなりて勝者達の時代を押し流すであろう！

　時代を謳おう歌かする勝者よ、怖おそれるがいい！　おののくがいい！

　改かい竄ざんせし欺ぎ瞞まんの雨に打たれながら、敗者の喝かつ采さいに苦しみ藻も搔がけ！　と……むぐぐ……」

「それは『暴力反対、覚えていろ』という意味か？　蹴けりを入れるまでに何度も口頭で『止めろ』と言ったのに無視をするからだろう」

　いつも通りのやり取りをしているシックルと『詩人』を余よ所そに、尚なおも音は鳴り続ける。

　その音の中心にいると思おぼしき男は、スピーカーのような奇き妙みような装そう置ちを纏まとったサロメだった。




「まったく……急に呼び出されたと思ったら、サロメ殿どのは何をしているのだ？」

　両手に包ほう帯たいを巻いた東とう洋よう人、ホン・チーメイ、通つう称しようチーの言葉に対し、シックルが答える。

「なんでも、熊くまを誘さそい出しているそうだ」

「熊くまを？　この街まち中なかでか？」

　研究のし過ぎでとうとうおかしくなったのかと訝いぶかしむチーだったが、身長２メートルを超える巨きよ大だい児じ、フランクがその疑問に答える。

「え、ええと。ルノラータさんの飼ってたペットが逃げちゃったんだって。それで、サロメさんがそれを捕つかまえてみせるって……。その熊くまさん、ぼ、僕よりもずっと大きいって……」

「……そんな巨きよ大だいな熊くまが街まち中なかを彷徨うろついたら、すぐに警官隊たいに射しや殺さつされる。それが総すべてだ」

「だから、その前に捕つかまえるって言ってた……」

　ニット帽ぼうを目の下まですっぽりと被かぶった厚着の少女が俯うつむくが、その小さな声はサロメの放つ奇き妙みような音に搔かき消された。

「近きん隣りんの動物を操あやつる音だと豪ごう語ごしていたが、どこまで信用できるのやら……」

　顔に美しい紋もん様ようの刺いれ青ずみを入れた女が答える。

　サロメは現在、『特定の種類の動物を誘おびき寄せる音』を装着型のスピーカーから流している。

　彼は奇き妙みようなスピーカーだけでなく、その電でん源げんとなる蓄ちく電でん池ちも背中に装そう着ちやくしていた。

　主に電気自動車等に用いる蓄ちく電でん池ちを、『リズム』が独自に小型化したものである。

　電気自動車の歴史は古く、十八世紀の後半に発明されて以い降こう、ガソリンによる内ない燃ねん機き関かんエンジンが発達するまでは電気自動車が世を席せつ巻けんし、１８９９年には時速１００kmを超える速度の電気自動車も開発されていた。

　かの発明王エジソンも独自に電気自動車を製せい造ぞうし、一年前の１９３４年には日本でも国産電気自動車が生まれていた為ために、それに伴ってバッテリーの技術も進化を続けていた。

　その中でも、世に出さない方向で自分達が使う為ためだけの改良を行ってきたサロメのバッテリーは、彼の背負うスピーカーにのみ特化した代しろ物ものだ。

　バッテリーから流れる直流電流の一部を、サロメが独自に開発した複雑怪かい奇きな回路を通して交流に変へん換かん。そのまま直流と交流をそれぞれ用いる複数のシステムを同時に駆く動どうさせた音声増ぞう幅ふく装そう置ちから、やはりサロメが独自に開発した不ぶ気き味みな音源が流れている。

　その音は遠くまで響ひびき渡り、数km先まで届いているかもしれない。このままサロメはセントラルパークの外周を回ってマンハッタンに広く音を響ひびかせて熊くまを誘おびき寄せるつもりらしいが、シックル達は『サロメは物作りは得意だが、相変わらず運用は下へ手ただな』という目でその実験を見守っていた。

　シックル達の他にも、燕えん尾び服ふくを着た男や上半身裸はだかでメガネをかけた筋きん肉にく質しつの男、髑どく髏ろのマスクの男など、『吸ラ血ミ鬼ア』の面子メンツが殆ほとんど総出で駆かり出されている。




「なんでこんなのにわざわざ呼び出されたんだ、俺おれ達たちは！」

　音に負けぬように大声で言うティムに、横にいたアデルが、大声を出す代わりにティムの耳元に口を寄せて言葉を返す。

「恐らくですが、熊くまが実際に現れた後、パニックにならないようにサーカスの興こう行ぎようと思わせるつもりではないでしょうか。……私達の外見、サーカス団っぽいですから……」

「……まあ、否定はできないな」

　珍ちん妙みような格かつ好こうをした自分の部下達を見て、ティムは改めて溜ため息いきを吐つく。

　──全く、こんな所を兄あに貴きに見られた日にゃ……。

　ガンドール・ファミリーで拷ごう問もん師しをしている糸目の兄を思い出しながら、ティムはそれでも周囲の警けい戒かいを怠おこたらずに視線を巡らせていた。




　そして、ゆっくりと公園内を移動しながら十数分が経過した頃ころ──

　ティムの視し界かいの片かた隅すみに、本当に『それ』は現れた。

　ルノラータ・ファミリーが飼育している、体長３メートルを超える巨きよ大だい熊ぐまが。

「うお、本当に来やがった！」

　そして、気付く。

　四つ足で駆かけてくる熊くまの周囲に、余よ計けいなものまでくっついて来ているという事に。
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十数分前




「この音はなんだ？　俺おれ」

「どことなく、クッキーの唸うなり声に似ている気がしますね、私」

　遠くから鳴り響ひびく音を聞いて、顔を見合わせるジュリアーノとガブリエル。

　注意深く摩ま天てん楼ろうなどにも反はん響きようしている音を聞き分け、どうやら音おん源げんはセントラルパークの方向だとあたりをつけた。

　すると、診しん療りよう所じよの扉とびらが開き、中からのしのしと巨きよ大だいな熊くまが姿すがたを現した。

　女性の悲鳴を皮切りに、野や次じ馬うま達があっという間に散開する。

「おお、あれは間違い無くクッキーですね、私！」

「怪け我ががないようで良かった。すぐに連れて帰るぞ、俺おれ」

　そう言ってクッキーに近づこうとした二人だが、門の所で見張っていた男達が、慌あわてて銃じゆうを抜くのを視し認にんした。

　すると、その瞬しゆん間かんにはもう既すでに二人は動き始めていた。

　大だい地ちを蹴けりながら懐ふところに手を伸ばし、投げナイフを同時に投げ放つジュリアーノとガブリエル。

　普ふ段だんはそれぞれナイフと銃じゆうを扱う彼らだが、現在は事を大おお袈げ裟さにし過ぎない為ためにその武ぶ器きをチョイスしたようだ。

　実際、そのナイフは男達の拳けん銃じゆうに正確にヒットし、捜そう査さ局の人間らしき男達は衝しよう撃げきで思わず銃じゆうを取り落とす。

「なんだ貴き様さまら!?」

　突とつ然ぜん襲おそいかかって来た双ふた子ごに叫ぶ男達に、双ふた子ごは言った。

「ルノラータの使いです。我々の主あるじの友人である熊くまを引き取りにまいりました」

「坊ぼつちゃんの友達を銃じゆうで撃うとうとするたあ、何て物ぶつ騒そうな連れん中ちゆうだ」

「……！　ルノラータ！」

　男達は狼ろう狽ばいしかけたがすぐに体勢を立て直す。

　そして、銃じゆうを構えようとした瞬しゆん間かん、門の中から熊くまがのそのそと飛び出して来た。

　ルノラータの人間と熊くま、どちらに銃じゆうを向けるべきか迷う捜そう査さ局の男達。

　だが、ここで更さらに彼らを混乱させる要因が現れた。

「楽しい……楽しい話をしよう。ヒャッホー！　熊くまだ！　すごいぞシャフト！　ラッドの兄あに貴きを外で待ってたら兄あに貴きの代わりにズングリムックリ熊くまが出た！　生なま熊くまだぞ生なま熊くま！　なんと力強い骨こつ格かく！　なんと美しい毛並み！　意い外がいと愛あい嬌きようのある顔！　それを台無しにする鋭い牙きば！　こいつが車ならば凄すごく解体しがいがありそうだ！」

「いやいやいや！　危ないっすよグラハムさん！　危なくなくても生き物を解体しないで！」

「安心しろ……人間以外の動物は大だい事じにしろと姉ねえさんに言われている……。つまり、これはシャフトがあの熊くまに解体される流れという事になりそうだがよろしいか！」

「よろしくないです！　縁えん起ぎ悪いこと言わないで下さい！」

　場に混乱しかもたらさぬ男、グラハム・スペクターの乱入である。




　更さらに、そこにヴィクターが顔を出す。

「畜ちく生しよう！　お前ら！　熊くまを止めろ！　街がパニックになるぞ！」

　銃じゆうを抜くヴィクターの前に、アイザックとミリアが躍おどり出て歩き続ける熊くまを庇かばうように立つ。

「おいおい！　待ってくれよ！　こいつは多分大だい丈じよう夫ぶだって！」

「私達の事を食べなかったよ？」

「そんなん安心な理由になるか！　邪じや魔まだ！　退どけ！　退どけ！　どごぼっ!?」

　叫んだヴィクターの身体からだが、突とつ如じよとして回転しながら吹き飛び、病院の門に叩たたきつけられる。

「悪ぃ悪ぃ、邪じや魔まだったもんでな。すれ違いざまにゲンコツがぶつかっちまった」

　ノソリと現れたラッドは、そのまま楽しげにグラハムや熊くまの方に近づいて行った。




　そんな混こん沌とんとした状じよう況きようの中、クッキーは自分を呼ぶような『声』を耳にしていた。

　熊くまの聴ちよう力りよくに関しては、諸しよ説せつある。

　人間と変わらぬ程度のものしかないというものから、高音おん域いきに限り人間を遙はるかに凌りよう駕がするといった説、あるいは逆に低音にこそ敏びん感かんなのだといった異い説せつまで様々だ。

　個体差があるとも言われているが、少なくともクッキー、あるいはチャーリーと呼ばれる個体は、通常の熊くまよりは聴ちよう力りよくに優れた存在である。

　クッキー自身にその自覚はないものの、サーカスに居た頃ころに様々な訓くん練れんを受けた結果であるとも言えた。

　自分を呼ぶ何かの方に行こう。

　餌えさが貰もらえるかもしれない。

　新しいショーがあるかもしれない。

　新しい『小こ柄がらな者達』の友人がいるかもしれない。

　懐なつかしい人達が待っているかもしれない。

　そんな感情らしきものを胸に抱き、灰はい色いろ熊ぐまはのしのしと町の中を歩み始める。

　やがて歩みというには些いささか早い速度となり、最後には疾しつ走そうと呼ぶに相応ふさわしい速度で、背後の喧けん噪そうを置き去りにして駆かけ出した。




　その背中に、アイザックとミリアがしがみついたままだと気付かぬまま。
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現在




「なんだなんだ!?」

　公園に現れたのは、確かにカルツェリオ・ルノラータの飼育していた熊くまだった。

　しかし、ティムの目には、その背中に一組の男女がしがみついているように見える。

　更さらに言うなら、どことなく見覚えのある二人だ。

　そして、その熊くまを追うように、公園内に二台のバイクが乱入する。

　──あれは……カルツェリオの護ご衛えいか!?

　元々バルトロ直ちよく属ぞくの護ご衛えいであり、現在はカルツェリオの護ご衛えいを務めているルノラータ・ファミリーの精せい鋭えい達。

　双ふた子ごのバイク乗りの事を理解していたティムは、そこまでは『まあ、ルノラータとは共きよう闘とう関係だから揉もめ事ごとにはなるまい』と考えていた。

　だが、その後に現れた自動車の中身がよろしくない。

　公園の柵さくを破って現れたその自動車の中には、ラッド・ルッソの姿すがたが見える。

　更さらに、かなりのスピードで走る車の屋や根ねの上にはレンチを持った青年が楽しそうに逆さか立だちしていた。

　──何事だ!?

　更さらに、その車の背後には何かがしがみついている。

　服をボロボロにしながらも、自ら意い志しで車の後部に摑つかまっていると思おぼしき眼鏡めがねの男は、一体何者なのであろうか。




　そして、ティムは気付かなかった。

　これから混乱を迎えようとしているセントラルパークの上空に、数羽の鳥がこちらを監かん視しする形で旋せん回かいを続けていたという事に。
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ＮＹ某ぼう所しよ　シャーネの部屋




「シャーネお姉ねえちゃん。セントラルパークで、サロメさん達がちょっとまずい人達と揉もめごとになりそうだよ」

　リーザにそう言われ、シャーネ・ラフォレットは妹の方に顔を向ける。

　現在、シャーネの棲すむアパートにリーザも滞たい在ざいしており、リーザが街で『ヒューイの敵』を探し出し、シャーネが即そく迎げい撃げきに向かうという形を取っている。

　もっとも、昨晩ネイダーを取り逃がして以来、ヒューイの明確な敵というのはまだ確かく認にんできていないのだが。

「サロメはイヤな奴やつだけど……どうする？」

　リーザの問いに対し、シャーネに迷う理由はなかった。

　サロメというのは父の部ぶ下かであるが、特に親しいわけではない。

　だが、父の配下ならば助けに向かうべきだろう。

　心を機き械かいのように戻しつつあったシャーネは、無表情のままゆっくりと立ち上がる。

　場所はどこだと尋たずねるようなシャーネに、リーザは少し視線を逸そらした後、確かく認にんするように問い掛ける。

「……行くの？　シャーネお姉ねえちゃん」

「？」

「昨日きのうのネイダーはいないけど、シャーネお姉ねえちゃんとはちょっと相あい性しようが悪いのがいるよ？　……ううん、シャーネお姉ねえちゃんだけじゃない……私も……私、も……」

　シャーネはそこで異い変へんに気付く。

　あの自分よりも大人おとなびた所があった妹のリーザが、明らかに震えているのだ。

　恐きよう怖ふ。

　明らかに今のリーザは、何かに対する恐きよう怖ふに心を支配されていた。

「……」

　シャーネはただ事ではないと判はん断だんし、テーブルの上にあったメモ帳に文字を綴つづる。

『誰だれがいるのですか？』

　すると、リーザは眼めを泳がせ、過去に味わった『恐きよう怖ふ』を思い出しながらその名を告げた。

「……ラッドだよ。……ラッド・ルッソ」




「────────────……っ！」
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　こうして──今回の事件全体において、フィーロのカジノに続く二番目の『馬鹿騒ぎバツカーノ』は、ラーズランスとは距きよ離りが離れたセントラルパークで始まった。

　３日目にラーズランスで行われる、最後の『馬ば鹿か騒さわぎ』の前夜祭だと言わんばかりに。




　もっとも、前夜祭というには日が些いささか高く昇り過ぎているのだが。













二十八章　もはや言葉も通じない







ＮＹ某ぼう所しよ




「夜まで暇ひまだようアミーゴ。ねえ、他のマフィアの連れん中ちゆうを今のうちに斬きっちゃうっていうのはどうかな？」

　腰に差した日本刀とうをチャキチャキと鳴らしながら歩く護ご衛えいの女──マリア・バルセリートの言葉に、ラックは深い溜ため息いきを吐つきながら言った。

「マリアさん、まだ誰だれが敵で誰だれが味み方かたになるか不ふ明めい瞭りような時点で、そのように敵を増やす真ま似ねをしてどうするつもりなんですか？」

「でも」

「でも、じゃありません。でも、じゃ」

　ラック・ガンドールの護ご衛えいをしているのはマリアだけではない。

　通常のガンドール・ファミリーのメンバーに加え、ガンマイスター・スミスとその弟で子しの少年。更さらに、昼間から酒の臭においを漂ただよわせているアルキーが周りを固めている。

「ふふ……自らの命を周囲の銃じゆう口こうに晒さらしながら、自らの存在を鼓こ舞ぶするとは。中々に狂きよう気きに満ちた男だ。かつては敵対した身の上だが、こうして味み方かたになる日が来るとは、やはり狂きよう気きは狂きよう気きを知るという事か」

「師し匠しよう、黙だまって護ご衛えいした方がカッコイイですよ」

「む……そうか。ならば黙だまろう。時が狂きよう気きに満ちるその瞬しゆん間かんまで」

　スミスと弟で子しがそんな会話をしている横で、アルキーはスキットルボトル酒水筒に入れたアルコールを呷あおっている。

　最も目立つサルーンガールの格かつ好こうをしたマリアを中心として、彼らは街の大通りを歩き続けていた。

　ラックはそうすることで、敢えて周囲に知らしめている。

　ガンドールが、危険な殺し屋達を雇やとったという事を。

　縄なわ張ばり内の一般人から見れば、『ラックさん、マリアはともかく他の人達をあんなに連れて歩くなんて珍めずらしいな』と思う所だが、裏の情報に詳くわしい者達が見たら、違う思いが湧わき上がる事だろう。

　──「ガンドールの連れん中ちゆうが、殺し屋を連れて歩いてやがる」

　──「しかも、前にルノラータが雇やとうと言っていた連れん中ちゆうをだと……？」

　それはつまり、ルノラータへの挑ちよう発はつであるとも言える行こう為いだった。

　今日きようのカジノで敵味み方かたを判はん別べつする為ために、ラックは敢えて周囲の組そ織しき、というよりも、ルノラータ・ファミリーに対してハッタリという名の揺さぶりをかけたのである。

　──「護ご衛えいではなく殺し屋を雇やとったのだとすれば、一体ターゲットは誰だれなのか」

　──「彼らと敵対した組そ織しきといえば、自分達ルノラータ・ファミリーだ」

　──「まさか、ボスを狙ねらわせる気なのでは……？」

　ほんの少しで良い。

　そうした疑念を浮かべさせるだけで、相手の行動や思し考こうをその分縛しばる事ができる。

　１９３２年の事件については、バルトロ・ルノラータと直接和解はしているのだが、今回のメルヴィ・ドルメンテルの行動によって、その和解にはヒビが入ったとラックは判はん断だんしている。

　バルトロ・ルノラータはどこまでメルヴィという男の行動を把は握あくしているのか、あるいはどこまで自由にさせているのか。

　その情報を少しでも引き出す為ための挑ちよう発はつ行為であったが、その最中に『音』が聞こえてきた事により、彼らの運うん命めいがほんの僅わずかに変化する事となった。




「むー。さっきからこの音なあに？　五う月る蠅さいよ、アミーゴ」

「建物に反はん響きようして出で所どころが良く解わかりませんね……」

　ラックは謎なぞの音の正体について考えるが、これといって具体的な答えには思い至らない。

　暗あん号ごうか何かだとすれば音に変化がなさ過ぎるし、何かの合図だとすれば鳴っている時間が長すぎる。

　すると、酒を呷あおっていたアルキーが、ヒック、ヒックと肩を揺らしながら口を開いた。

「あー……セントラルパークじゃな」

「解わかるんですか？」

「これが解わからんようになったら、わしはもう引いん退たいじゃよ」

「ふむ……」

　ラックの心の中に、二つの選せん択たく肢しが現れる。

　様よう子すを見に向かうか、何かの罠わなとみて事務所に戻って防備を固めるか。

　──いや、今は些さ細さいな事でもいい。街に異常があるならば、情報が欲しい。

　全く関係無い、何かのサイレンの故こ障しようなどであれば全く問題ないのだが、軽く５年以上マフィアのボスを務めて来た経験が、勘かんという形をとってラックの心に警けい報ほうを鳴らしていた。

　セントラルパークで、何かが起ころうとしていると。

「……様よう子すを見てきます。マリアさんとスミスさんとアルキーは同行して下さい。他の皆さんは事務所に戻って、兄達たちに警けい戒かいするように伝えて下さい」

「しかし……こいつらだけで大だい丈じよう夫ぶですか？」

　こちらを心配してくる構こう成せい員の言葉に、ラックは力強く頷うなずいた。

「……私が死なないのは御ご存ぞん知じでしょう？」




　それから数分後。

　ラック達はセントラルパークに向かう大通りを歩いている。

「その子供も帰した方が……」

「不要だ。こいつの狂きよう気きはそこまでヤワじゃあない」

「……そうですか」

　いつものように弟で子しを連れ回しているスミスに溜ため息いきを吐つきかけたラックだったが──

　未いまだに鳴り続ける『音』に混じって、なにやら悲鳴のような声が背後から聞こえてきた。

「？」

　振り返り、ラックは思わず目を細める。

「……？」

　一いつ瞬しゆん自分が、白はく昼ちゆう夢むでも見ているのではないかと錯さつ覚かくしたからだ。

　だが、その光こう景けいは確かな現実となって、徐じよ々じよにこちらに迫せまってくる。




　道路の真ん中を一いち目もく散さんに走る熊くまと、その背にしがみついた男女の姿すがた。

　その男女にも見覚えがあるが、それよりも、背後からその熊くまを追っているラッドとグラハムの姿すがたに困こん惑わくする事となった。

　近づくまでの時間はとても長く感じたが──実際は、一いつ瞬しゆんだった。




　自分達の横を走り抜けていった巨きよ大だいな熊くまと、車と、二台のバイク。

　グラハムはラックやスミスに気付いたようで、車の屋や根ねの上で楽しげにレンチを握る手を振っていた。

　しかし、グラハムがラック達に何かを言う暇ひまもなく、車は勢い良く熊くまを追って走り去る。




　呆ぼう然ぜんとするラック。

　暫しばし沈ちん黙もくする彼の意い識しきを戻したのは、マリアの空気が読めない一ひと言ことだった。




「ねえアミーゴ、あの熊くまって、斬きっていいのかな？」

[image: ]
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労働者用宿しゆく舎しや




「よう、夕べはどうしたんだ？　今日きようも戻らなかったら、新しい奴やつをアンタの部屋に入れる所だったぞ？」

　ロイ・マードックの言葉に、ネイダーは肩を竦すくめて言葉を返した。

「悪いな、ちょっと夜遊びしててよ。っていうか、なんだ？　さっきから外で鳴ってる音」

「さあ……さっきからずっと鳴ってるんだよな。どっか遠くから響ひびいてきてる感じだが」

「そうか……」

　さして興きよう味みもなかったのか、彼はロイと一いつ旦たん別れ、足早に自分の部屋のベッドへと向かう。

　ネイダーは周囲の視線が無いことを確かく認にんすると、そこに巧こう妙みように隠かくしていた、マルティージョ・ファミリーのカジノで大勝ちした分の大金を取り出した。

　──まだ、こにあったか……。盗ぬすまれてる事も覚かく悟ごしたが……。

　ネイダーは札さつ束たばを一つだけ抜き取り、ラッドから受け取った鞄かばんに詰め込んでいく。

　そして、部屋を出ると再びロイの所まで行って札さつ束たばを渡した。

「……とりあえず、俺おれは今日きようでここを出る。身の回りのゴタゴタが落ち着いたらまた世せ話わになるかもしれないが……まあ、とりあえず家や賃ちんをとっといてくれ」

「おいおい！　どうしたんだこの金!?　家や賃ちんにゃ多すぎだ。貰もらえねえよ、こんなに！」

「なら、釣つりはあの医者先生にでも渡しといてくれ。あの先生には、返しきれねえ恩おんがあるからよ。……本当は、金だけじゃ返しきれねえ恩おんなんだが……」

　ロイに金を渡しつつ、ネイダーは更さらに付け加える。

「よければ半分はアンタがとっといてくれ。あんたにも色々世せ話わになったしな……。もしかしたら、俺おれがここにいないか探しにくる連れん中ちゆうがいるかもしれねえからよ、その場合の迷めい惑わく料だと思ってくれ」

　まだ数日の付き合いだが、ネイダーの人間に対する審しん美び眼がんは、ロイが軽々しく金を全額持ち逃げするような人間ではないと判はん断だんしていたし、そもそも最悪持ち逃げされても構わないと思っていた。

　──結局、ただの俺おれの自己満足だからな。

　だからこそ医者への礼れいも含めて渡したのだが、ロイは溜ため息いきを吐つきながら首を振る。

「俺おれは別にいいって。……ああ、丁ちよう度どフーが今日きようの配給食しよく糧りよう持ってきてくれてるからよ、医者先生への礼れいならあいつに渡しておくぜ？　信頼はできる奴やつだ」

　──あのラッドの友達って奴やつか……。まあ、持ち逃げできる度ど胸きようはなさそうだが……。

　そんな事を考えつつ、適当に相あい槌づちを打って歩ほを進めるネイダー。

　玄げん関かんに向かって下りる階段に差し掛かった所で、顔見知りの男が声を掛けてきた。

「出るのか？　ネイダー」

　黒服の組そ織しき──『幽霊レムレース』で同じメンバーだったアパムである。

　裏切りを持ちかけそこから更さらに裏切られたネイダーではあるが、彼が今自分の命を狙ねらっていないというのならば特別の恨うらみはないし、先日の一件で総すべてはチャラという事にしてある。寧むしろ、今となってはアパムは上う手まくやったと感心すらしていた。

　ネイダーに同調して最後までレムレースを裏切るつもりだった者達は、もう全員この世にはいないのだから。

　その上で、更さらにあの列車からも生き延びたというのならば、余よ程ほどの強運の持ち主か余よ程ほど立ち回りが上う手まかったかのどちらかだろうと考えていたのだ。

「まあな。こないだは悪かったな」

「行く当てあるのか？」

「悪いが、言えない。お前を信用してないわけじゃないが……ヒルトンが街にいる。シャーネにも昨日きのう襲おそわれた」

「なっ!?」

　アパムの顔色が変わる。

「多分……ヒューイもだ。お前も気を付けろ？」

「……マジかよ。いや、でもヒューイは刑けい務む所しよじゃ……」

　言葉はそこで消え入るように小さくなった。

　アパムも信じてはいなかったのだ。あのヒューイ・ラフォレットが何年も刑けい務む所しよの中でのんびりしている筈はずなどないと。

「シャーネさんは……どんな感じだった？」

「……いつも通りだよ。カマキリみてえにおっかなかったぜ」

「そうか……元気そうか……」

「……お前よ、もしかして……いや、いい。まあ、万が一の可能性だろうが、俺おれが来週ぐらいまで生きてたら、また会おうぜ」

　アパムの態度から、なんとなく彼がシャーネに好意を寄せている事に勘かんづいたネイダーだが、そのシャーネに腕を切り落とされ、夕べも殺されかけた身の上としてはあまりその恋こい路じに協力する気にもなれなかった。

　──そもそも、あの女が誰だれかの恋人になるなんて想そう像ぞうつかねえしな……。

　そんな事を考えると、一いつ緒しよに玄げん関かんまで下りてきていたロイがフーと話している声が聞こえてきた。




「どうしたよ、フーの旦だん那な？　疲れた顔してるけど」

「いや、今け朝さ、熊くまが……」

「熊くま？」

「いや……なんでもない。新聞にでも載のらなきゃ信じられる話でもないだろうからな……。しかしアイザック達、捜そう査さ局とも知り合いとはな……」

　そんな事をブツブツと口にしているフーに、ロイはネイダーから貰もらった金を渡す。

「？」

「ああ、その金はな……」

　事情を聞いたフーは、階段を下りたネイダーに言った。

「おい、フレッド先生は、多分受け取らねえぜ。あんたの治ち療りよう費ひは警察から貰もらったって話だからな。それ以上の金は自分の果たした責任との釣り合いが取れないっつって受け取らねえ人なんだよ」

「……そうかもな。じゃあ、この宿しゆく舎しやの炊たき出しに使う寄き付ふ金きんだとでも思ってくれ。それでも受け取らないってんなら……。元々ラッドから貰もらった金を元手に稼かせいだもんだからよ、ラッドにでも返しておいてくれ」

「……ラッドが？　まあ、ならいいけどよ……。ラッドの奴やつ、時々とんでもねえ無む茶ちやなこと言ってくるから、気を付けろよ？」

「ああ、知ってるよ」

　まさにその『無む茶ちやなこと』を引き受けたばかりのネイダーは、苦く笑しようを浮かべながら宿しゆく場ばを後にした。

「ん……？」

　そこで、ネイダーは気付く。

　先せん刻こくから外で何やら鳴っていた音が、いつの間にか止やんでいるという事に。

「まあ、いいか……」

　自分には関係のない事だろうと、ネイダーはそのまま目的地に向かって歩ほを進めた。




　その音の元にヒルトンが意い識しきを集中させていた為ために、自分が今日きよう見つからずに済んだという事実に気付かぬまま。

　幸運な詐さ欺ぎ師しの男は、マンハッタンの路ろ地じを足早に歩き続ける。

　己おのれの運と命をすべてチップに替え、世界そのものを騙だますギャンブルに挑いどむ為ために。
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マルティージョ・ファミリーの地下カジノ




「おや？　鳴り止やんだか？」

　奇き妙みような音が気になったものの、フィーロはカジノを離れる程の事でもなかろうとそのまま作業を続けていた。

　だが、急にその音が小さくなったので、改めて興きよう味みの意い識しきを向ける。

「なんだったんだ？　まさかとは思うが、ヒューイの組そ織しきがなんかやらかしてるんじゃないだろうな……」

　すると、カジノの隅すみでリカルドと何やら話していたクリストファーが近づいて来て、フィーロに提てい案あんした。

「だったら、僕がちょっと見てくるよ。何かあったら後で報告するからさ」

「そうだな……リカルドの坊ぼつちゃんはともかく、お前は居ても五う月る蠅さいだけで邪じや魔まだしな」

「わお、友達だからこそかけられる遠えん慮りよの無いキツイ一ひと言ことって奴やつだね！」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに肩かたを竦すくめてケラケラ笑うクリストファーだが、フィーロは作業を続けながら淡たん々たんと言った。

「まあなあ」

「え？」

　フィーロの反応が予想外だったのか、リカルドは赤い目を一いつ瞬しゆん丸くする。

「友達っていうか、ここまでくると腐くされ縁えんみたいなもんだとは思ってるさ。だから、あんまり無む茶ちやなことするなよ。お前みたいな奴やつでも、知り合いが死んだら悲しいっちゃ悲しいし、仮に敵になって俺おれの手で殺すハメになったとしたら、お前がどんな悪あく党とうだろうと後味は悪いんだからよ。友達だっていうなら、あんまり人に心配かけるなよ？」

　作業しながらの皮肉半分の言葉だったのだが、クリストファーは意い外がいだとでも言うように問い掛ける。

「驚いたねえ。フィーロって優しすぎじゃない？　友達みんなにそんな事言ってるの？」

「お前が危ない奴やつだから言ってるんだよ。……まあ、言われてみれば、俺おれ、ファミリーのみんなと幼おさな馴な染じみの兄弟分以外は、あんまり外に友達っていないんだよな……強しいて言うならアイザックとミリアぐらいか？　まあ、あいつらも別な意味で危ないんだけどよ。あとは……チェスも弟みたいなもんだしな……」

　苦く笑しようしながら答えるフィーロに、クリストファーはフィーロの周りの状じよう況きようを理解した上で、あえてその固有名めい詞しを口にした。

「……エニスって子は？」

「エニスは、俺おれの家族も同然だよ。ファミリーと同じだ」

　間かん髪はつ入れずに返ってきた答え。

　だが、それを答える時だけはフィーロは作業の手を止め、クリストファーの方を向きながらハッキリと言った。

　澱よどみの無い目で。

　クリストファーが一いつ瞬しゆんゾクリと背を震わせる程に、澱みが無さ過ぎる目で。

「なるほどね。……まあ、僕も彼女のホムンクルス仲間として、できる限りの協力はするよ？」

「ああ、気持ちは受け取っとくよ。ありがとな。……ただ、これはやっぱり俺おれ達たちの問題だからな。客分のルッソ・ファミリーには迷めい惑わくはかけられねえよ。……っつか、お前、いいのか？　そんな事をベラベラ喋しやべって」

　クリストファーはエニスとは違うタイプのホムンクルスだ。

　不死者と同じ完全な不ふ老ろう不ふ死しであるエニスとは違い、『不ふ老ろうではあるが、不ふ死しではない』という性質を持ち合わせている。

　どちらにせよ一般人が知っていい知ち識しきとは思わないが、リカルド・ルッソにそんな事を聞かせてしまっても大だい丈じよう夫ぶなのか？

　そのような意い図とを視線に籠めてくるフィーロに、クリストファーはあっけらかんと答えた。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだよ。リカルドはもう色々と知ってるから。色々とね」

　肩を竦すくめるクリストファーの言葉にフィーロは首を傾かしげるが、『彼らなりの信しん頼らい関係があるのだろう』と考えそのまま流す事にしたようで、作業に戻りながら言葉を紡つむぐ。

「気を付けろよ。お前の腕なら護ご衛えいをつける必要はないだろうが、お前のボスの事ぐらいはちゃんと護まもってやれよ？　明日あしたが本命とはいえ、今日きようだって何が起こるか解わからないからな」

「解わかってるよ、それじゃ、ちょっと行ってくるねー」

　そう言ってカジノを出て行くクリストファー。

　暫しばらく経たってから、フィーロが作業をしつつ口を開く。

「あいつとの関係は知らないけど、坊ぼつちゃんは上う手まくやれてるのかい？」

　リカルドに向けて放った筈はずの言葉なのだが、その返事が来る事はなかった。

「あれ？」

　振り返り、周囲を見渡すが、ルッソ・ファミリーのボスの姿すがたはどこにもない。

「もしかして……クリストファーと一いつ緒しよに行っちまったのか？」







　カジノの階段を上りながら、クリストファーは横を歩くリカルドに言った。

「君は残っててもいいのに」

「いや……オレも一いつ緒しよに行った方がいいと思う」

「それで？　『シャム』はなんて言ってるんだい？」

「もう始まってるっぽい。なぜだか知らないけど、捜そう査さ局にいる『不死者』も現場にいるって話だから、気を付けた方がいいよ？」

『シャム』というヒューイの手て下したの『集団』と精神の一部をリンクしているリカルドは、脳のう内ないで『彼ら』と会話をする事ができる。

　彼らと言ってもメインの人格は一つなのだが、アメリカ中に意い識しきを分散させているシャムは、個でありつつ群体でもある存在としてヒューイの情報収しゆう集しゆう役を務めているのだ。

　そんなシャムと意い識しきの一部を共有させている為ため、余よ所その場所で何が起こっているかをリカルドは知る事ができる。

　もっとも、知りたくない情報を知って嫌いや々いや動かざるを得なくなる事も多いのだが。

「サロメやチーやシックル達が、あの乱暴な君の親しん戚せきや頭のネジが飛んだレンチ使いと鉢はち合あわせるって？　シックル達も、よくよくあのレンチ男に縁えんがあるねぇ」

「……うん。サロメはグラハムやラッドおじさんの事は知らないだろうけど。正直言って、熊くまやアイザックさんやミリアさんがどう動くか全く想そう像ぞうがつかない。レイルはいないね。チェスっていう不死者と一いつ緒しよに余よ所そで行動してるみたいだ」

　どう考えても穏おん便びんに収まる筈はずがないという状じよう況きようを聞き、クリストファーは楽しげに口元を緩ゆるませ、スキップしながらセントラルパークへと向かう。

「嬉うれしそうだね、クリス」

「まあね」

　軽やかな足取りの上に凶きよう悪あくな笑みを輝かせ、クリストファーは心を高く躍おどらせる。

「セントラルパークという街の中に現れた大自然、その不自然な環かん境きようの中で混こん沌とんに落ち込んでる皆と再会できるなんて、人生って本当に面白いよねえ。しかも現場には巨きよ大だいな熊くまがいると来たよ！　不自然に飼い慣らされた大自然の申し子が不自然な自然の中で何をするのが自然なのか不自然なのか……おっと、言ってて自分でも何がなんだか解わからなくなってきたよ？　ハハッ」

　そんな彼かれを見て、リカルドは小さな溜ため息いきをついた。

「クリスって、本当に日によって言う事が違うよね。グラハムさんと良い勝負だよ」

「あんな秒単たん位いで変わるようなのと一いつ緒しよにされても困るなあ」

　無数の牙きばが覗のぞく凶きよう悪あくな苦く笑しようを浮かべながら、クリストファーは軽やかに両手を広げ、建物の間に見える青空に感謝しながら舞い歩く。

「まあ、細かい事は気にしないで踊おどろう！　踊おどろう！　きっとこの想そう定てい外がいの事じ態たいすら、そのうち誰だれかの手の平の上だ。そんな人達の手を力強く蹴け破やぶっていこうじゃないか。誰だれの為ために？　そう、大自然が選んだ誰だれかの為ためにさ！」

　訳わけの分からない事を叫さけび続けるクリストファー。

　だが、リカルドはそんな『部ぶ下か』を見て一つ確信する。

　今日のクリストファーは、尋じん常じようではないほどに上じよう機き嫌げんだと。

　それは恐らく──自分が疎うとまれているだろうと思っていた相手に、ハッキリ『腐れ縁友達』と言われた事が原因だろうと思いつつ、リカルドは、友達を増やしたクリストファーに嫉しつ妬としつつ、結局は友人である彼の悦よろこびを共有する事にした。




　もっとも、リカルドがその感情を表おもてに出す事はなく、ただ、少しだけ自じ慢まんげに心しん中ちゆうで『シャム』に伝えただけなのだが。
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セントラルパーク




「まずい……まずいぞ……」

　リカルドからその自じ慢まんを受け取った『シャム』の一人、シャフトは顔を青ざめさせながらこれから起こるであろう事じ態たいの悪化について考える。

　──こ、この状じよう況きように加えて、テンションマックス状態のクリストファーが来るだと……？

　歯は軋ぎしりをする彼の目の前で繰り広げられていたのは──

　無む秩ちつ序じよなる争い。

　それ以上の形容が必要ないという程に、混こん沌とん極きわまりない状じよう況きようだった。




　話は数分前に遡さかのぼる。

　サロメは熊くまがやって来た事に機き嫌げんを良くしながらも、ついてきた者達について首を傾かしげつつ音おん源げん装そう置ちのスイッチをオフにした。

　最初に事じ態たいを把は握あくしたのは、車の屋や根ねの上でレンチを振り回していたグラハムと──かつてシカゴで彼と戦った、シックルを始めとする一部の『妖怪ラルウア』の面々である。

「なっ……!?　あいつが何な故ぜここに!?」

　シックルの言葉に、フランクは『ひいっ!?』とその巨きよ体たいを震わせ、チーは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　一方のグラハムは、首を傾かしげながら周囲を見渡し、『ああッ！』と叫んだかと思うと、その巨きよ大だいなレンチを一人の男に突きつける。

　それは──荒あら事ごとが始まりそうだと感じてシックル達から一歩下がった所に立っていた髭ひげ面づらの男、すなわち『詩人』だった。

「神だ！　言霊ことだまの神が何な故ぜここに！」

「……」

　まさか自分が最初に指し摘てきされるとは思わず、帽ぼう子しの下で目を丸くする『詩人』。

　そんな彼に、サロメが眉まゆを顰ひそめながら問い掛けた。

「……知り合いかね？　『詩人』君」




　一方で、車から降りたラッドが肩を回しながらグラハムに問い掛けた。

「知り合いか？　あの髭ひげ」

「嬉うれしい……嬉うれしい話をしよう！　ラッドの兄あに貴き、あれは神だ！　言こと霊だまを司つかさどる言葉の神だ！

　一度その声を聞けばたちまち心しん象しよう風景の中の風はざわめき大だい地ちは唱うたい、風は吹き荒れ小鳥は踊おどり、火山が噴ふん火かし税ぜい金きんは上がり、俺おれの心はもうお終しまいだ！」




　すると、それに呼応するかのように、『詩人』もまたサロメ達に対してグラハムについての言葉を述べる。

「彼は力なりけり。彼は混こん沌とんなりけり。彼は秩ちつ序じよなりけり。彼は善なりけり。運うん命めいが真まことに車しや輪りんであるならば、人の縁えんとは轍わだちに囲まれた廃はい屋おくの扉とびらなのです！　その先は時に煉れん獄ごくへと繫つながり、時に無限の荒こう野やへと魂たましいを誘いざなう……。お逃げなさい！　お逃げなさい！　車しや輪りんを回してどこまでも！　しかし悲しきかな、閉じられた轍わだちは運うん命めいを逃がさない……故ゆえに、命は死に運ばれ生へと転てん換かんするものなりや……」

「……シックル、翻ほん訳やくを頼む」

　サロメの言葉に、シックルは舌した打うちしながら口を開いた。

「とんでもない男と再会してしまった。危険だから逃げろと言っている」

「逃にげる？　ハハハ、『詩人』よ。とうとう言げん語ご能力のみならず思し考こう回路までおかしくなってしまったのかね？　これだけ『妖怪ラルウア』のメンバーが揃そろっている状態で逃げろとは……」

　シックルの翻ほん訳やくを聞いたサロメは、何を馬ば鹿かなと首を振る。

　だが、シックルの次の言葉が彼の表情を強こわばらせた。

「私が足止めをする。その間に皆は逃げろ。熊くまの捕ほ獲かくについては一いつ旦たん諦あきらめろ」

　そう言って一歩前に出るシックルを見て、『妖怪ラルウア』の面々は互いに顔を見合わせる。

「待て待て待て、シックル。お前は私の研究成果を馬ば鹿かにしているのか？　お前自身も含めてだぞシックル。お前一人の戦せん闘とう力でも、常じよう人じんを遙かに超えている。距きよ離りにもよるが、ショットガンを持ったマフィア三人程度ならば無む傷きずで倒す事も可能だろう」

「そうか。ならば簡単な話だ。奴やつはショットガン三さん丁ちようよりも遙かに危険だ」

　己おのれの足首に視線を落としながら、過去の屈くつ辱じよくに顔を歪ゆがめつつシックルは答えた。

「私の足の骨が、あのレンチで外された。しかも戦せん闘とうの只ただ中なかでだ。フランクとチーとリーザ、同時に相手をしたというのにな！」




　ラッドはそんな彼らの会話を楽しげに聞きながら、グラハムに対して言った。

「ほほう、なるほど。確かにあの髭ひげ面づらはお前が好きそうだ。面白そうだからスミスの馬ば鹿か野や郎ろうとも会わせてみてえな。どんな会話になるのか楽しみだ」

「言こと霊だまの神とスミスの旦だん那なを……!?　恐ろしい……恐ろしい話をしよう……。狂きよう気きに取り憑つかれた旦だん那なの心しん象しよう風景と神の言こと霊だまが組み合わさったら、この世はどうなる？　スミスの旦だん那なの心の中だけで済むのか？　いいや済まない！　恐らくその狂きよう気きに満ちた言こと霊だまは弾だん丸がんと姿すがたを変えて現実の世界に吐き出されてくる事だろう！　砂すな嵐あらしのように渦うず巻まく星々が！　溶よう岩がんの様に燃えさかる風が！　どこまでも眩まぶしい果てしない闇やみが！　大変だラッドの兄あに貴き、あの二人を会わせたらこの世の破は滅めつだ！」




「……なんだアイツは!?　ただの酔よっ払ぱらいにしか見えんぞ!?」

「奴やつは素面しらふだ。酒もクスリも一いつ切さいやっていないが、脳のうみそは常に壊こわれている。だからこそ恐ろしい。油ゆ断だんしてかかると、ここにいる全員で掛かっていった所で返り討ちに遭あうぞ」

　シックルの言葉に、周囲の仲間達が困こん惑わくする。

「そんな馬ば鹿かな。あの赤毛の殺し屋じゃあるまいし！」

　先日のクレア・スタンフィールドことフェリックスの件が脳のう裏りに浮かび、思わずそう叫ぶサロメ。シックルはクレアを知らないので、首を傾かしげる事しかできなかったのだが──




「……ああ？」

　サロメにとって、想そう定てい外がいの人間が反応をした。

「おい、そこのオッサン、今、赤毛の殺し屋っつったか？」

「誰だれだ？　あの男は……いや、要注意人物に居たな……」

　懐ふところから書類を取り出し、ペラペラと慣れた手つきで紙に書かれた資料を読み始める。

「……もしや、この『ラッド・ルッソ』という男か……？　レンチの方は、グラハム・スペクターか……」

　訝いぶかしげに尋たずねるサロメ。

　そして、ラッド達を見ていた彼は気付く。

　ルノラータ・ファミリーの護ご衛えいである双ふた子ごがバイクを下り、巨きよ大だい熊ぐまのクッキーに近づいていく姿すがたを。

「なるほど、もう発見はしていたのか。だが、この場まで誘おびき寄せたのは我々の功こう績せきだな。実験は成功とみていいだろう」

　そんな事を呟つぶやくサロメの頭の中から、ラッド・ルッソという男への興きよう味みはあっという間に消えかけていたのだが──

　興きよう味みが消えるよりも先に、ラッドの姿すがたがサロメの視し界かいから消えている事に気が付いた。

「む……？」

　次の瞬しゆん間かん、下から突き上げる衝しよう撃げきがサロメを襲おそう。

「～～ッ！」

　視し界かい外から突とつ如じよとして突き上げられた喉のどへの掌しよう底てい。

　そのまま襲しゆう撃げき者は右手でサロメの首をわし摑づかみにし、片腕だけで彼の身体からだを宙ちゆう高く吊つり上げたのだ。

「無視すんじゃねえよ。さみしいだろ？」

　眼がん下かから聞こえてくる、凶きよう悪あくな色を含んだ声。

　先ほどまで５メートル程前にいたラッドが、目を離した一いつ瞬しゆんの隙すきにこちらの眼前に迫り、死角からサロメを急きゆう襲しゆうしたのだ。

「貴き様さま！　サロメを放せ！」

　ルノラータの護ご衛えいの姿すがたを見て『なんだ、味み方かたか』と安心していた事もあり、事じ態たいの変換に反応できなかった『妖怪ラルウア』の面々は、こぞってラッドに殺さつ到とうしたのだが──

　その前に、銀色の円えん盤ばんが立ち塞ふさがる。

　レンチを高速回転させた『盾たて』をこちらに向ける、グラハム・スペクターだ。

　彼は錯さつ覚かくにより盾たて状に見える程の勢いで回転しているレンチをこちらに向けたまま、ハッキリと言った。

「悲しい……悲しい話をしよう……」

　必殺の武ぶ器きとなりえる『盾たて』を振り回しながら、グラハムはテンション高く雄叫おたけびをあげる。

「ラッドの兄あに貴きが説せつ教きようをしてる最中だ！　生きることと死ぬことを一方的に説いて教える……それがラッドの兄あに貴きの教育論だ。教きよう師しじゃないのに人を教え導くとは、俺おれにはとても真ま似ねできない……。つまりまあ、なんだ。以下省しよう略りやく！　邪じや魔まをしないでもらおうか」

　凄すさまじい自己完結の言葉を吐き出したグラハムに、邪じや魔まだとばかりに『妖怪ラルウア』の一人が躍おどり掛かり──




　そして、混こん沌とんが始まった。
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レストラン＆バー『蜂の巣アルヴエアーレ』　事務所内




「……ロニーは、まだ戻らんか」

　マルティージョ・ファミリーの頭領カーポ・ソチエタであるモルサ・マルティージョが、同じ執しつ務む室しつにいた出納係コンタユオーロ、マイザー・アヴァーロに問い掛けた。

「はい。まだ何の連れん絡らくも。……こんな事は初めてですね」

「ふむ……」

　モルサの目から見て、マイザーは現在、表面上は落ち着いているように見える。

　だが、細かい所しよ作さがいつもとは違い、明らかに動どう揺ようしているという事は理解できた。

「まあ、あいつが時とき折おり『急にいなくなる』事は今までもあった。だが、それは奴やつがこのファミリーに入る時に、事前に伝えていた事でもある。それを理解した上で受け入れたし、ロニーはそれだけの働きをしてくれている。そうだろう？」

「ええ……彼には何度もファミリーを助けられました」

「周囲の組そ織しきは、うちのファミリーがロニーが居なければ何もできん組そ織しきだと思っている事だろうな。ルノラータを含めてだ」

　クツクツと笑うモルサに、マイザーは慌あわてて否定の言葉を口にしかける。

「そんな事は……」

「ああ、待て待て。別に自じ虐ぎやく的な事を言おうってわけじゃない」

「？」

「ロニーの身が無ぶ事じだと確信しているからこそ言える事だが……」

　首を傾かしげこそはしなかったが、目に疑問を浮かべるマイザーに、モルサは淡たん々たんとした調子で答えた。

「これほど美お味いしい状じよう況きようもない、という話だ」

「状じよう況きよう、ですか」

「多くの組そ織しきが集まるカジノパーティー。更さらに、ルノラータにいるメルヴィという小こ僧ぞうが、我々のファミリーに手を出した。今や、ルノラータと我々が争うという構こう図ずだ。多くの者はサメとイワシの争い……いや、単なるサメの捕ほ食しよくとしか見ていないだろう」

　実際、マルティージョ・ファミリーはＮＹの中でも最小に近い組そ織しきであり、マフィアのような横の繫つながりもない。ガンドールと共に、孤こ立りつした状態で狭い縄なわ張ばりを護まもる小さな組そ織しきとして成り立っている。

　だが、縄なわ張ばりは狭いとはいえ、マンハッタンの一部だ。

　その利り権けんは『できる事ならば欲しい』と思っている組そ織しきが多く、ルノラータの人間としてはマンハッタンの内部に食い込む足がかりとして丁ちよう度ど良い踏み台だと考えているだろう。

「更さらに、要かなめであるロニー・スキアートがいない。……美お味いしいじゃあないか。こっちが勝かつ手てに弱いフリをせずとも、勝かつ手てに周りが油ゆ断だんしてくれているんだぞ？　まあ、バルトロ・ルノラータは油ゆ断だんするような男ではないが、話を聞く限りでは……我々に喧けん嘩かを売ったメルヴィという小こ僧ぞうは解わからんぞ」

「確かに、聞く限りでは自信家のようにも思えますね」

　弟のグレッドと良く似た顔を持つ男、メルヴィ・ドルメンテル。

　マイザーとしては複雑な想おもいもあり、相手の正体や出しゆつ自じを知りたいという思いはあるものの、今はそれを優先するわけにはいかない。

　メルヴィは、ファミリーに手を出したのだ。

　例え本物の弟だったとしても、敵にはそのナイフを突きたてると組そ織しきに誓ちかった身の上である。

　マイザーも深い覚かく悟ごを経て、今ではメルヴィを一人の『敵』として認にん識しきしていた。

　モルサは執しつ務む室しつの机をトン、と指で鳴らしつつ、今後の方針をマイザーに告げる。

「だが、会った事もない人間についてアレコレ語って想そう像ぞうするのは、それこそ油ゆ断だんに繫つながる。……直接会ったのはフィーロだ、現場での行動については、あいつの判はん断だんを優先するべきなのだろうな」

　深みのある老ふけ方をした顔に、どこか少年のような笑えみを浮かべながら、モルサは部屋にいた数人の男達に向かって告げた。

「たまには、ロニーの奴やつを安心させてやろうじゃないか」




「お前のいる組そ織しきは、たまにはお前に長い休みをやれる程度には優ゆう秀しゆうだとな」
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セントラルパーク




「わお、こりゃ想そう像ぞう以上に凄すごい事になってるねえ」

　逃げる一般人達とすれ違いながら目的地、セントラルパークのとある一画に辿たどり着くと、クリストファーは目を爛らん々らんと輝かせながら言った。

「警察が来るまであと何分ぐらいかな？　それとも誰だれかが手を回してここに来れないようにしているか……まあ、最初に駆かけつける警官数人程度じゃ、どうしようもできないだろうけどねえ、コレ」

　クリストファーの視線の中に映るのは、まさに乱戦としか言えない光こう景けいだった。

　ラッド・ルッソとグラハム・スペクターの二人組が、『妖怪ラルウア』の面々と派は手でな戦せん闘とうを繰り広げているのだが、見かけない顔の双ふた子ごがその喧けん噪そうの周囲をバイクでグルグルと回っている。

　その喧けん噪そうの傍そばにいる巨きよ大だい熊ぐまの背にはアイザックとミリアが跨またがっており、近くに停とめられた車の横では、色白の女性と、シャフトと呼ばれていたグラハムの仲間が立っている。

　更さらにその車の後ろで、服をボロボロにした眼鏡めがねの男が転がっていたのだが、今まさに立ち上がろうとしている所だった。

　実質的にはグラハムとラッドの二人が『妖怪ラルウア』達と戦うというシンプルな構こう図ずなので『乱戦』という単たん語ごは不適切かもしれないが、クリストファーの目には、その二人の無む茶ちや苦く茶ちやな戦い方はまるで人型をした小さな災さい害がいが無差別に暴れているようにしか見えなかった。




「はっはぁ！　なかなか面白ぇことばっかするな！　大だい道どう芸げい人にんか手前てめえら！」

　様々な手て練れん手て管くだを用いて攻めてくる『妖怪ラルウア』の面々に、ラッドは楽しげに両腕を振り回す。

　シックルの蹴けりを右手で受け止め、チーの鉄てつ爪づめを鋼こう鉄てつ製の左腕で払いのけると、そのまま別の人間を蹴けり飛ばす。

「くそ……青い作さ業ぎよう着ぎの仲間か……こいつも大たい概がい人間離れしているな」

　自分がホムンクルスであるという事を棚たなにあげ、ラッドの身しん体たい能力を評ひよう価かするシックル。

　実際、シックルだけではなく、研究者のサロメから見ても、ラッドの身しん体たい能力は常じよう人じんと比べて異常だった。

　殺人を繰り返してきたせいか、あるいは何か別のきっかけがあったのか、自分の身体からだを壊こわさぬように脳のうが制せい御ぎよするリミッターを超えて己おのれの筋きん力りよくや骨を酷こく使ししているように思われる。

　恐らくは、骨を痛め筋きん繊せん維いをズタズタにしながら戦っているのだろうが、その痛みすら自分への刺し激げきとして受け入れているのかもしれない。

　一方で、もう一人の男も充じゆう分ぶんに異常な存在だった。

「悲しい……悲しい話をしよう。そこの緑色の服のお姉ねえさんとは過去に色々とあったが、最終的にはレストランの中でなし崩くずし的な和解をしたような気がする。それが今やどうだ！　ラッドの兄あに貴きが突とつ然ぜん興こう奮ふんした事により、こうしてまた敵同士になってしまった……これが運うん命めいだというのならば、俺おれはもうレストランになど行かない！　そうだろう！」

「何を馬ば鹿かな事を言っている！　お前がそこのイカれた男を止めれば良かっただけの話ではないか！　そもそも、お前に足の骨を外された事、忘れたわけではないぞ！」

　シックルの怒ど声せいに、グラハムはレンチを回しながら答える。

「そうか……ならばその怒りは正当なものだな！　つまりレストランに罪は無かった！　これは素す晴ばらしい事だ。骨を強くするにはカルシウムがいい……それを証しよう明めいする為ために１９２１年に偉えらい科学者さん達が鼠ねずみで実験したらしいが、脱だつ臼きゆうにはどうなんだ!?　骨と骨を繫つなぐものにもカルシウムは有効なのか!?　しまった、夜も眠れない！　カルシウムだけではなくあらゆる栄養素をバランス良く摂とる事で脱だつ臼きゆうは防げるのか……？　ならばレストランは寧むしろ人類の味み方かた……つまり、俺おれへの復ふく讐しゆうが終わったらみんなレストランに行くというのはどうか!?　平和が訪れ花は咲き蝶ちようが歌う……。待て、蝶ちようって歌うのか!?」

「知るか！」

　シックルはこめかみをひくつかせながら地を蹴けった。

「お前といい！　『詩人』といい！　男なら言葉ではなく少しは身体からだで語れ！」

「身体からだで語る……？　手て旗ばた信号か……？」

「違う！　舐なめてるのか貴き様さま！」

　延えん髄ずいを狙ねらった鋭い蹴けり。

　それを躱かわしたグラハムの元に、別の『妖怪ラルウア』メンバーの鎖くさり分ふん銅どうが迫った。

　グラハムはそれをレンチで搦からめ捕とると、また別の相手に向かって跳ちよう躍やくする。

　レンチに絡からめた鎖くさりを、そのまま自分の武ぶ器きの一部として振り回しながら。




　正まさしく混こん沌とんといった状じよう況きようだが、それを冷静な目で見守る者がいた。

　到とう着ちやくしたばかりのクリストファーではない。

　最初からその状じよう況きようを見守り続けた、騒そう動どうの原因そのものが。
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　これは、なんだろう。





呼ばれた気がしたから来たのに、仲間がいない。







人が大おお勢ぜいいる。　　　みんな騒さわいでる。　　自分の背中にも誰だれか乗っている。







うるさいけれど、楽しそうだ。　　懐なつかしい気がする。






　覚えてる。　　　　　覚えている。　　　そうだ、これは、さあかすだ。





『だんちょう』さんはどこだろう。　　　『ぱろっと』さんはどこだろう。




キラキラした『どぅー』さんもいない。　　　　　でも、似たような匂においはする。







『くれあ』と『かっつぇ』はどこだろう。　昨日きのうはいたのに。　どこにいるだろう。






　大声で呼べば、来てくれるだろうか。
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　巨きよ大だいな灰はい色いろ熊ぐまの咆ほう吼こうが、セントラルパークの中に響ひびき渡る。




　殺気や敵意が込められてはいなかったが、その場にいた殆ほとんどの面子メンツの動きが一いつ瞬しゆん止まった。

　生命としての本能が、自分よりも強大な力を持つ生物の咆ほう吼こうに怯おびえたのである。

　ラッドやグラハム、クリストファーですら、その咆ほう吼こうに怯おびえはしなかったが、全身の細さい胞ぼうが警けい戒かいを促うながしたのは確かだった。

　現場にあった視線のすべてが、巨きよ大だいな熊くまへと注そそがれる。

　その為ため、サロメやシックル達は、クリストファーがすぐ傍そばまで来ているという事実にまだ気付いていなかった。

　一方の巨きよ大だい熊ぐま──クッキーはというと、キョロキョロと誰だれかを探すように、周囲を見渡していたのだが──

　ふと、ある一点で視線を止める。

　こちらに向かって近づいて来る、黒い影を見たからだ。

　だが、それはクッキーにとっての待ち人ではなかったのだが。




「ん……？」

　熊くまの視線が止まった事に気付いたラッドが、そちらに視線を向けた瞬しゆん間かん──目の前に、銀色の煌かがやきが迫っていた。

「おおっとぉ!?」

　間かん一いつ髪ぱつで左腕の義ぎ手しゆが間に合い、派は手でな金きん属ぞくの衝しよう突とつ音を周囲に響ひびき渡らせる。

　ラッドの目の前に現れたのは──懐なつかしい顔だった。

「……よお」

「……」

「生きてやがったのか」

　兇きよう笑しようを浮かべるラッドの前から、その黒い人ひと影かげが飛び退すさる。

　そこで周りの者達が目にしたのは、黒いドレスを身に纏まとい、両手にナイフを握り締めているシャーネ・ラフォレットの姿だった。

「……」

　無む言ごんでラッドを睨にらみ付けるシャーネ。

　その瞳ひとみの中には、敵意と殺意が高純じゆん度どでブレンドされた鋭い光が湛たたえられていた。

「おっと！　シャーネじゃないか……。そうか……ラッドの兄あに貴きとの因いん縁ねんがついに再び結ばれる時が来てしまったというのか！　悲しい……悲しい話をしよう！　俺おれはシャーネの事が決して嫌きらいではないし、ラッドの兄あに貴きを裏切る事もできない。故ゆえに俺おれは誰だれの味み方かたもできないのか!?　否いな！　両方の味み方かたとなるしかないだろう！　つまり、二人の因いん縁ねんを晴らすこの世せい紀きの瞬しゆん間かんを誰だれにも邪じや魔まさせぬ事が俺おれの生まれて来た意味……。大おお袈げ裟さか!?　いや大おお袈げ裟さではないだろう！　人間は生きる為ために幾いく千せん幾いく万まんもの意味を辿たどりながら生きていくものなのだから……！」

「なんだよ？　知り合いだったのかお前ら……っとぉッ！」

　グラハムに一いつ瞬しゆん視線を向けた隙すきをついて、シャーネの刃やいばがラッドの喉のど元もとを切り裂さこうとした。

　それを間かん一いつ髪ぱつで避けたラッドは、一歩距きよ離りを空あけながら相手を挑ちよう発はつするように叫んだ。

「はッ！　いいなあ、いいぜ、嬢じようちゃん！　列車の屋や根ね以来だな！　手前てめえの面つらぁ見ると実感するぜ。ヒューイ・ラフォレットって野や郎ろうの影かげが近くにちらついてるってなぁ！」

[image: ]

「……」

　だが、シャーネの感情が揺さぶられる事はない。

　無む言ごんのままラッドの懐ふところへと飛び込み、二度、三度と鋭く斬きり付ける。

　ラッドは義ぎ手しゆを巧たくみに使ってその斬ざん撃げきを打ち払いながら、バットを簡単にへし折る威い力りよくのフックをシャーネへと叩き込もうとする。

　シャーネはそれを間かん一いつ髪ぱつで躱かわし、一いつ旦たん大きく距きよ離りを取った。

「シャーネ御お嬢じよう様さま!?　何な故ぜここに!?」

　サロメの言葉が耳に届くが、シャーネは意い識しきをラッドからは逸そらさなかった。

　一いつ瞬しゆん足りとも隙すきを見せられる相手ではないと理解しているからだ。

　同時に、彼女の中の感情が静かに煮に詰つまっていく。

　過去の記き憶おくが、ここでようやく彼女の感情に追いついたのだ。

　フライング・プッシーフット。

　あの列車の屋や根ねでのラッドの姿すがたを思い出すにつれ、彼女の全身を巡る血はその速度を増し──改めて、全身の筋きん肉にくに戦う『覚かく悟ご』を上書きしていった。




　そして、本当の乱戦が幕を開ける。

　言葉はいらない。

　ここにいるのはすべて、秩ちつ序じよを忘れた獣けものたちなのだから。

　まるでそう告げるかのように、シャーネは勢い良く駆かけ出した。













二十九章　やむを得ない







ＮＹ某ぼう所しよ　ルノラータ・ファミリー別べつ荘そう　客間内




「……セントラルパークで？」

　眉まゆを顰ひそめるメルヴィ・ドルメンテルに、ヒューイ・ラフォレットは薄うすい笑えみを浮かべたまま頷うなずいた。

「ええ、このままでは騒さわぎになるでしょうね。巨きよ大だいな熊くまが街まち中なかを走る姿すがたは多数の人間に目もく撃げきされています。公園に逃げ込んだという事で、捜そう査さ局が警察に働きかけてセントラルパークを立ち入り禁止にしているようですが……それでも、野や次じ馬うまの目を誤ご魔ま化かせるかは疑問ですね」

「サロメめ……なんだってそんな派は手でな真ま似ねを」

「彼なりに、自分の研究成果を証しよう明めいしたかったんでしょうね。音で熊くまを自在に操あやつれる可能性があるとなれば、それなりに有用ですし……ルノラータ・ファミリーに恩を売ろうと思ったのでしょう」

　笑顔のまま淡たん々たんとした調子で語るヒューイに、メルヴィは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で言葉を返す。

「俺おれでは、ルノラータを内部から操あやつるには役やく者しや不足という事ですか？　ヒューイさん」

「いいえ？　私は貴方あなたが役者不足とは思っていませんし、そもそもルノラータを操あやつろうなどとは思っていませんよ？　ただ、他の方々はそう思っている人もいるかもしれません、ルノラータの内部にも、貴方あなたや私を邪じや魔まに思っている人は多いでしょうから」

「これで、今日きよう明あ日すのカジノパーティーが流れるなどという事は勘かん弁べんして頂いただきたいのですがね」

「それは大だい丈じよう夫ぶでしょう。セントラルパークの事件とラーズランスは表面上は無関係ですから。関係者ばかりが引き起こしているとはいえ、ね」

「あなたは、それでいいんでしょうが……」

「ドルメンテル家の意向とは違いましたか？」

　試すようなヒューイの言葉に、メルヴィは目を僅わずかに細めた。

　──見み下くだしやがって。そんな面つらができるのもあと少しだ。

　メルヴィは、ヒューイ・ラフォレットという不死者の部ぶ下かとしてドルメンテル家から預けられた身の上だが、彼本人は決してヒューイを尊そん敬けいしているというわけではなかった。

　──解わかっているのか？

　──お前は古くからの不死者だが、ただ俺おれよりも積み重ねた知ち識しきがあるだけだ。

　──なんなら、今この場でお前の頭に右手を載のせてや……




　──。

　────────────────────────




　メルヴィの時間が、一いつ瞬しゆん止まった。

　あるいは、思し考こうだけでなく心しん臓ぞうも僅わずかに停止していたかもしれない。

　気付けば、自分の額に何かが載っていた。

　それがヒューイ・ラフォレットの右手であると気付いた瞬しゆん間かん、身体からだが一いつ切さい動かせぬまま、全身の毛穴から冷たい汗あせが滲にじみ出る。

　──馬ば鹿かな。馬ば鹿かな馬ば鹿かな馬ば鹿かな。

　──一体いつの間に……いつの間に……！

「こういうのは子供の頃ころから得意でしてね。右手を目の前の男に伸ばすだけなら、瞬まばたき一つの間があれば充分です」

「あ……かッ……」

　声を出すどころか、呼吸すらままならない様よう子すでメルヴィが呻うめきを漏もらした。

「隙すきだらけですよ、メルヴィさん。そんなザマでは、本気で殺す覚かく悟ごをしたフィーロ・プロシェンツォに喰われて終わりです。同じ部屋の中には……いや、同じビルの中にすら入らない方がいいでしょうね」

「……」

　黙だまり込むメルヴィの額ひたいから手を離し、ゆっくりと立ち上がるヒューイ。

　激情に駆かられたメルヴィは、とっさに跳びかかってヒューイに右手を伸ばそうとしたが──全身の神しん経けいが、脳のう味み噌そからの命令を拒きよ絶ぜつした。

　一いつ瞬しゆん遅れて、メルヴィの頭も理解する。

　──隙すきがない。

　メルヴィは激情家の節ふしは確だれかにあるが、それで即そく座ざに自じ滅めつの道を歩むほどに愚おろかではない。

　そこまでの人間ならば、そもそも『タイム』のリーダーになる事すらできなかっただろう。

　ここに至るまでのそこそこに長い人生の中で積み上げた経験が、『今は行く時ではない』と一いつ斉せいに叫び声をあげたかのようだった。

「……御心配無く。フィーロ・プロシェンツォ相手に油ゆ断だんはしませんよ」

「フィーロさん以外にも気を付けた方がいい人間は山ほどいると思いますけれどね。実際、そのうちの何人かが今、セントラルパークで暴れているわけですから」

「……大だい丈じよう夫ぶ、そちらも何とかしますよ。私がね」

「そう気負わなくていいんですよ？　貴方あなたがカジノパーティーを成功させようと、あるいは失敗したとしても、その場が開いているだけで私の方の目的は達成されているのですから」

　肩を竦すくめながら、ヒューイは客間を去って行く。

「まあ、貴方あなたのフィーロ・プロシェンツォに対する敵てき愾がい心しんも、セントラルパークでの騒そう動どうも、すべては私にとっては囮おとりです。ですが、貴方あなた達たち自身にとっては最重要の目的でもある。その結果について私が口出しをする事はありませんから……」

　外に向かう扉とびらを閉じながら、ヒューイは感情の薄い笑みを浮かべたまま、未いまだ固まり続けるメルヴィへと激げき励れいの言葉を口にした。




「どうぞ、存分にギャンブルを楽しんで下さいね。……後こう悔かいの無いように」





⇔






セントラルパーク




「ははッ！　ハハハハハハ！　いよう、火星人モドキの嬢じようちゃん！　久々だな！」

　口火を切ったのは、ラッド・ルッソだった。

　もっとも、シャーネは仮に言葉が自由に扱えたとしてもラッドと語るつもりは無いのだが。

　当然相手の話も聞く気はないようで、ラッドの言葉を無視して両手にそれぞれ握り込んだナイフを宙ちゆうに何度も煌きらめかせた。

「あぁ、あぁ、本当に久しぶりだ！　どうだ？　思し春しゆん期きはもう通り過ぎたか？　ヒューイ・ラフォレットって野や郎ろうへの淡い恋心はまだ残って……おおっとぉ！」

　ハイテンションで叫ぶラッドが身を反そらすと、一いつ瞬しゆん前まで自分の喉のどがあった場所を銀の煌かがやきが通り過ぎる。

　そして、ナイフの連れん撃げきから大きく逃のがれるのではなく、ラッドは反そらした身体からだを反動で前に戻し、その連れん撃げきの合間にねじ込んだ。

「ッ！」

　続く刃やいばが迎え打うつ前に、シャーネの身体からだにラッドの続きが叩たたき込まれる。

　鉄球を投げつけられたような衝しよう撃げきがシャーネの額ひたいに走るが、間かん一いつ髪ぱつ、シャーネも身を引いていたためにかろうじて大きなダメージは免まぬがれた。

「ははッ！　鼻はな筋すじを潰つぶしてやるつもりだったが、少しズレちまったな！」

「……」

　あの時と変わらぬ、凶きよう悪あくな笑みだ。

　シャーネはラッドの事は不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵として認にん識しきしている。

　あの列車の上では自分は劣れつ勢せいだった事も、相あい性しようも決して良くないという事も理解している。

　しかしシャーネは怯ひるまない。

　列車の上とは違い、ここは不安定な足場ではない。その条件は、以前にラッドと相まみえた時と比べてシャーネの動きを格段に鋭くしていた。

　ラッドも条件は同じなのだが、シャーネは元々スピードを生かして四し方ほう八はつ方ぽうを跳び回るタイプであり、足場の安定性が上がった上に動ける幅が大きく広がっている為ため、彼女の方が大きく環かん境きようの恩おん恵けいを受ける事ができる。

　少なくともシャーネ自身はそう思っていたが、彼女の心に油ゆ断だんはなかった。

　足場が安定した事によるラッドのフットワークと、大だい地ちへの強い踏みしめから繰り出される拳けん撃げきの威い力りよくは決して無視できるものではない。

　シャーネは頭の中でラッドの喉のど元もとを搔かき切る最適な軌き道どうを思い浮かべ、イメージした通りの『道』に刃やいばを寸分違たがわず滑らせた。

　しかし、頭の回転からほんの僅わずかに遅れて動いた刃やいばはギリギリの所でラッドの血管を斬きり割くことはできず、薄皮一枚斬きって血を滲にじませるに留とどまる。

　しかし、当然ながらシャーネの動きはそこで終わらなかった。

　反そらした身体からだの脇わき腹ばらにナイフを差し込むべく、全く無む駄だのないルートで刃やいばを宙に滑らせるのだが──

「おっとぉ、あぶねえ……なっと！」

　鋼こう鉄てつの義ぎ手しゆが、その刃やいばを弾はじき飛ばす。

　だが、シャーネもやはり止まらない。

　回転しながら連れん撃げきという形で叩たたき込まれたナイフの刃は。

　ラッドはそれを、義ぎ手しゆの関かん節せつで挟みこむように受け止めた。

　ギチギチ、と鉄の関かん節せつが軋きしむ音が二人の間に鳴り響ひびき、そのまま互いの殺気だけが周囲の空気を歪ゆがませていく。

「……」

「ハハハハ！　いいねぇ！　いいじゃねえか！　前よりも動きのキレが増してるぜ！　脳のう味み噌そは俺おれもアンタも最初からキレッキレだったけどなぁ！」

　失った言葉の分まですべて闘とう争そうに集中させているシャーネとは対たい照しよう的に、派は手でに言葉を捲まくし立てながら『力』を奮ふるうラッドだが、その『力』──暴力には全く澱よどみが感じられなかった。

　数々の挑ちよう発はつの言葉すら、余分なエネルギーを外に出すガス抜きのような物にしか感じられない。ヘラヘラ巫ふ山ざ戯けているように見えるが、殺意に純じゆん度どというものがあるとすれば、恐らくはこのＮＹで現在最も高純じゆん度どな殺意を放っているのはラッド・ルッソなのかもしれない。

　二人の事を知るシャフトなどはそんな風ふうに理解していたが、彼にも一つ、気付いていない事があった。

　ラッドがその身に纏まとっている殺意は、目の前にいるシャーネに向けたものではない。

　ヒューイ・ラフォレット、メルヴィ・ドルメンテル、そして──クレア・スタンフィールドという、この場に存在してすらいない男達に対するものだという事を。







「なんだ……あの男は」

　シャーネに加か勢せいすべきかどうか迷っていたシックルだが、そもそも横から割り込めるような戦いには見えなかった。

『妖怪ラルウア』の仲間の筋きん肉にく質な男がラッドを羽は交がい締じめにしようと迫ったが、『おいおい、せっかくの楽しみを邪じや魔まするんじゃねえよ』と、片腕で投げ飛ばされてしまう。

　１００kgを軽く超える仲間の身体からだが宙ちゆうを舞うのを見て、シックルは自分達の前に立ち塞ふさがるグラハムに思わず問いかけた。

「どう考えても常じよう人じんの腕わん力りよくではないぞ!?　あの男は一体何者なんだ!?　一体どんな育ち方をしたらああなる!?」

「ラッドの兄あに貴きは、家庭環かん境きようは普通だった筈はずだぞ？　マフィアと距きよ離りを置いてた普通の両親に普通に育てられたって言ってたからな。だが！　そんな環かん境きようを跳ね返して殺さつ人じん鬼きになったラッドの兄あに貴きはやはりただ者ではないって事だな！　刑けい務む所しよに入る前まではショットガンもナイフもなんでも使ってたが、今のラッドの兄あに貴きはそれすら不要、兄あに貴きは世界から銃じゆうや刃は物ものを廃はい絶ぜつする平和の使し者しやという事だ！」

　前まえ髪がみに隠かくれた目をクワっと見開きながら言うグラハムだが、そんな彼の後ろから、シャーネのナイフを避け続けるラッドの声が響ひびいてくる。

「そいつぁ違うぜグラハム坊ぼうや。ショットガンもナイフもあれば使うさ。ただ、今はそんな気分じゃねえってだけだ。銃じゆうってのは手に伝わるドゴリって反動と、目に映る血ち飛沫しぶきが『ああ、殺した』って実感を俺おれに教えてくれるし、ナイフはズブリって感かん触しよくと返り血の温あたたかさが『ああ、やべえ、すげえ殺した』って教えてくれるんでそれはそれで好きなんだがな」

　プロボクサーに近いフットワークでナイフの連れん撃げきを躱かわしながら、口と声せい帯たいはまるで別の生き物であるかのようにスラスラと言葉を紡つむいでいった。

「最近は自分の拳こぶしでグチャリと潰つぶすか、首の骨をゴキリと折る生々しい感覚が恋しくて恋しくてなあ、ああ、ドゴリでもズブリでもグチャリでもゴキリでもどうでもいいんだ。どうでもいいんだ！　なあ！　要は、相手に俺おれの殺意が伝わればいいわけだ。銃じゆうを向けりゃ誰だれもが一発で俺おれが『殺そうとしてる』って解わかるだろ！　殺していいのは殺される覚かく悟ごがある奴やつだけだって言うけどよ、俺おれはできてる。逆に、相手にも覚かく悟ごするチャンスをやらなきゃ失しつ礼れいってもんだろ？」

「なんと！　途と中ちゆうから話がだいぶズレた気がするが、要するにラッドの兄あに貴きの言葉を踏まえて鑑かんがみるに、俺おれはまた間違ってしまったのか!?」

「いいや、人を殺すのに絶対必要ってわけじゃないってのは合ってるから、半分正解だな。50点だ……っと」

　言いながら、シャーネの飛び込みを前方に転がって、上下にすれ違う形で避けるラッド。

　そんな彼を見て、シックルは眉み間けんの皺しわを一ひと際きわ深く刻み込んだ。

「何な故ぜ、あれだけ叫びながらあの速さのナイフを避けられるんだ……？」

　すると、いつの間にか横にいた男が、したり顔で言葉を紡つむぐ。

「逆だよ、ああやって自分の言葉に身体からだのリズムを乗せているから、あれだけ動けるのさ」

「……!?」

　シックルは、自分に対して声を掛けてきた者の姿すがたを確かく認にんして、思わず二度見しながら叫んだ。

「クリス!?　お前……何な故ぜここに!?」

「自然の導きだよ。数ヶ月ぶりだねえ！　さあ歌おう！　再会を祝し、大自然を讃たたえる歌を！♪さあー、熊くまさんに連れられてー、僕らはー、胃の中でー再会ーするよーラララー♪　♪あとゴメンー、今の身体からだのリズムが云うん々ぬんー、凄すごく適当なことをー言ーったーよぉー♪」

　終しゆう盤ばん、無む駄だにオペラ風ふうに歌うクリストファーの声を聞き、周囲の者達も一いつ斉せいに彼の存在に気が付いた。

「むむ、出たな魑ち魅み魍もう魎りようめ……悲しい話も楽しい話も、どうやらこれで終わりのようだ」

「あッ、ミリア！　前にビルにいた手て品じな師しの人だぞ！」「本当だ！」

「クリス!?」「クリストファー！」「……やっと来たか」「クリストファー！　レイルは!?」

　グラハムやアイザック＆ミリア、そして『妖怪ラルウア』の面々も皆が驚きよう愕がくして声をあげる中、クリストファーはこちらの様よう子すに気付いてすらいないシャーネとラッドの方を顎あごでしゃくる。

「ほらほら、そんな些さ細さいな事より、続きを見なよ？」




「一つ、いい事を教えてやるぜ？　俺おれは、ヒューイ・ラフォレットって野や郎ろうと会ってきた」

「……！」

　ラッドによる唐とう突とつな一言。

　だが、シャーネはそのまま攻こう撃げきを繰り出した。

　アルカトラズであった出来事については、ある程度はヒューイ本人の口から聞かされているため、ラッドもそこにいたという事は知っている。

「いやあ、俺おれの目の前でグースカ寝てやがってよ……俺おれがもし『不死者』って奴やつだったら、右手を載のせるだけでジエンドって奴やつだ。お前の大だい事じなヒューイがそんな状態の時、手前てめえは一体なにをしてた？　のんびりとＮＹ観光か？　いいねえ！　羨うらやましい！　ヒューイの命と引き替えにビッグアップルをダラリと満まん喫きつしてたってわけだ！　ヒュー！」

「……」

　軽口を叩たたきながら反はん撃げきしてくるラッドの拳こぶしに対してシャーネはナイフを突きたてるが、義ぎ手しゆの表面を僅わずかに削けずったに過ぎず、そのままこちらの腕が弾はじかれた。

　──重い。

　シャーネは目を細め、殺意を薄めぬまま、相手の『武ぶ器き』を冷静に観察する。

　受けた感覚と硬さから判はん断だんして、義ぎ手しゆは確実に金きん属ぞく製である事が見てとれた。

　一体どのような訓くん練れんをしたのか、腕の途と中ちゆうから義ぎ手しゆとなっているにも関わらず、本物の拳こぶしと遜そん色しよくない速度で右腕を振り回している。

　過去の屈くつ辱じよくを思い浮かべつつ、シャーネは確信した。

　この男は、確かに列車の時のように銃じゆう器きの類たぐいを所持していない。

　それにも関わらず、脅きよう威いの度合いで言うならば、あの時よりも寧むしろ上だ。

「……」

　繰り出される拳こぶしの一つ一つに、義ぎ手しゆも生なま身みも関係なく途と轍てつも無い『重さ』を感じる。

　恐らく、一つでも直ちよく撃げきすれば無ぶ事じでは済まないだろう。

　だが、シャーネもまた、その拳こぶしの連れん撃げきの間に身を躍おどらせた。

　この数年の間に得た人としての日常を頭から消し去り、自身の未来への希望も消し去り、父親と交わしたここ数日の会話すら、この一いつ時ときだけは頭の中から消し去っていく。

　頭の中に幸せが残っていると、失う事を怖おそれるようになる。

　それは恐きよう怖ふとなり、己おのれの足を竦すくませる。

　身を守る為ためならば、確実に任務を遂すい行こうする為ためならば恐きよう怖ふは常に心に残しておかねばならない、そうヒューイは言っていたが、その記き憶おくも今だけは排はい除じよする。

　目の前の男は、それこそを──

　こちらの恐きよう怖ふこそを、糧かてとしているのだ。

　ならば、自分は完全な絡から繰くり仕じ掛かけの人形で構わない。

　そう考えたシャーネは、無心でただ最適なルートに刃やいばを振るい続ける、殺意を燃ねん料りようとして動く一つのシステムになりつつあった。




　だが、彼女のその様よう子すは、逆にラッド・ルッソの心の欲望をそそり立たせる。

　ヒューイ・ラフォレットという男の為ために、人間性すら捨て去ろうとしている女を前にして、ラッドはなんと壊こわしがいのある壁かべだと驚きよう喜きした。

「おお、おお、なるほどねぇ！」

　義ぎ手しゆとナイフが擦こすれ合い、生じた火花がラッドの眼球に飛び込んでくる。

「あのヒューイって野や郎ろう、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうな面つらだと思ってたが、そりゃそうもなるか」

　しかし、ラッドは瞬まばたきすらせずそれを受け止め、目を爛らん々らんと輝かせながら叫んだ。

「こんなに厚くて篤あつくて熱くて殺あ気つい壁を用意してやがるんだからよお！」

「……」

「その壁はあと何枚だ？　お前はどのぐらいヒューイに近い位置にいる？　……おい！　どっかで見てるんだろ！　鳥の小こ娘むすめ！」

　ラッドがそう叫んだ瞬しゆん間かん、上空を飛ぶ数すう羽わの鳥が翼つばさをよろめかせる。

　だが、それに気付く者はおらず、ラッドの言葉に首を傾かしげる者が大半だった。

「鳥娘むすめ！　ヒューイに伝えろ！　お前の持ってる『壁』を纏まとめて俺おれの前に用意しろってなぁ！　全部ぶち破った後もまだあの余よ裕ゆう面づらができるのか、楽しみにしてるってちゃんと伝えろよ！」




　言葉だけを聞けば、戦せん闘とう中にここまで喋しやべる男など隙すきだらけも同然の筈はずなのだが──戦せん闘とうに特化した『妖怪ラルウア』の面々も、周囲をバイクで回りながら様よう子すを見ている双ふた子ご達も、誰だれもが今のラッドに隙すきはないと理解している。

　シャーネ・ラフォレットが無む尽じん蔵ぞうに煌きらめく刃やいばの塊かたまりだとするならば、ラッド・ルッソは噴ふん火か寸前の火山ような膨ぼう大だいなエネルギーを分厚いゴム革がわの中に詰め込んだような存在だ。

　そして、二つの危険物が『速さ』と『力』をぶつけ合っている。

　二人の実力を理解した者達は、誰だれもが当たり前の結論に帰結し、その事実を淡たん々たんと心の中に思い浮かべた。




　──どちらに触れても、ただでは済まない。





⇔






　そんな中、公園内に乗り込んだ車の中でラッドを見つめ続ける影があった。

「いや、あれ、……止めなくていいんすか、ルーアさん」

「ラッド……凄すごく楽しそうね……」

　外に居たら巻き添えを食らうと判はん断だんしたシャフトが、運転席に戻りながらその女性──ルーアに問い掛ける。

「私があの子ぐらい強かったら、って少し考えてみたの」

「あんまり考えない方がいい事だと思いますけどね？」

「そうかしら。……私がラッドと正面から殺し合ってあげられる程に強かったら、ラッドともっと解わかり合えたかもしれない、って思う時があるの。……私だと、ラッドをあそこまで怒らせる事も笑わせる事もできないから……」

　少しだけ寂さびしげに言うルーアに、シャフトが言った。

「でも、女性として好きなのは、ダントツでルーアさんの方だと思いますよ？」

「え？」

「あの人、前に言ってましたから」

　それは、シャフトが『シャム』の一人として刑けい務む所しよで聞いた言葉だったが、そこは隠かくしてルーアに一つのエピソードを伝え聞かせる。

「前にラッドさんがチンピラ達に絡まれて『ルーアって女がどうなってもいいのか』って言われた事があるらしいんすよ。そしたらあの人、『ルーアは俺おれに殺されるのを待ってるんだ。約束したんだ。俺おれ以外の奴やつに殺される筈はずがねえ。俺おれはルーアを誰だれよりも信じてる』って」

「ラッドが……そんな事を？」

「……いやまあ、一見すると酷ひどい言葉ですけど、本気で信じてたみたいですよ？　ルーアさんは自分以外の誰だれにも殺されないって」

　ラッドがその話をフィーロに対してした時、『シャム』はラッドに殴なぐられて倒れていたのでうろ覚えの部分は多いのだが、そこは上う手まく補完しつつ誤ご魔ま化かして話を通した。

　ルーアはそれを聞いて暫しばらく考え込んでいたが、青白い顔に儚はかなくも美しい微笑を浮かべると、いつもより僅わずかに明るい声で言葉を紡つむぐ。

「そう……ラッドがそんな事を……」

「いや、別に人ひと質じちなのに見捨てたとか、そう受け取らないで下さいよ？」

「大だい丈じよう夫ぶよ。解わかってる。……でも、仮に私があの人の枷かせになって、その枷かせを壊こわしてまでやりたいことをやったんだとしたら……私はあの人に殺された事になるから、私はそれでも満足よ」

「は、はあ」

　──やっぱりこの人も、少しおかしいな。

　そんな事を思いながら相あい槌づちを打つ彼に、ルーアは頰ほおを赤らめながら話し続けた。

「でも、ラッド……約束、覚えててくれたのね……」

　彼女にとってはそれで満足だったようで、安あん堵どの溜ため息いきを吐つきながら、恍こう惚こつとした目でラッドを見つめていた。

「ああ……いますぐに私とラッド以外のみんなが、幸せの絶ぜつ頂ちようの中で安らかに息を引き取らないかしら……。ふふ、無む理りだって解わかっていても、ついそんな事を考える私は……本当に死んだ方がいい人間よね……」

「反応に困る事言わないで下さい」

　──少しどころじゃなくおかしいかもな……。

　そんな事を考えるシャフトを余よ所そに、ルーアは巨きよ大だい熊ぐまの方に目をやりながら、その背に跨またがる女性を見つけて首を傾かしげた。

「それにしても……あれ、ミリアちゃんよね？　どうしてあんな所にいるのかしら？」





⇔






「やれやれ、これはどうしたものでしょうね、私」

「あれはヒューイって野や郎ろうの子飼いの連れん中ちゆうだが、まとめてやっちまっていいのか？　俺おれ」

「いいえ、ルノラータの客きやく分ぶんはマズいでしょう。本来ならば客きやく人じんに加か勢せいするのが筋すじなのかもしれませんが、今はカルツェリオ坊ぼつちゃんが最優先です。熊くまを確保しましょう」

「だが、運ばせるトラックをここに回す必要があるな」

　ガブリエルとジュリアーノは、一度バイクを停とめて目の前の光こう景けいを分ぶん析せきする。

　唐とう突とつに多数の人間が入り乱れる喧けん嘩かが始まったかと思うと、状況はとある男女による一対一の殺し合いにまで収しゆう束そくしたかに見えたのだが、危険度で言うならばまだ集団の乱戦の方がマシだったというような殺気が周囲にまで漏もれ出してくるのを感じていた。

　恐らく、二人のどちらかが銃じゆう器きを持っていたとしたら、流れ弾だまで既すでに何人か死んでいた事だろう。

　そんな確信を元に、カッツェの飼い熊ぐまであるクッキーに悪あく影えい響きようがあってはならないと、とりあえず二人はクッキーに餌えさをちらつかせて誘ゆう導どうしようとしたのだが──

「なあ、俺おれ。あの背中に乗ってるのは誰だれだ？」

「さあ？　知りませんよ私。ですが、随ずい分ぶんと熊くまの上で落ち着いているようですね……？」




「なあミリア、どうしよう。ラッドとシャーネ、なんだって突とつ然ぜん喧けん嘩かを始めたんだ？」

「お腹なかでも空すいてるのかなあ……」

「ああ、空腹は最高の調ちよう味み料りようって言うからな！　昔は塩を巡って戦争や略りやく奪だつが起きた事もあるって話だし……ローマ皇こう帝ていのドミなんとかさんって人はコショウで戦ったらしいからな！」

「そっか！　私達もコショウや唐とう辛がら子しで目め眩くらましとか作るもんね！」

　微び妙みようにズレた情報を口にするアイザックに、ミリアが力強く頷うなずいた。

　普段通りぼんやりした事を考えているようにも見えるが、二人の顔に珍めずらしく不安の色がある事から、彼らなりに動どう揺ようしている事が窺うかがえる。

　アイザックにとってラッドはアルカトラズで世せ話わになった大だい事じな友人であり、ミリアにとってシャーネは、アイザックが刑けい務む所しよに入れられた時に泣き明かしていた自分を励はげましてくれた大切な友人だ。

　熊くまにしがみついてきた結果、セントラルパークの中で突とつ然ぜんラッドが暴れだし、そこにシャーネがやって来て刃やいばと拳こぶしを交かわし始めるという奇き妙みような光こう景けいを目にして二人は混乱に囚とらわれる。

　一体何が起こっているのかを彼らなりに必死に把は握あくした結果、アイザックは願望混じりの推すい測そくを口にした。

「……喧けん嘩かじゃないとしたらどうだろう？」

「どういう事？　アイザック？」

「二人とも怪け我がしてないけど、もしかして何かのショーの練習なのかも……」

　実際、派は手でに激げき突とつしている二人だったが、怪け我がらしい怪け我がはシャーネが鼻の頭を赤くしている事と、ラッドの喉のどの薄皮が切れて血が滲にじんでいる事ぐらいであり、二人の位置からではそうした細かい傷まで確かく認にんする事はできない。

　何より、二人の動きはそれぞれに無む駄だがなく──見ていて、非常に美しいとすら感じられたからだ。

「そういえば……周りの人達、みんなサーカスの人っぽいね！」

『妖怪ラルウア』の面々を見てミリアがそう言うと、アイザックも自分の説に自信を持てたのか、力強く頷うなずいて言葉の続きを口にした。

「だろ!?　さっきの音は開演のベルかなんかで、それでこの熊くま、サーカスの仲間の所に戻って来たんじゃないか!?」

「じゃあ、ラッドとシャーネもサーカスに出るの？」

「ああ！　きっとロミオとジュリエットの決けつ闘とうシーンか何かじゃないか!?　ストーリーをアレンジして、ロミオとジュリエットがボクシングとナイフで決けつ闘とうするとか、そういうオペラをサーカスに取り込むに違いないぜ！」

「ロミオVSジュリエットだね！」




　周囲の面々の多くは、熊くまの上から響ひびいてくるアイザックの大声など聞き流していた。

　グラハムやクリストファーはその叫びを受けて『ロミオVSジュリエット』の展開をそれぞれ夢む想そうし始めたが、率そつ直ちよくな反応を見せたのは、戦いの真っ最中である筈はずのラッドだった。

「ハハ！　あの二人は相変わらずだな！　俺おれらの殺し合いがショーだとよ！」

「……」

「いいじゃねえか、世せ間けんに見せつけてやろうぜ？　世の中は所しよ詮せんショーで、ヒューイ・ラフォレットがやってるテロだか革かく命めいだかも、所しよ詮せんは遠く離れた他人の人生に新聞越しでスパイスを与える為ための陳ちん腐ぷな見み世せ物ものに過ぎないってな！　狂きよう言げん回まわしなら狂きよう言げん回まわしらしく、グルグルグリギリ世界を回して地球をまるごとねじ切ってやろうじゃねえか！　なあ？」

「……」

　無言のまま振るってくるシャーネの刃やいばを払いのけながら、ラッドは気になっていた事を問い掛ける。

「……っつーか、お前、アイザックやその彼女の嬢じようちゃんと知り合いなのか？」

「……」

　シャーネの耳にラッドの言葉は届いていない。

　更さらに言うならば、アイザックやミリアの声も届いていないし、彼らがすぐ傍そばにいる事すら気付いてはいなかった。

　もはやシャーネはラッドを殺す為ための完全なシステムへと変へん貌ぼうしており、その身体からだからエネルギーが尽き果てるか、ラッドを殺しきるかのどちらかを成さねば止まれないというような状況だった。

　ラッドもそんな『システム』が完成しつつある事に歪ゆがんだ悦よろこびを覚えつつ、そのシステムを生み出した決けつ意いも覚かく悟ごもすべて無む駄だであると突きつけんとばかりにエンジンの回転数を上げ始めた。

　ラッドもまた、騒そう音おんを搔かき鳴らしつつ、相手を破は壊かいする一つのシステムへと変へん貌ぼうしつつある。




　そんな二人の様よう子すを見たグラハムは、感動したような目でその闘たたかいを見み据すえ、思わず呟つぶやいた。

「美しい……」

　長年自動車などの解体作業をしてきたグラハムの目から見て、シャーネとラッドの闘とう争そうは、互いに全く違う機き構こうの筈はずなのに、美しく組み合わさっている車のパーツのように感じられた。

　完かん璧ぺきに嚙かみ合った歯車。

　しかし、回転は互いに逆であり、互いの信念の強さが回転する方向を決めるといった様相である。美しい均きん衡こうを見せられたグラハムは感動をしつつも、果たしてどちらにギアが回るのかという錯さつ覚かくに囚とらわれて緊きん張ちようしている。




　クリストファーもまた、グラハムと同じように呟つぶやいた。

「綺き麗れいだ……」

　不自然な存在として大自然に敬けい意いを表してきたクリストファーだが、今の彼には、ナイフと義ぎ手しゆの激げき突とつという人工物の衝しよう突とつが、実に美しい『自然の風景』として目に映る。

　雪の降りしきる平野の中に、突とつ如じよとして火山が噴ふん火かしたような──アンバランスでいながら不ふ思し議ぎと調和を見せている光こう景けいが頭の中に浮かんで感動していたのだ。




　彼らほどに具体的ではないものの、他の面子メンツもまた、二人の激げき闘とうを邪じや魔ましてはならない神しん聖せいなものなのではないかと思いかけていた。もはや、別の意味でも自分達に手出しできる領りよう域いきではなくなったのだと。

　割り込める者など居ない。

　居る筈はずがない。

　誰だれもがそう考えた瞬しゆん間かん──

　唐とう突とつに、『彼ら』は調和を斬きり裂さきながら現れた。




「……？」

　最初に異い変へんに気付いたのは、ニット帽ぼうを被かぶった少女。

　毒どく薬やくの散布を得意としている『妖怪ラルウア』のメンバーの一人だった。

　──この匂におい……。

　自分もガスや粉こなといった毒を取り扱う性質上、嗅きゆう覚かくが人一倍鋭くなるようにサロメ達『リズム』の手によって調整されている。

　そんな実験体でもあるホムンクルスの彼女の鼻び腔こうが捉とらえたのは、『妖怪ラルウア』の中ではあまり嗅かぐことのない匂においだった。

　──なんだか……お酒さけ臭くさい……？




　シャーネとラッドが、互いに次の一いち撃げきを加えようとした瞬しゆん間かん──

「お？」

「……!?」

　二人は唐とう突とつにバランスを崩くずし、互いに前方に回転しながらすれ違う。

　同時に、彼らは感じ取っていた。

　相手と接せつ触しよくしかけた自分達の身体からだに、唐とう突とつに別の力が加わったと。




　周りで見ていた者達は、その様よう子すに啞あ然ぜんとしていた。

　何な故ぜなら、誰だれも割り込めないと思っていたシャーネとラッドの真横に、いつの間にか接近していた顔の赤い老人が割り込んでおり──二人の身体からだに軽く触れたと思った瞬しゆん間かん、彼らが自分から前に回転して飛んだように見えたのだから。




　身体からだを突とつ然ぜん回転させられたラッドとシャーネは、戸と惑まどいながらもその類たぐい希まれな身しん体たい能力でなんとか片かた膝ひざを突くに留とどまった。

　すぐさま立ち上がろうとする二人に、気の抜けた老人の声が響ひびき渡る。

「ヒック……嬢じようちゃんも兄にいちゃんも、昼間から酔よっ払ぱらっとるのか……？」

　シャーネにとっては見覚えがなく、ラッドにとってはここ数日の間に知り合った相手だった。

「爺じじい……手前てめえ、確かアルキーっつったか？」

　眉まゆを顰ひそめながら、ラッドは同業者の老人を睨にらみ付ける。

「何を邪じや魔ましてくれちゃってんだよ？　あぁ？　酔よっ払ぱらってんのか？　……って、最初から爺じいさんはそんな感じだったよな？」

　すると、アルキーと呼ばれた老人は、手にしたスキットボトルの酒を呷あおった後に答えた。

「暴れるのは、誰だれが敵か見み極きわめた後という話じゃったろう……ヒック……」

「ああ、なら簡単だぜ？　この女はヒューイ・ラフォレットの関係者だ。つまりルノラータ・ファミリーの関係者って事で見み極きわめるまでもなく最初から最後まで敵も敵、言うなら不ふ俱ぐ戴たい天てんって奴やつだぜ？　爺じいさん」

「そうか、ならば……」

　老人の方を見ていたラッドの視し界かいの端はしに、一いつ瞬しゆん早く立ち直ったシャーネがこちらに向かってくるのが見えた。

　ラッドはそれを受けようとしたのだが──更に割り込む影を視し界かいが捉とらえた。

　シャーネの持つナイフよりも、数倍長い銀の棒ぼう状じようの煌かがやきを。

「一人では殺やるな。数人がかりで確実に始し末まつをつける」

　老人がそう言うと同時に、鋭い金きん属ぞく音がセントラルパークに響ひびき渡った。




「──ッ！」

「アハハハハハ！　久しぶりだね！　アミーゴ！　元気にしてた？」

　シャーネは突とつ然ぜん襲おそいかかって来た二ふた口ふりの日本刀を、それぞれ左右に握ったナイフで受け止めていた。

　彼女の視し界かいに映るのは、自分とは対たい照しよう的な女の姿すがた。

　褐かつ色しよくの肌はだを派は手でなサルーンガールの衣い装しようで着飾っているその女は、かつてジャグジーの根ね城じろ──イブ・ジェノアードの別べつ荘そうで刃やいばを交かわした殺し屋だった。

「こうやって貴女あなたとチャンバラするの久しぶりだね、アミーゴ！　あの時は色々と邪じや魔まが入っちゃったけど……」

「……」

　一歩離れてナイフを構えるシャーネの前で、日本刀とう使いのサルーンガールは満面の笑えみを浮かべながら言葉の続きを口にする。

「今度は、最後まで踊おどってくれる？」




「マリア……バルセリート……！」

「待て、アデル。お前は行くな」

　マリア・バルセリートの姿すがたを見て、得え物ものの十字槍やりを構えて飛びだそうとしたアデルの肩に手を置き、ティムが強く引き留めた。

「しかし、ティム……」

　名残なごり惜おしそうにティムとマリアを見比べるが、上じよう司しである男はゆっくりと首を横に振る。

「お前の気持ちは解わかる。だが、ここは一歩退ひいた方がいい」

　ティムは騒そう動どうが始まってから、なるべく離れた場所まで移動して場の流れを観察していた。

　因いん縁ねんのある相手であるマリアが来た事を確かく認にんした瞬しゆん間かん、彼は自分の判はん断だんが正解だったと確信する。

「今、あそこはなんかの渦うずみたいなもんだ。オカルトと言われそうだが、嫌いやな流れみたいなもんが渦うず巻まいてる。下へ手たに関わると、巻き込まれるぞ」

「論ろん理り的な答えではありませんが……ティムの勘かんは良く当たりますからね」

　アデルはそう言って槍やりを下げ、遠くから現場の様よう子すを見守る事にした。

　実際、ティムの予言は当たる事となる。

　一度始まった騒そう動どうの『渦うず』は、この場に最も厄やつ介かいな存在を呼び込もうとしていたのだから。





⇔






数分前　セントラルパーク横　自動車内




「行っていいよな？　止めても行くぞ？　なんせクッキーも見つかったわけだし、何よりシャーネが来たんだからな」

『……仕方有りませんね』

　車の後部座席に置かれた、『リズム』開発の小型無線機。

　その奥から聞こえて来たメルヴィ・ドルメンテルの声を聞いて、後部座席にいた男は無線のスイッチも切らぬまま車の扉とびらを開けて出て行った。

　残された運転手の男が、無線機に手を伸ばして自分の言葉を送信する。

「良いのですか？　Ｍｒ．メルヴィ」

『止やむを得ないでしょうね。確かに、ここで「リズム」が街のチンピラ達と潰つぶし合うのは忍しのびないですから』

「あのラッドやグラハムという男、そこまで危険ですか？」

『ええ、一度フィーロ・プロシェンツォのカジノで戦う様よう子すを見ていますが……あれは、「妖怪ラルウア」の面子メンツでは手も足も出ないでしょうね』

　断言するメルヴィに対し、運転手は声を強こわばらせた。

「そこまで危険なのですか……。彼は武ぶ器きも持たずに向かいましたが、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

『御心配なく』




『そのラッドやグラハム達は、そのカジノで「彼」に手も足も出なかったわけですからね』





⇔






「おお……おお、人の世は終わりを告げ、世は獣けものが闊かつ歩ぽする。されど未いまだ終末の喇叭らつぱは鳴らず黙もく示し録ろくは我々を嘲あざ笑わらうのです……。『人よ、人よ！　愚おろかなりや！　汝なんじらは死すらあたわじ！　祈りさえあたわじ！』と、こちらに呼びかけながら……。摑つかむのです。摑つかむのです。生ける屍しかばねと化した信しん仰こうと啓けい蒙もうの成れの果てが我々の言葉を蝕むしばみ、その臓ぞう腑ふを鷲わし摑づかむのです……」

　現在の状況を遠目に見ていた『詩人』が、意味不明な飾り言葉で『混こん沌とんとしてきた』という一ひと言ことを伝えようとしているのだが、現在シックルはグラハムと相あい対たいしていて傍そばにはおらず、歯止めを掛ける存在がいないまま『詩人』のワンマンショーが長々と続けられていた。

　ところが──

　止める存在がいない代わりに、助長する存在が彼の真横に現れた。

「くくく……安心しろ。混こん沌とんはやがてより深い狂きよう気きに吞のみ込まれるだろう。知っているか？　本当の混こん沌とんとは人の形をしている。そして終末の喇叭らつぱは、銃じゆうの形をしている。弔ちよう鐘しようは俺おれが鳴らす。天てん使しではないが、死の使いである俺おれが鳴らすのもこの狂くるった世界では当然の摂せつ理りと言っていいだろう」

「なんと……彼かの者は唱うたうというのです！　神々の逆げき鱗りんを削そぎ取り、世界の終末と新たな世の到とう来らいを告げる鎮ちん魂こん歌かを！　其そは愚ぐ者しやたりて、其そは英えい雄ゆうたるや！　混こん沌とんと秩ちつ序じよの到とう来らいに怯おびえ噎むせぶ人々は彼かの者の名を追い求める事でしょう！　赫かく怒どに塗まみれし断だん末まつ魔まが！　喜き悦えつに満ちし産うぶ声ごえが！　誰だれもが問うのです！　彼かの者の名に呪のろいを！　彼かの者の名に祝しゆく福ふくを！　と……」

「フッ……、名乗る程の者ではないし名に意味など無いが、狂きよう気きに満ちた世界を辿たどる為ための道みち標しるべとして、墓ぼ標ひように刻む疵きず痕あとぐらいは残しておくとしよう……。俺おれの名は、スミス。ガンマイスター・スミスだ。その名と銃じゆう声せいを思い出し、怯おびえる度たびに誇ほこるが良い。そして感謝するが良い。まだ、自分が狂くるっていないという事を」

　二人の会話を聞いていた少年、マーク・ウィルメンスは淡たん々たんとした表情で独ひとりごちる。

「……この人達、なんで普通に会話できてるんだろう」
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　──おや？　スミスの馬ば鹿か、居たのか。

　遠くから聞こえる声に、ラッドは僅わずかに苛いら立だちを覚えながら苦く笑しようする。

　──やっぱ馬ば鹿かだなアイツ。後でぶん殴なぐる。

　だが、今はそちらを気にかける暇ひまはない。

　まずは、目の前でサルーンガールと遊んでいるシャーネを叩たたき潰つぶし、両手両足を叩たたき折った後にヒューイの前に放り投げてやるとしよう。

　そんな物ぶつ騒そうな事を考えつつ、ラッドは更さらなる闘とう争そうの深みへと足を一歩踏み入れた。

　──ん？

　ふと、自らの後頭部に、チリチリと焼けるような奇き妙みような感覚を感じる。

　何か危き機きが迫っている。

　そんな奇き妙みような『予感』を覚えるものの、彼にはそれが良い予感なのか悪い予感なのか。その瞬しゆん間かんが訪れるまで判はん断だんする事ができなかった。

　もっとも、それは確かにラッド・ルッソにとって、凶きよう報ほうでもあり吉きつ報ぽうでもあったのだが。





⇔






「よう」

　その男は、さらりと現場に現れ、サロメの後ろに立っていた。

「なッ!?　お前は……」

　驚きよう愕がくするサロメに対し、その男は、無む邪じや気きとも言える笑顔を浮かべて『お願い』をする。

「悪いけどさ、『それ』ちょっと貸してくれないか？」




　男が指差した先にあったものは──サロメがその身に纏まとっている、携けい帯たい用の拡かく声せい器きだった。
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「ほらみろミリア、やっぱりサーカスの練習だったんじゃないか？」

「本当だ！　前もジャグジーの家で、あの子も手品やってたよね！」

　アイザックとミリアがそんな暢のん気きな事を言い合っている間にも、混こん沌とんの渦うずはますますその範はん囲いを広げつつあった。




「アハハ！　凄すごい凄すごい！　前に斬きり合った時よりも動きが鋭いね、アミーゴ！」

　二刀流によるマリアの連れん撃げきに対して、シャーネもまた、己おのれの双そう刃じんを走らせる。

　舐なめ合うように互いの刃やいばを重ね合わせたかと思うと、二人はそのまま互いの懐ふところへと入り込み、背後に擦すり抜けながら相手の急所を切り裂さこうとした。

　双ふた子ごのように息の合った行動。そのまま互いに刃やいばを避けて地を蹴けり宙ちゆうを舞う様は、まさに激しい剣けん舞ぶを見ているかのようにも見える。

「おいおい、邪じや魔まするなよ、サルーンガール。せっかく良い所だったんじゃねえか」

　ラッドが愚ぐ痴ちを零こぼすが元々『一対一』に拘こだわるタイプではないので、激げき怒どまではしていない。だが、獲え物ものを横取りされそうな感覚はあるのか、やや不満げな声こわ色いろにはなっていた。

　そんな声に対し、マリアは全く堪こええた様よう子すもなく答える。

「駄だ目めだよ、アミーゴ。貴方あなたは今、私達の仲間って事になってるんだから。勝かつ手てに動くのは駄だ目めって話だったけど、『敵』を独ひとり占めするのは、もっと駄だ目めなんだからね！」

　からりとした笑えみを浮かべるマリアを見て、ラッドは思う。

　──こいつぁ、ガンドールの誰だれかの差し金か？

　周囲を見渡すと、遠く離れた場所、公園の木々の合間からこちらに向かって歩いてくる者の姿すがたがあった。

　それは現在の雇やとい主ぬしであるラック・ガンドールの姿すがたであり、神しん妙みような顔をしてこちらの様よう子すを窺うかがっているようにも見える。

　──なるほど、ここで徹てつ底てい的てきにルノラータ・ファミリーと敵対してるって周りに見せつけようってわけか。

　──ま、いいさ。ってことは、シャーネを見せしめにみんなでボコって、ヒューイって野や郎ろうとルノラータの反応を窺うかがうって事でいいんだよな。

　──なんだ、やること変わらないじゃねえか。

　ニイ、とラッドが凶きよう悪あくな笑えみを顔面に貼はり付けると同時に、周囲の状況が再び動き出した。

　マリアの乱らん入にゆうを見た『妖怪ラルウア』の面々が一いつ斉せいに動き出し、そのまま己おのれの得え物ものを取り出し、彼女やその横に立つ酒さけ臭くさい老人に殺さつ到とうする。

　これまで彼らは、シャーネとラッドの争いに圧あつ倒とうされ、心の底で『割り込める筈はずがない』と諦あきらめていた。

　そんな彼らの前で、あっさりとその戦いに割って入った老人とサルーンガール。

　彼らの心に去きよ来らいしたのは、己おのれへの羞しゆう恥ちか、あるいは乱らん入にゆう者への嫉しつ妬とだろうか。

　数秒前までの自分達の存在を否定するかのように、まさに堰せきを切ったような勢いで渦うずの中心へと流れ込んでいく暴力の数々。

　オロオロしているフランクや様よう子すを見ているティム、グラハムと相あい対たいしているシックルや謎なぞの男と会話している『詩人』という例外はいるものの、半数の者達はシャーネの『敵』と思おぼしき者達に向かって殺さつ到とうした。




「さて……そろそろ人死にが出れば面白くなるな……」

　喧けん噪そうの中。そんな呟つぶやきが何者かの口から漏もれたが──

　残念ながら、漏もれ出したその言葉を耳にする者は居なかった。

　何な故ぜなら──




　轟ゴウ




　──と、大だい地ちそのもの、大たい気きそのものが震えたとしか思えない爆ばく音おんが、セントラルパークの中に思い切り響ひびき渡ったからだ。

　謎なぞの人物の呟つぶやきも、周囲の怒ど声せいも、灰はい色いろ熊ぐまのうめき声も、何もかもが搔かき消されて周囲の人間達の身体からだの中の水分そのものを揺らされたのである。

　先せん刻こくの熊くまの雄叫おたけびの比ではない。

　それはまさに、『攻こう撃げき』と呼ぶに相応ふさわしい爆ばく音おんの衝しよう撃げきであり、モロにそれを喰らった周囲の面々は、聴ちよう覚かくは疎おろか、余りの衝しよう撃げきに一時的に目すら見開く事ができなくなった。

　一体何秒そうしていただろうか。

　互いに絶好の隙すきだというのに、敵味み方かた双そう方ほうが動けない。

　灰はい色いろ熊ぐまも相当にショックを受けたようで、思わずその場に立ち上がった。

「うわあッ!?」

「ひゃああー！」

　再び背中から転げ落ちるアイザックとミリア。

　熊くまはそのまま周囲を見渡し、音の出で所どころを探ろうとする。

　すぐに逃げ出さなかったのは、彼がサーカス時代にある程度人間大たい砲ほうなどの轟ごう音おんに慣れていたという事もあるだろうが──彼の嗅きゆう覚かくは、震える大たい気きの中にハッキリと感じ取っていたのだ。

　古くからの、友の匂においを。

　そして、灰はい色いろ熊ぐまはその視線の中に発見する。

　サーカスで共に長く過ごした、赤毛の男の姿すがたを。




『あー、あー。聞こえるか？　って、普通に使っても結けつ構こう声がでかくなるな。コレ』

　サロメの携けい帯たいスピーカを右手からぶら下げた赤毛の男は、感心半分、呆あきれ半分の声を拡かく声せい器き越しに響ひびかせる。

『しっかし、半分ぐらいの威い力りよくであれかよ……。サロメっつったっけ？　あんた、あれをこないだ、全力で俺おれに向けてやろうとしてたのか？　少しは周りの事も考えた方がいいぞ？』




　まだ鼓こ膜まくが回復しておらず、その拡かく声せい器き越しの声をハッキリと聞き取れていたものは少なかった。

　三さん半はん規き管かんにショックを受けて、目眩めまいを起こした者もいる程である。

　だが、そんな中で、シャーネは即そく座ざに何が起きたのかを理解していた。

　理解してしまった。

　──やめてくれ。

　一いつ瞬しゆんで状況を理解した自分が憎にくい。捨てた筈はずの物を捨てきれていなかった事に気付いた自分が憎にくいと、シャーネは己おのれの心を締しめ付ける。

　そして、彼女は懇こん願がんした。

　心の奥底に湧わき上がった温かい感情とは裏腹に、脳のう裏りには拒きよ絶ぜつの言葉を思おもい浮かべる。

　──来ないでくれ。

　──今だけは、私を助けないでくれ。

　しかし、心に生み出した氷の壁は──彼女の目に映る炎ほのおのような赤毛を見た瞬しゆん間かんに、あっという間に溶かされてしまった。

　──貴方あなたが来たら、私は安心してしまう。

　──殺意が……薄うすれる。




『心配するな。シャーネは、シャーネのままでいい』

　そんな彼女の願いを受け止め、なおも包み込むように、赤毛の男はスピーカーから己おのれの言葉を響ひびかせた。




『どんなお前でも俺おれは好きだし、親父おやじさんも良かれ悪かれ態度は変えないと思うぜ？』
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　続いて状況を理解したのは、ラッド・ルッソだった。

　先せん刻こくから後頭部をチリつかせていた『予感』が、まさに的中した形となる。

「赤毛ぇぇえええーーーーーーッ！」

　鼓こ膜まくが完全に回復していないにも関わらず、彼は顔面に青あお筋すじを浮かべて叫んだ。

「手前でめえ……あの時の再現のつもりか？　タイミング見計らってやがったのか？　その女のピンチにかっこつけて現れたつもりか？　一歩間違えりゃそいつも死んでたっていうのに、自分はタイミングを絶対に間違えないって余よ裕ゆうのつもりか？　あぁ!?」

　すると、赤毛の男──現在はフェリックスと名乗っているクレア・スタンフィールドは、自信満々の笑えみを浮かべながら、スピーカー越しに断言した。

『その通りだ。俺おれはタイミングを絶対に間違えない。ただ、いまのケースに関しちゃ、シャーネの姿すがたが見えた瞬しゆん間かんに動き出したぞ？　つまり、絶ぜつ妙みようのタイミングになるように世界が俺おれに合わせて運うん命めいを調ちよう整せいしてくれたって事だろうな』

　ブチリ、ブチリ、と、ラッドの中で何かが切れる音が響ひびき渡る。

　それは血管か、あるいは力みすぎた事による筋きん肉にく繊せん維いの断絶だろうか。

　痛みも感じるがラッドはそれをすべて自らの怒りに変え、クレアに対して走りだそうとしたのだが──

『待てよ、ラッド・ルッソ』

「……」

　唐とう突とつに自分のフルネームを呼ばれた事で、思わず動きを止めるラッド。

　怖おそれたわけではない。単に、相手が自分に向かってどんな妄もう言げんを吐くのか興きよう味みが湧わいたのだ。

　その内容如何いかんによっては、更さらに自分の怒りを上乗せできると確信して。

『他にも、ヒューイ・ラフォレットとメルヴィ・ドルメンテル、あるいはルノラータ・ファミリーに敵対する全員に言っておく』

「……？」
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　これには、ルノラータ・ファミリーのメンバーであるガブリエル達も互いに顔を見合わせる。

「はて、彼は何を言い出すんですかね、私」

「知るか。それより、まだ耳がおかしいぞ、俺おれ」

　あれがメルヴィの護ご衛えいという事は知っているが、ここで何を言い出すような男なのかという事は、まだ把は握あくしていなかったのだ。




　すると、言葉の続きを待たずに、灰はい色いろ熊ぐまのクッキーがクレアの元へと駆かけ寄っていった。

　クレアが何か合図をすると、クッキーは身を屈かがめて彼が背に跨またがりやすいようにする。

　そして、クレアはそのまま巨きよ大だいな灰はい色いろの毛の背に跨またがると、空あいた手の指を天に突きつけながら断言した。

『明日あしただ』

「？」

　全員の視線が、赤毛の男に注そそがれた。

『明日あしたの「ラーズランス」のパーティーで、俺おれの雇やとい主ぬしのメルヴィ・ドルメンテルは、マルティージョ・ファミリーのフィーロ・プロシェンツォと大勝負をする。俺おれは、その勝負に邪じや魔まが入らないように、ある部屋の前で護ご衛えいを務める事になってる』

　淡たん々たんと極ごく秘ひの情報を口にしながら、クレアは歌劇の一説を唱うたいあげるかのように、ブロードウェイから少し離れた公園の中で己おのれの台詞せりふを輝かせた。

『俺おれに屈くつ辱じよくと死を与えたけりゃ、その勝負を邪じや魔ましに来てみろよ、俺おれの人生の脇わき役やくども。俺おれが怖こわいなら、明日あしたはビルには近づくな。簡単なルールだろ？』

　その言葉には、一点の曇りもなかった。

　挑ちよう発はつの意い図とはあるのかもしれないが、間違った事を言っているつもりは欠片かけらもない。

『俺おれは逃げも隠れもしない。ただ、全力で反はん撃げきするだけだ』

「てめぇ……」

　今にも憤ふん死ししそうな呻うめきを上げるラッドをチラリとみた後、今度こそ、挑ちよう発はつだけの為ための言葉を口にした。

『ま、ここで適当に暴れて警察沙ざ汰たになって捕つかまるってのも手だな』

「……あぁ？」

『俺おれから逃げる良い口こう実じつになる。別に俺おれは止めやしないし、正直オススメだぞ？』




「──────────────────────────────」




　溢あふれ出る憤ふん怒ぬは、もはや言葉を追い越した。

　ラッドはその怒いかりを四し肢しの根本から先せん端たんに至るまで弾はじけさせ、相手が巨きよ大だいな熊くまに跨またがっているという事実も忘れて跳びかかる。

　人間離れした跳ちよう躍やく。

　限界を超えた足の筋きん繊せん維いが悲鳴を上げるが、それでも構わず、ラッドは声にならぬ声をあげて赤毛の敵に鋼こう鉄てつの義ぎ手しゆを叩たたき込もうとした。

　もはや彼の目には、身の丈たけ３メートルである熊くまですら脅きよう威いを抱くべき障しよう害がいとは映らなかった。




　だが──

　それでも、熊くまは熊くまだ。




「──ッ！」

　ラッドの身体からだが、横から来た衝しよう撃げきによって勢い良く宙ちゆうを舞う。

「……ッ!?」

　大したダメージを負ってはいないが、ラッドは自分の突とつ進しんが何かの力によって弾はじき反そらされたという事を認にん識しきした。

　一方で、周囲でラッドの突とつ進しんを見ていた者達は、ハッキリとその顚てん末まつを認にん識しきしていた。

　殺気を籠こめて突とつ進しんしてくる事に気付いた熊くまが、その手を鼠ねずみ捕とりのバネ仕じ掛かけのような勢いで、真横に振るい放ったのである。

　カッツェの飼い熊くまとして爪つめはすべて丸く切られているが、大型の熊くまの真の恐ろしさは爪つめや牙きばだけではない。その膂りよ力りよく自体が、既すでに人間からすれば脅きよう威いなのだ。

　俗ぞくに２メートルを超える熊くまであれば、本気で振るった一いち撃げきならば、手の平の肉球部分に当たったとしても絶命する可能性が高いと言われる。

　その衝しよう撃げきだけで、頸けい椎ついや背骨を叩たたき折られるからだ。

　だが、熊くまも手慣れたもので、当たる直前で力を緩ゆるめ、衝しよう撃げきで叩たたき壊こわすというよりも、押して投げ飛ばすという形でラッドを払いのけたのだ。

　何な故ぜか敵の多かったサーカスの面子メンツが、暴ぼう徒とに襲おそわれる事は一度や二度ではなく──パロットという名の調ちよう教きよう師しによって、熊くまには『殺さない程度に敵を無力化する術』が芸の一つとして仕込まれていたのである。

「おいおい、クッキー。俺おれなら大だい丈じよう夫ぶだから、気にすんなよ」

　スピーカーのスイッチを切り、笑いながら熊くまの頭を撫なでるクレア。

「悪いな、こいつ、殺気だって襲おそいかかってくる奴やつは投げ飛ばす癖くせがあるんだ」

　調ちよう教きよう師しの仕込みについて説明するのが面めん倒どうだったのか、『癖くせ』の一ひと言ことで誤ご魔ま化かしたクレアに対し、立ち上がったラッドがこめかみをひくつかせながら言った。

「ああそうかい。……いやあ、別に熊くまは恨うらんじゃいねえ。動物ってのは生きるのに必死だろうからよ……。熊くまに罪はねぇ」

「良かった。じゃあ問題ないな」

「ただ……飼い主の責任って奴やつはあるよなぁ？　そんな危ねぇ熊くまを飼ってるってこたぁ、自分が死ぬ事なんて欠片かけらも想そう像ぞうしてねえんじゃあねえか？　だったら、俺おれが飼い主を逆に躾しつけてやらねえとなぁ？　おぉ？」

　熊くまの飼い主がクレアと判はん断だんしたのか、ラッドは首をゴキリと鳴らしながら再び歩ほを進めようとしたのだが──

「そこまでにして頂いただきましょうか」

「頭を吹き飛ばされたくないだろ？」

　その両側から、銃じゆうが突きつけられる。

　ガブリエルとジュリアーノの二人が、いつの間にかラッドの両側に回り込んでいたのだ。

「……？　なんだ手前てめえら」

　眉まゆを顰ひそめるラッドに、双ふた子ごが答える。

「あの熊くまと飼い主に危害を加えるというのであれば、貴方あなたは我々ルノラータ・ファミリーの敵です。その意味が解わかる立場の人間だとは思いますが？」

「要は、今なら見み逃のがしてやるからとっとと失うせろ、って事だ」

　それぞれ違う口く調ちようで語られた言葉を聞き、ラッドは楽しげに口こう角かくを吊つり上げる。

「そいつはすげえや、なら、最初から俺おれ達たちの敵ってわけだ」

　両側から銃じゆうを突きつけられている状況。当然ながら、同どう士し討うちをするような一直線に銃じゆうを構える程の素人しろうと二人組ではなく、斜め後ろから挟み込むような形でその銃じゆう口こうを向けていた。

　しかし、ラッドは余よ裕ゆうを崩くずさない。

「いいね。ただ好きなように生きてるだけで、俺おれの前には次から次へとムカツク『敵』って奴やつが現れやがる。ホームズにとってのモリアーティが、毎日入れ替わり立ち替わり現れてくれるってわけだ。最高じゃねえか！　ああ！　俺おれの人生は薔ば薇ら色いろだ！　今から薔ば薇ら色いろにしてみせるぜ……？」

　そこでユラリと身体からだを揺らめかせ、ボクサーさながらのフットワークを開始する。

「手前てめえらの、返り血でなぁ！」




　直後──銃じゆう声せいが鳴り響ひびいた。




　双ふた子ごの構えた銃じゆうではない。

　自分の後方から聞こえて来た破は裂れつ音に、ラッドは双ふた子ごから距きよ離りを取りつつ、音のした方向に視線を向けた。

　するとそこには、服をボロボロにした眼鏡めがねの男が立っていた。

　病院に居た筈はずの、ラッドの嫌きらいなタイプの男である。




　その男──ヴィクター・タルボットは、地面に向けた銃じゆうを今度は空に掲かかげながら、その場にいる全員に対してあらん限りの大声を張り上げた。

「手前てめえら……いい加減にしろ！　捜そう査さ局の人間の前で、よくもまあここまで好き勝かつ手てやってくれたなぁ！」




　捜そう査さ局。

　その単たん語ごを聞いて、何人かは顔を見合わせるが、大半の者達は首を傾かしげるだけだった。

　──捜そう査さ局の人間が、何な故ぜここに？

　──なんであんなに服がボロボロなんだ？

　現在セントラルパークのこの地点に集まっている者達にとっては、捜そう査さ局は確かに厄やつ介かいな敵だが、その局員が一人いた所でさしたる脅きよう威いとは感じ無い。

　だが、今の銃じゆう声せいは確かにまずい。

　恐らく現在はルノラータかヒューイの手回しにより、セントラルパークを封ふう鎖さしている最中だろう。だが、銃じゆう声せいが周辺の人々の耳に届いたとなれば、熊くま捕ほ獲かくの為ために準備していた警官達たちが雪な崩だれ込んでくる可能性もある。

　実際、セントラルパークの入口あたりから、遠巻きにこちらの様よう子すを窺うかがう警官の制せい服ふくが見え隠かくれし始めていた。

「おっと、全然気付かなかったが、捜そう査さ局の人間がいたのか？　まずいなクッキー。これ以上暴れないようにしろよ？　射しや殺さつされちまうぞ？」

　クレアの言葉が理解できるのか、頷うなずくように頭を動かした後、その場に蹲うずくまる灰はい色いろ熊ぐま。

　それを確かく認にんすると、クレアは再び周囲の面々に向かって声を上げた。

「なんかごちゃごちゃしちまってるが、話はシンプルだろ？　俺おれと一いつ緒しよにヒューイとルノラータに付く側。それと、その敵側だ」

　彼がその言葉を紡つむぐよりも先に、自然と現場には線引きが生まれ始めていた。

　熊くまの周りに集まる双ふた子ごやシャーネ、それを護まもるように立つ『妖怪ラルウア』の面々。

　そして、相あい対たいするように並び立つ、ラッドにグラハム、そしてガンドールに雇やとわれた殺し屋達だ。

　どちらにも属していないのは、車の中にいるルーアとシャフト、顔を真まっ赤かにしているヴィクター、そしてアイザックとミリアだった。




「なんの話してるんだろう？　陣じん地ちに分かれるって、オリンピックでもやるのか？」

「ロサンゼルスだね！　レークプラシッドだね！」

「それとも、明日あした、サーカスの本番があるって事かな、ミリア」

「多分そうだよ！　ほら、カジノのお祭りも明日あしたが最後だって言ってたし！」

　そんな二人に答えるように、最後の中立者達の一人が口を開きながら歩ほを進めた。

「そう！　明日あしたはお祭りだよ？　手て品じな師しから詐さ欺ぎ師しまで魔ま術じゆつ師しから道どう化け師しまでよりどりみどりさ！　ＮＹは凄すごいお祭りになると思うよ？」

「本当か!?　そっか、手て品じな師しのあんたもなんかやるのか？」

「わあい、楽しみだね、アイザック！」

　目を輝かせるカップルに対し、手て品じな師しと呼ばれた男はニヤリと笑いながら頷うなずいた。

「ああ、僕は全力で楽しむつもりだから、君達も明日あしたのショーは存分に楽しむといいよ？」

　そして、男──クリストファー・シャルドレードは、リカルドと共にラッド達の側にゆっくりと移動した。

「え……？」

　不安げな表情をする『妖怪ラルウア』の面々を前に、クリストファーは満面の笑顔で口を開く。

　その不安が的中していると知らせる為ための一ひと言ことを。

「僕は、こっちにつくよ？　明日あした、もしかち合ったらよろしくね？」

「なッ……」

　絶ぜつ句くする面々を余よ所そに、クリストファーはポンと手を打ち、熊くまの背に跨またがる男を指差した。

「ああ、そうだ！　『妖怪ラルウア』のみんな！　そこの赤毛君なんだけどさ、前に僕と喧けん嘩かして勝ったんだ。割とボコボコにされたよ。立ち直れない程に。凄すごい事だから、みんなで褒ほめてあげるといいよ？」

　すると、当のクレア本人がパア、と目を輝かせ、周囲にいる『妖怪ラルウア』の面子メンツに対して語りかける。

「ほら見ろ！　俺おれはウソをついてなかっただろ？　さあ、存分に褒ほめてくれ！」

　しかし、近くにいた刺青いれずみ女が、目も向けぬままぴしゃりと言葉を返してきた。

「後でな」

「後か……まあ、状況が状況だ。少しぐらい待つか。俺おれは空気が読める方だからな」

　その場にいた人間の半分以上が『ウソをつけ！』と叫びたくなる衝しよう動どうを抑え込みつつ、『妖怪ラルウア』の面子メンツの間に動どう揺ようが広がっていく。

「……この男が我々の味み方かただから、貴き様さまは敵に回るというのか？　クリス」

　代表して吐き出されたシックルの言葉に、クリストファーは小さく首を振った。

「違うよ？　彼がいるかどうかは関係ない」

「ならば、何な故ぜだ！　ヒューイ様を裏切るというのか!?」

「そんな事もないよ？　ただ、今、僕は休きゆう暇か中のつもりだからねえ」

　口元に悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑えみを浮かべた後、軽く肩を竦すくめながら答える。

「友達の頼みは断れないってやつ？　ああ、言っておくけど、レイルも多分こっち側だよ？」

「どういう事だ!?」

「まあ、僕としてもね、君達と殺し合うなんて殺さつ伐ばつとした事考えたくはないんだ。だけどさ、シックルもチーもアデルも、それからどっかで聞いてるリーザも、僕がこういう奴やつだっていうのは解わかってるだろ？」

　そして、クリストファーはさも名案を思いついたとでも言わんばかりに、目を輝かせながら言った。

「そうだ！　君達がこっち側につくっていうのはどうだい!?　そうすれば皆丸く収まるよ？」

「巫ふ山ざ戯けるな！　それは、ヒューイ様に敵対するという事だろうが！」

「……それはどうかな？」

　ふと笑えみを消して言ったクリストファーの言葉に、シックルは思わず眉まゆを顰ひそめる。

「何？」

「僕の敵は今の所、メルヴィって奴やつさ。だから、そのメルヴィの護ご衛えいをしてるあの赤毛君と対立してるわけだけどね？　……いや、いいや。これ以上は説明する時間が無さそうだ」

　クリストファーが視線を向けると、そこには無数の警官達がこちらに走ってくる姿すがたが見えた。

「……退ひくぞ！」

　サロメの言葉を皮切りとして、『妖怪ラルウア』の面々は名残なごり惜おしそうにクリストファーを見ながら足早に現場を去って行く。

　一ひと際きわ心配そうにこちらを見ていたフランクだが、クリストファーが『安心していいよ？　レイルは元気だから』と告げると、ホッとしたようにその巨きよ体たいに見合わぬ速度で現場から姿すがたを消した。

「ちッ……なんだよ、警官ぐらいで根こん性じようのねえ連れん中ちゆうだな」

「ラッドの兄あに貴き、俺おれらはどうする？」

「熊くまと戦う覚かく悟ご決めるようなまっとうな警官相手にしてもつまんねえよ」

　そして、自らも足早にルーアの待つ車へと走っていく。

　背後に見える熊くまの背中をチラリと見て、心の奥深くに膨ぼう大だいな殺意を滾たぎらせながら。

「……上等だ。その挑ちよう戦せん、受けてやろうじゃねえか」




　そんな殺意を向けられていた当のクレアは、クッキーの真横にいたシャーネに手を伸ばす。

「行こうぜ、シャーネ」

「……」

　無言のままこちらを鋭く睨にらみ付けるシャーネ。殺気とまではいかないが、明確な敵意が込められている。

　彼女は熊くまに跨またがる気は無いようだったが、クレアが合図をすると、クッキーが器き用ように彼女を自分の背中に向かって投げ飛ばした。

「!?」

　そして、そのまま走り出すクッキー。

　追いかけるように、双ふた子ごのバイクもその後ろについて走り出した。

「無ぶ事じに済んだと言えるのか？　俺おれ」

「さて、どうでしょうね。彼の挑ちよう発はつが成功しているなら、明日あしたの夜はカッツェ坊ぼつちゃんは現場に呼ばない方が良いと思いますが……。全く、相手にわざわざ護ご衛えい対たい象しようの行動予定を伝えて挑ちよう発はつするとは、酷ひどい護ご衛えいもいたものですよ、私」




　自動車並みの速度で走る巨きよ大だい熊ぐまの背で、バランスを全く崩くずしていないのはシャーネの積み上げてきた経験の賜たま物ものだろうか。

「……」

　未いまだに睨にらみ続けるシャーネに、クレアは素直に謝った。

「ごめんな。お前の邪じや魔まをして。昔のお前を取り戻そうとしてたんだろ？」

「……！」

「でもさ、お前の親父おやじさんが望んでるのって、なんの変化もないお前じゃなくてさ……色々と変わっていくお前だと思うぜ？　お前の親父おやじさん、なんか実験とか変化とか好きそうな感じだったし」

「……」

　図ず星ぼしを言い当てられた上に、それをやんわりと否定された事で、シャーネは明らかに動どう揺ようするのだが──そんな彼女に対し、クレアは自信に満ちた笑えみを浮かべて頷うなずいた。

「安心しろよ、俺おれはどんな時代のシャーネも、みんな好きだから」

「……」

　ムスリとして黙だまり込むシャーネだったが、敵意はだいぶ薄れていた。

　そんなシャーネも可愛かわいいな、などと思いつつ、クレアは思いついた事を口にする。

「しかし、シャーネって、本当に両親にそっくりだよな」

「……？」

　母親の事を知らないシャーネにとって、その発言は非常に違い和わ感かんの高いものだったのだが──今はクレアと心を交かわす準備ができていないとして、その場は流す事にした。




　その母親が、現在ＮＹに来ているとも知らぬまま。
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「えー……その、大だい丈じよう夫ぶですか？　副ふく室長」

　服をボロボロにしたまま、ＮＹの警官隊に『銃じゆうを持った不ふ審しん者』として取り押さえられたヴィクター・タルボット。

　遅れて到とう着ちやくしたビルやドナルドを睨にらみ付けた後、ヴィクターは舌した打うち混じりで答えた。

「大だい丈じよう夫ぶも糞くそもあるか。身体からだは無傷だが、俺おれのプライドはズタボロだバカ野や郎ろう」

「あー……心しん中ちゆうお察しします」

「察したなら、とっとと動け。警察とも連れん携けいを取る準備をしろ。今回の誤ご認にん逮たい捕ほの件も、借りとして連れん中ちゆうに押しつけてやれ」

「副ふく室長、何をなさる気ですか？」

　ドナルドの問いに、ヴィクターは割れた眼鏡めがねの奥で双眸ぼうを鋭く光らせる。

「明日あした、犯罪者どもがせっかく一箇か所しよに集まってくれるってんだ……。ヒューイもそこで動く筈はずだ。……何が起ころうが、最後は捜そう査さ局と警察が仕切る」

　そう指し示じした後、ヴィクターはひとつの注意事じ項こうを付け加えた。

　ある意味で、今回の事件において最大のダークホースになりかねない男の事を。




「……ベリアム上じよう院いん議員には悟さとられるなよ？　あの潔けつ癖ぺき症しようの議員様はよ……街を浄じよう化かする為ためなら、何をするか解わからねえからな」
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夕ゆう刻こく　マルティージョの地下カジノ




「さて……そろそろ準備するか」

　あと数時間で、ラーズランスでのカジノパーティーの第二夜が開かい催さいする時間となる。

　場を開くフィーロとしては、下準備の為ために早めに現場に入っていたかった。

　目的はあくまで明日あしたのメルヴィとの勝負ではあるが、まだ具体的な勝負内容すら解わからない状態であり、それまではマルティージョの名を貶おとしめぬよう、全力でカジノパーティーに取り組むつもりだった。

　最大の目的であるエニスの救出については一秒たりとも心から離れた事はない。

　だが、今の自分ではどうしようもないという事も、下手に動けば彼女の身が危ないという事も、フィーロは充じゆう分ぶんに理解している。

「……今日、奴やつの行動をどこまで見み極きわめられるかだな……」

　今もエニスが監かん禁きんされているのかと思うと、正直気が気ではない。

　かつて幼少時代、自分が変へん態たいに攫さらわれて監かん禁きんされた時の事を思い出す。

　──キース達が助けてくれるのがあと一歩遅けりゃ、俺おれは……。

　トラウマとなった事件の詳しよう細さいを思い出すフィーロ。普段ならば顔を青くする所だが、今は逆に、彼の心を研とぎ澄すまさせる。

　──エニスを、あんな目に遭あわせていたとしたら……。

　──お前の正体が誰だれだろうと関係なくなるぜ、メルヴィ・ドルメンテル。

　波一つない水面のように穏おだやかな心で、ただ相手の急所を突く為ためだけの刃やいばを心の中で磨みがき続ける。

　ラッドと全く逆の『怒り』を研とぎ澄すまし続けるフィーロ。

　その最さ中なか、彼は昔の事を思い出す。

　──懐なつかしいな。

　──こんなザラついた気分は……、昔、『怪人神父フアントムフアーザー』にキースが攫さらわれた時以来だ。

　悪人には鉄杭ぐいを、善人には飴あめを。

　そんな殺さつ人じん鬼きがＮＹに出しゆつ没ぼつした事があり、キースはかつて、悪の象しよう徴ちようたるマフィアのボスとしてその殺さつ人じん鬼きに攫さらわれた事があるのだ。

　──クレアのお陰でなんとか追い詰めはしたが、逃がしちまったんだよなあ……。

　──今思うと、あの神しん父ぷ……不死者だったんじゃ。

　──いや、ちょっと待て。

　──俺おれ、あいつの記き憶おくが……あるぞ？　あいつ自身の知ち識しきが……!?

　思い出した事が鍵かぎとなり、自分の知らない記き憶おくの領りよう域いきから、その『怪人神父フアントムフアーザー』についての情報が流れ込んでくる。

　──こいつは……セラードの記き憶おくに……畜ちく生しよう！　なんだよ！　あの神しん父ぷもやっぱりセラードの関係者だったのか！

　同時に、殺さつ人じん鬼きであったとある神しん父ぷの記き憶おくという『知ち識しき』も流れ込んでくる。

　──……。

　──あいつ、本当に世界を救ってる気で人を殺してやがったんだな……。

　もはや顔も忘れかけていた敵の知ち識しきやその末まつ路ろの情報が流れ込んできた事で、フィーロはなんとも言えない気分になった。

　もしかしたら、あのメルヴィという男にも、自分を恨うらむ正当な理由があるのかもしれないと。

　──それでも、だ。

　しかし、それで心が揺らぐ程、フィーロは自己犠ぎ牲せい精神を持ち合わせてはいなかった。

　──例えあいつが世界平和の為ためにエニスを攫さらったんだとしても……。それはそれだ。アイツを許す理由にはならない。

　──まあ、ゲスであってくれた方が、気分良く始し末まつを付けられるけどな。

　それもまた自分自身の身み勝がつ手てな価か値ち観かんだがなと苦く笑しようしつつ、フィーロは椅い子すに座りながら鞄かばんの中を整理していた。

　ふと、階段の上からカジノの扉とびらを開く音が聞こえてきた。

　──クリストファー達が戻って来たのか？

　そう思ったフィーロは、彼らにジャグジー一派への指し示じを伝えて貰もらおうと立ち上がる。

　だが──階段から現れたのは、クリストファーでもリカルドでも、マルティージョ・ファミリーのメンバーでもなかった。

「お前は……」

　そして、現れた者が、フィーロに対して口を開き──

　運うん命めいの流れは、ここで再び流る転てんする。
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ルノラータの別べつ荘そう　メルヴィの部屋




「やってくれましたね」

　話を聞いたメルヴィが、溜ため息いきを吐つきながら自らの護ご衛えいである男に問い掛ける。

「何な故ぜ、あのような真ま似ねを？」

「お前を護まもるために、やむを得ずな」

「……はい？」

「敵は、できるだけ一箇か所しよに纏まとめておいた方がいい。俺おれも身体からだが二つ三つあるわけじゃあないからな。分散されるよりは、俺おれが一人で全員相手をした方が楽だろ？」

　さも当然のように言ってのける護ご衛えいの男に、メルヴィは内心で『どこまで傲ごう慢まんなのだ』と呆あきれつつも、彼の実力を知っている為ために完全に否定する事ができなかった。

「こいつはただの一個人の護ご衛えいじゃない。……お前は、フィーロと自分だけの戦いだとか思ってるだろうけどな、それなら月のない夜に路ろ地じ裏で待ち伏せでもするべきだったんだ」

「……」

「大おお勢ぜいの目の前で叩たたきのめしたい、自分の実力を知らしめたい、そんな欲が招いた結果だ。俺おれはむしろ、それをシンプルな構こう図ずにしてやったんだぞ？」

　なんの疑いもなく『正しいのは自分だ』と言い切る男に、メルヴィは眉まゆを顰ひそめながら尋たずねる。

「まあ、俺おれはお前が心配だよ。明後日あさつてまで生きていられるかな」

「……？　私を生かすのが、貴方あなたの仕事でしょう？」

「ちょっと違うな。お前の目的を果たす為ために、邪じや魔まな連れん中ちゆうを排はい除じよするのが俺の仕事だ。お前の目的である『フィーロとの勝負』の最中に、お前がフィーロに殺される事に関しちゃ、俺おれはノータッチだからな？」

　それまでの軽い調子を消し去り、真剣な表情でクレアが言葉を続ける。

「別に幼おさな馴な染じみだから贔屓ひいきしてるわけじゃない。本気でアイツからも護まもれというなら、まず俺おれはお前を勝負の場に連れていかない。あいつの彼女を俺おれが救い出して、フィーロの怒りが収まるまで、アラスカ辺りに監かん禁きんするね。お前をだぞ？」

「贔屓ひいきはしていませんが、少々買い被かぶりすぎじゃないですか？　私が、フィーロより劣ると？」

「ああ。なんだ？　自分で気付いてないのか？　俺おれはてっきり、無む謀ぼうな相手に挑いどむチャレンジャーなのかと思ってたぞ？」

　間かん髪はつ入れずに答えたクレアに、メルヴィが頰ほおを引きつらせた。

「あんな小さな組で燻くすぶっているような男に、何な故ぜ私が勝てないと？」

　すると、クレアは顔から感情を消し、相手を真っ正面から見み据すえて言葉を紡つむぐ。

「一つ、言っておくぞ」

「……」

「俺おれは、世界は自分の物だし、絶対に死なないと思ってる。誰だれに負けるつもりもないし、自分が正しいと思った事は引き下がるつもりはない」

　突とつ然ぜん自分語りを始めたクレアに困こん惑わくするメルヴィだが、クレアはそんな相手の様よう子すは気にせず話し続けた。

「だけどな、もし俺おれが本当に頭がどうにかなっちまって、シャーネやガンドールの連れん中ちゆうまで傷つけようとしたらな……。俺おれの事を止められるのは、フィーロだけだと思ってる」

「……」

　意い外がいな話の流れに、メルヴィは更さらに困こん惑わくする。

　この、自分こそが最強だと信じて疑わないような男が、自分が誰だれかに負ける可能性というのを考えていた事も驚きだが、その相手が、よりによって、あの多少ナイフが扱えるだけの不死者だとは。

　しかも、クレアはフィーロが不死者だという事自体を知らない可能性が高い。だとすれば、素すの人間であるフィーロが自分を凌りよう駕がするかもしれないと思っている事になる。

「そこまで、フィーロ・プロシェンツォを買う理由はなんですか？」

「これは、あいつ自身も気付いてない事だからな。流石さすがに詳しよう細さいを言う義務はない」

　ピシャリと言い切るクレアだったが、そのまま、メルヴィに対して最も自分が伝えたかった事を口にした。

「だが、護ご衛えい対たい象しようへの忠ちゆう告こくとして俺おれは確かに伝えたぞ？　幾いくら俺おれが完かん璧ぺきでも、自分から毒どくをかっくらう奴やつを護まもれというのは、護ご衛えいの仕事の範はん疇ちゆうを超えてるからな。それはどちらかと言えば医者の仕事だ」

「やはり、私には解わかりませんね。貴方あなたは前々からあの男やガンドールの面子メンツを買っているようですが、彼らがそれ程の人間だなどとは思えないのですよ」

「まあ、身内贔びい屓きだと思ってもらって結けつ構こうだ。だが、忘れるなよ？　俺おれは確かに今、伝えたぞ？」

　念を押すように、最後にもう一度だけクレアはその言葉を繰り返した。

　嫌いやがらせではなく、本気でそれが自分の『護ご衛えい』という仕事の義務であるとばかりに。




「フィーロは、俺おれに勝てるかもしれない男だってな」













接続章　何かあるとしか思えない







ラーズランス　地下レストラン




　そして、『カジノパーティー』２日目の夜がやってきた。




「うう、ニースぅ……やっぱり、行かなきゃだめだよねえ？」

「ジャグジー……アジトやビルの前で言うならともかく、ここで言うのはおかしいでしょう？」

　涙なみだ目めになっているジャグジーが立っているのは、カジノホールの入口の中だ。

　流石さすがに全員同時に会場入りすると目立つので、ニック達を始めとする他の面子メンツとはバラバラに会場に入る事にしている。

　ドニーのように目立つ巨きよ漢かんはすぐに見つけられるが、全員が同じタキシードやドレスを着ている為ため、一々顔を覗のぞき込まないと仲間かどうか判はん別べつできない状態だ。

　昨日きのう一日だけで心労で倒れかけ、今日きようは夕ゆう刻こくまでずっと寝ていたジャグジーだが、そんな彼を励はげますべく、ニースが声を掛ける。

「でも、昼過ぎまで寝てたのは幸運だったんですよジャグジー。今日きようの昼、セントラルパークに熊くまが出たらしくって、警察も大おお騒さわぎだったらしいですから」

「く、熊くま!?」

「早起きして散歩でもしてたら巻き込まれてたかもしれませんね。だから、ラッキーだったんですよ？　このまま波に乗ってカジノでも勝ちましょう？」

　最近はジャグジーへの敬けい語ごも砕くだけ気ぎ味みになってきていたニースだったが、今は夜会用のドレスを纏まとっているという事もあり、御お嬢じよう様さま気分でジャグジーに語りかけていた。

　そんなニースの事を『綺き麗れいだなあ』と思いつつも、そう面と向かって言う勇気がないジャグジーは、どんどんとネガティブな思し考こうに陥おちいり続ける。

「その熊くま……捕つかまったのかなあ。射しや殺さつされちゃったのかなあ……。でも、射しや殺さつされた事で人間を恨うらんで、化ばけて出たらどうしよう。熊くまの幽ゆう霊れいなんかに襲おそわれたら勝てる気がしないよ……」

　冗じよう談だんとしか聞こえない言葉を吐き出しながら、ジャグジーは本気で周囲に熊くまの幽ゆう霊れいがいないかとびくつき始めた。

　そんな彼を微笑ほほえましく見つめつつ、ニースはその手を引いて内部を回る事にした。

「さあ、今日きようも様よう子す見みって事ですけど、できるだけ派は手でに遊びましょう？」

「わ、わわ、待ってよニースぅ！」




　そんな二人の背を見つつ、眉まゆを顰ひそめる影が一つ。

「あ、あいつら……金がねえなんて言っといて、なんでここにいやがるんだ!?　もしかして、昨日きのうも来てやがったのか!?」

　ガンドールを怖おそれ、付け髭ひげなどで変へん装そうをしながら忍しのび込んだダラス・ジェノアードだ。

「畜ちく生しよう……あいつら、どういうつもりだ？　奴やつらがここで遊べる程に稼かせいでんだとしたら、大おお家やとしてきっちり取りたてねえとな……」

　いますぐにでも問い詰めたい所だったが、下へ手たに目立てばガンドールに見つかる怖おそれがある。

　ダラスは心しん中ちゆうで舌した打うちしつつも、ゆっくりと会場を下見し、確実に勝てる卓たくを探し回る事にした。

　もっとも、確実に勝てる卓たくなどあるはずもないのだが。
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　メルヴィ・ドルメンテルは不ふ機き嫌げんだった。

　自分のプライドを糧かてとして生きる男にとって、クレア・スタンフィールドが断言した『お前はフィーロより格かく下しただ』という言葉が棘とげとなり、耐えがたい屈くつ辱じよくとしてその身を蝕むしばみ続ける。

　自分は選ばれた存在だという自負があった。

　ドルメンテルという後ろ盾だてに保ほ証しようされたそのプライドは彼に自信を与え、やがてメルヴィという存在を看かん板ばん通りの『特異な存在』へと昇しよう華かさせたのである。

　実際、メルヴィにとって周囲の人間達は、極ごく一部を除いて利用すべき駒こまとしか考えていなかった。

　同じ不死者やクレアのような『異常者』は例外として一いち目もく置いているが、それでも、最終的に手た綱づなを取るのは自分だと思っていた。

　ヒューイの右手が頭に置かれた事や、件くだんのクレアの台詞せりふは確かに屈くつ辱じよくであり、前者に至っては恐きよう怖ふすら覚えたのは事実である。

　だが、それを認めた上で、最終的には自分が彼かれらを上回れると信じていた。

　セラード・クェーツ。

　かつて世界を手しゆ中ちゆうに収めようとした、天才的な不死者。

　そして、本来自分が知ち識しきを受け継ぐ筈はずだった男。

　自分に足りないのは何よりも『経験』だという事はメルヴィも理解している。

　だからこそ、セラード・クェーツの積み上げてきた『経験』は何よりも欲しいものだった。

　セラードは若さを、メルヴィは経験をそれぞれ欲し、二人の精神が『シャム』のように融ゆう合ごうを果たす事によって、すべては完かん璧ぺきなものとなる。

　だが、そのセラードはもういない。

　その膨ぼう大だいな知ち識しきだけが、フィーロというチンピラの頭の中に残っているだけだ。

　メルヴィは今も同じ会場のどこかに居るであろうフィーロに対して強い殺意を抱いだきながら、笑顔で眼前の『カモ』達に愛あい想そを振ふりまく。

　──こんな、クズどもに媚こびるような真ま似ねもあと一日だ。

　──何がギャンブルだ。何が幸運を試すだ。

　──お前らみたいな連れん中ちゆうは、生まれた時点でもう賭かけには負けてるんだよ。

　自分の身体からだの元となったアヴァーロ家当とう主しゆの影えい響きようを受けているのか、元から他人を見み下くだす節ふしはあった。だが、今のメルヴィは、特に強くそう思い込む事で、ヒューイに抱いだいた恐きよう怖ふや、クレアから受けた屈くつ辱じよくを払ふつ拭しよくしようとしている節ふしがある。

　──どいつもこいつも、同じような面つらだ。

　メルヴィは内心では肩を竦すくめつつ、表面上は『好青年のディーラー』の顔を貼はり付け続けた。

　彼が現在担当しているのは、至し極ごく普通のポーカーのテーブルだ。

　だが、メルヴィの腕前は普通ではない。

　早い話が、彼はイカサマをしていた。

　カードを自然な調子で切りつつ、その実、すべてのカードの流れを巧たくみにコントロールして、一見すると当たりやすい卓たくを演じながら、大口で賭かける客からはきっちりと絞しぼりとるという真ま似ねを続けていたのである。

　そうとも知らずに次から次へと訪れる客達の喜き怒ど哀あい楽らくを見て、メルヴィは嗜し虐ぎやく的な優ゆう越えつ感に包まれていた。

　すべては仕組まれた結果だとも知らずに、幸運だ不運だと嘆なげいている姿すがたが滑こつ稽けいで仕方ない。

　爽さわやかな笑顔の裏側で、粘ねばついた笑えみと共に神気取りの優ゆう越えつ感に浸ひたっていたメルヴィだったが──ふと、そこで流れに変化が生じた。




「よお、俺おれの事、覚えてるか？」




　卓たくに座ると同時に、ディーラーである自分に声を掛けてきた者がいたのだ。

「あなたは……ああ」

　顔は覚えていなかったが、右手が義ぎ手しゆという特とく徴ちようは覚えていた。

　要注意人物であるラッド・ルッソと同じ特とく徴ちようだったからだ。

　フィーロ・プロシェンツォのカジノで見かけ、フィーロへの嫌いやがらせに利用した通りすがりの男である。

　確かに利用はしたが、メルヴィにとっては、フィーロに投げつける為ために拾った路ろ傍ぼうの石コロに過ぎない存在である。

　そんな男が一体何をしにやってきたのか？

　心しん中ちゆうで訝いぶかしむメルヴィに対し、義ぎ手しゆの男は、最高額のオレンジチップを生なま身みの方の手しゆ中ちゆうで数枚弄もてあそびながら口を開いた。

「あんたのお陰でスロットに勝てたからな」

　笑顔の中に明確な敵意を籠こめて、義ぎ手しゆの男は目を細めながらこちらを睨ねめ付けてくる。

「借りを返しに来てやったぜ？」

　──おかしい。

　──こいつ、本当にあのオドオドしていた奴やつと同一人物か？

　メルヴィは一いつ瞬しゆん訝いぶかしんだが、それを表情に出す事はしなかった。

　──まあいいさ。何を企たくらんでいるのか知らないが、金をくれるというのなら貰もらってやろう。

　──俺おれはいいが、お前のようなクズのイカサマを見み逃のがすつもりもないからな。

　彼は、その高額のオレンジチップを見てもなお、その男を見み下くだしていた。

　不死者ではなく、特とく異いな人間でもなく、ただ、何かに巻き込まれる事しか能の無い哀あわれな人間の一人だろうと。

　そんなメルヴィの内心を知らずに、義ぎ手しゆの男はルノラータが仕切っているエリアを見渡しながら言った。

「なるほど……ポーカー各種にブラックジャック、バカラにルーレットか……。スロットはないのかい？」

「持ち込むのが大変ですからね。どうぞ、好きな卓たくで遊んでいって下さい」

「ああ……ゆっくりと遊ばせてもらうさ」




　後に、その様よう子すを『客』として見ていたカルロッタは、双ふた子ごの護ご衛えいと食事をした時にこう語ったという。

　──『確かに、メルヴィは相手を見み下くだしていた』

　──『だけど、決して油ゆ断だんしていたわけではなかった……って言っておくわ』




　──『30分後に道どう化けになった、彼の名めい誉よの為ためにね』





⇔






30分後




「なんだか向こうの方が凄すごい騒さわぎになってるけど……まさか熊くまのオバケが……？」

　そんな事を言って顔を青ざめさせるジャグジーに対し、ニースが呆あきれながら引っ張っていく。

「あれは悲鳴じゃなくて歓かん声せいですよ、ジャグジー。ルノラータ・ファミリーのエリアみたいですね……」

「ひッ!?　る、ルノラータ!?　怖こわいよニース、行くのやめようよ……」

　涙なみだ目めになるジャグジーだったが、引き摺ずられていった先で見知った顔を見つけ、ほんの少しだけ安あん堵どする。

「よお、ジャグジー！　来たのか！」

「ニースも一いつ緒しよだったんだね！」

　朗ほがらかに声をかけてくるアイザック達に対し、ニースが気になっていた事を問い掛けた。

「何か凄すごい騒さわぎになってますけど、どうしたんですか？」

　ニースは歓かん声せいを上げる人々の奥を覗のぞこうとするが、人口密みつ度どが上がっており中々視線を通す事ができない。

　そんな彼女に、アイザック達が興こう奮ふんしながら事情を説明した。

「いやあ、ネイダーって知ってるか!?　ラッドの友達で、ジェノアードの嬢じようちゃんの代打ちやってるらしいんだけどさ！」

「そのネイダーがね、今、凄すごい大勝負に買って、５万ドルも儲もうかったんだって！」

「ごまッ……」

　その額を聞き、ジャグジーはそれだけで意い識しきを失いかけた。

　不ふ景けい気きで物価の価か値ちが下がっていたとはいえ、この時代の５万ドルといえば大たい金きんである。

　禁酒法時代の特別捜そう査さ官かん達たちの給きゆう料りようが週給５０ドル～１００ドルだった事から考えても、一夜のギャンブルで得るにはあまりにも大きなな金額だと言えた。

　もっとも、最盛せい期きのアル・カポネは一説には年収１０００万ドル～３０００万ドルだと言われており、それに比べれば端はした金がねと言えるのかもしれないが。




　果たして膨ぼう大だいな額か、それとも端はした金がねなのか──

　その答えは、人混みの中心にいる男の顔を見れば明らかだった。




　時が止まったように放心しているメルヴィ・ドルメンテル。

　その前で山の様にチップを積み上げた男が、義ぎ手しゆを高らかに掲かかげて周りの喝かつ采さいに応こたえていた。

　果たしてそのテーブルで何が起きたのか、この時点のニースやジャグジーも含め、多くの者はまだ知る由よしもなかった。

　だが、その経けい緯いよりも先に──

　一人のギャンブラーの名が、カジノパーティーの参加者達の間を駆かけ抜けた。

　ネイダー・シャズクール。

　没ぼつ落らくしかけていたジェノアード家を救った英えい雄ゆうの伝でん説せつが、今ここに幕を開けたのである。





⇔






数時間後　ベリアム邸てい




「イレギュラーが現れた」




「ルノラータ・ファミリーの卓たくから、青あお天てん井じようでかなりの金額を勝ち取った男がいるらしい。ルノラータに決して少なくない損害を与えたとして、各所がマークを始めているようだ」

　マンフレッド・ベリアム上じよう院いん議員の言葉に、部屋のソファに座っていたスパイクが楽しそうに笑い出した。

「へえ、そいつはまた、命知らずな奴やつがいるもんだ。ただの幸運だとしたら、その後の事を考えりゃ寧むしろアンラッキーって奴やつっすねぇ。しかも人生最大級の」

『そいつが始し末まつされたら、金だけ俺おれのものにならねえかな』などと下げ卑びた事を言いながら笑うスパイクだったが──

　次にベリアムが告げた言葉を聞いて、顔から笑えみを消す事となる。

「ネイダー・シャズクール。それが、その幸運と不運を勝ち取った男の名だ」

「はい？」

「お前と、かつて『幽霊レムレース』で共に行動していたそうだな」

「……は？」

　──いやいやいや、待て待て。

　──ベリアムの旦だん那な、何を寝ぼけてんだ？

「いや、そりゃ無いでしょう。だってあいつは……」

「生きていた。それだけだ。お前には伝えていなかったが、『幽霊レムレース』の行動の詳しよう細さいを密みつ告こくしたのはあの男だ」

「……」

　殺したと思っていた筈はずの男が生きていた。

　それだけでも驚きよう愕がくだというのに、今、例のカジノパーティーで最も注ちゆう目もくされている人物だというではないか。

「タイミングがタイミングだ。何かあるとしか思えない。奴やつのバック、奴やつの目的、すべてを洗え。我々と利害が一いつ致ちしない勢力による差し金ならば、場合によっては排はい除じよも考えなければならんだろうな」

　淡たん々たんと語り続けるベリアムだったが、スパイクは呆ほうけた表情でゆっくりと首を振った。

「んな……馬ば鹿かな」

　その場に固まり続けるスパイクの耳に、遠くからの銃じゆう声せいが届く。

　自分の弟で子しが射しや撃げき場で鳴らしている音だが、今のスパイクには、それがいつもより遙はるか遠くから聞こえているように感じられた。




　そして、狙そ撃げき銃じゆうでいつもと変わらぬ訓くん練れんを続ける少女──ソーニャはまだ知らない。

　英えい雄ゆうになったと信じている幼おさな馴な染じみが、現在、様々な意味で自分の近くにいるという事に。




　彼が自分が英えい雄ゆうだと騙かたる詐さ欺ぎ師しとなって、世界を騙だまそうとしているという事にも。













接続章　裏　我々に明日はない







一日後　ＮＹ某ぼう所しよ　貯ちよ水すい施し設せつ




　マンハッタンの水すい源げんは、ＮＹの北部にある山地から流れる豊ほう潤じゆんな雪ゆき解どけ水だと言われている。

　大量の水がクロトン・ダムやキャッツキル山地から何十kmもの水路を通り、マンハッタンにある貯ちよ水すい施し設せつへと流れ込む形となっていた。

　以前はとある大だい企き業ぎようが水道を管理していたのだが、１９３２年に市が買い上げ、市政直ちよつ轄かつという形でマンハッタン周辺の生活を潤うるおす水を供きよう給きゆうしている。

　そんな給水施し設せつの一つ。

　マンハッタンの大部分の水道に流れる水を貯ためている施し設せつの中に、職員とは異なる人ひと影かげが二つ存在していた。

「本当に……実行なさるのですね？」

　確かく認にんするように言ったのは、サロメ・カーペンター。

　問い掛けた相手は、片目に包ほう帯たいを巻いた男──ヒューイ・ラフォレットだ。

「ええ、それが私の目的ですからね。捜そう査さ局もマフィアの目も、今ごろはラーズランスに釘くぎ付づけでしょう。……丁ちよう度ど、今はフィーロさんとメルヴィの大勝負が行われている頃ころでしょうか」

「昨日きのうは何かトラブルがあったそうで、勝負のテーブルに追加の客を招しよう待たいしたとか」

「そのようですね。リーザやシャーネと因いん縁ねんがある人物のようですが……メルヴィも色々と大変だと思いますよ？」

　そんな事を言いながら、ヒューイは夜の闇やみの中、給水ポンプの前に立つ。

「昔はマンハッタンでも井い戸どが中心だったんですけどね。病気が流は行やるようになってからは水道の建設が一気に進みましたが……懐なつかしいものです」

「実際にその流れを見て来たヒューイ師しが言うと、なんとも感かん慨がい深ぶかいですな」

「さて……ルネ先生やフェルメートの動きが気になりますが、少なくともルネ先生がここにはいない事は確かく認にん済みです」

　ヒューイはそう言いながら立ち上がり、ゆっくりと歩ほを進めていく。

　彼の手に握られている瓶びんを見て、サロメは生なま唾つばを吞のみ込みながら口を開いた。

「……いよいよ始まるのですな。進化の時が」

「案あん外がい、退化かもしれませんよ？」

　苦く笑しようしながら、更さらに一歩進んだ所で──

　カツリ、と、ヒューイの者とは違う足音が施し設せつ内に鳴なり響ひびいた。

　最初は気のせいかと思ったが、ヒューイが足を止めた後も、カツリ、コツリ、と、ゆっくりした歩調の足音が彼らの周りに響ひびき続ける。

「……」

「何者だ!?」

　ヒューイは目を細めながら音のした暗くら闇やみに目を向け、サロメは施し設せつの職員は全員眠らせた筈はずだと強い警けい戒かい心を抱き、叫んでいた。

　だが、サロメの叫びには返事がなく、足音は少しずつこちらへと近づいて来る。

　そして──彼らが置いていたランタンの明かりが届く範はん囲いに、その男は現れた。

「……？」

　ヒューイには、見覚えのない顔の男だった。

　年ねん齢れいは50代後半から60代半なかばといった所だろうか。

　彫ほりの深い顔立ちの中に、一見すると穏おだやかな目が存在している。

　その男は、ヒューイの姿すがたを認めると、肩かたを竦すくめながら口を開いた。

「あんたが……ヒューイ・ラフォレットさんかい？」

　男はそこで足を止め、気さくな調子で語り続ける。

「あんたの方が俺おれより１５０歳さい以上年上なんだってな。だが、老いぼれてるのは俺おれの方だ。面白いなあ、この世界って奴やつは。そう思わないか？」

「ええ、退たい屈くつはしませんね」

「ラーズランスには行かなくていいのか？　お前さんの可愛かわいい部ぶ下かがたくさんいるんだろう？」

　その言葉を聞いて、ヒューイは相手が不死者を知る者達の中でも、今回のカジノパーティーに関係している者だと確信する。

　そして、相手を試すように眺ながめながら、自分より年老いた年下の相手の問いに答えた。

「私がここに来る為ために、彼らはあのビルにいるんですよ。……ですが、貴方あなたのように、こちらに来てしまう人もいる。しかるに……私は、ギャンブルに負けたという事でしょうか？」

「確かに、人生って奴やつはギャンブルだ。いつだって一発逆転のチャンスがあるが、逆に永遠にハズレを引き続ける事もある。カジノと違って、努力で大当たりを引き寄せる事もできる」

　そこまで言ってから、老ろう齢れいの男は肩を竦すくめ、首を大きく左右に振りながら応こたえた。

「だがな、幸運だの不運だのってもんは、道を歩いてる若い連れん中ちゆうに回してやれ。道を外れた俺おれやアンタみたいな奴やつらには、運不運じゃない、互いに因いん果が応おう報ほうがお似に合あいだ。幸運通りラツクストリートに、もう我々の居場所はないのさ」

　その言葉を聞いて、ヒューイは相手の正体を絞しぼり込む。

　目の前に立つその男は、確かに老いてはいる。だが、枯かれている様よう子すは欠片かけらもなかった。

　寧むしろ若者を軽く圧あつ倒とうできそうな威い圧あつ感を持つその様は、バルトロ・ルノラータに通じるものがあった。

　そして、ヒューイはクツクツと笑いながら、相手に対して言った。

「ラーズランスに行かなくていいのか……とは。こちらの台詞せりふだと思いますよ？」

「そうか？」

「貴方あなたの大切な部ぶ下か達たちが命を賭かけてギャンブルをしているんでしょう？」

　ヒューイはその男の正面まで移動し、ある種の敬意を払いながらその名を告げた。

「そうですよね？　……モルサ・マルティージョさん」

　名を当てられたモルサ・マルティージョは、ニイ、と口元を緩ゆるめながら、人生の遙はるかな先せん輩ぱいであるヒューイに語りかける。

「自己紹しよう介かいの必要がないなら、さっそく始めるとしようか」

「何をですか？」

「決まってるだろう？　交こう渉しようという名のギャンブルさ」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑いながら、モルサはゆっくりと歩みを再開する。

「ただし……運も不運もここにはない。因いん果が応おう報ほう。答えによっちゃ、チップが即そく座ざに『報ほう復ふく』に変わる単純なギャンブルさ」




「……俺おれ達たちのような道を外れたはぐれ者には、それこそが相応ふさわしいだろう？」





⇔






　カジノパーティー３日目の夜。

　ＮＹの街は、ギャンブルの熱ねつ狂きように包まれつつあった。

　ある者は金を、ある者はプライドを、そしてある者は命を、ある者は未来を賭かけ、それぞれのギャンブルに身を投じ始める。

　だが、それも終わりの時が迫っていた。

　配られたカードがすべて開かれつつある今──

　ラーズランスに纏まつわる、最後の狂乱バツカーノが幕を開こうとしていた。
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成なり田た良りょう悟ご

人生で一番豪快な雹と出くわし、撮影した動画をＳＮＳに投稿しようとするも、映像に近所の店の看板やら住所書いた電柱やらが山ほど写っていて危うく個人情報保護を自分から捨てていくスタイルになりかけた36歳埼玉在住作家。３年ぶりの『バッカーノ！』と格闘中。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で様々なキャラデザをこなす実力派。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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